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　土つち煙けむりが舞まう広い荒こう野やは戦場と化し、二国間での争いが繰くり広ひろげられていた。

　眼前に広がる魔ま鉱こう山ざんを巡めぐっての攻こう防ぼう。そんな争いの中、黒いローブを羽織った一人の魔ま術じゅつ師しは、襲おそいくる全てをただ静かに無力化していった。

　氷の矢が降り注げば疾しっ風ぷうで薙なぎ払はらい、濁だく流りゅうが襲いくれば全て凍こおらせる。

　炎ほのおの渦うずは水の渦に吞のみ込んで、行く手を阻はばむ大きな岩がん盤ばんはさらさらと砂に還かえす。

　後ろで緩ゆるく編み込まれた空色の長い髪かみを靡なびかせ、紫むらさき色いろの瞳ひとみで冷静に前を見み据すえる。

　ガルジュード帝てい国こく最強の魔術師フィオナは、今日も戦場で静かに佇たたずんでいた。

　息をするように自然にいくつもの魔術を放ち、どんな攻こう撃げきが来ようと少しも動じることはない。涼すずしげな顔で凛りんと立ち、彼女は今日も黙もく々もくと役目を果たす。

　ここは隣りん国ごくであるエルシダ王国で、自分は略りゃく奪だつを試みる敵国の魔術師という立場。

　非道な行いだという自覚はもちろんあるが、彼女は心を押し殺して、与あたえられた任務を全うしなければいけない。

　そしてこの場を制圧できるまで、あと少しというところまできた。

　目の前の深緑色のローブを身に着けた十数人、エルシダ王国の魔術師たちを退ければ任務完かん了りょうだ。そうしたらようやく帰れると、目を細めて大きく溜ため息いきを吐ついた。

　────眠ねむい。

　フィオナはとにかく眠くてたまらない。

　昨夜、さあ寝ねようとベッドに向かった直後に皇おう子じに呼び出され、とある洞どう窟くつにわいた魔ま物ものの討とう伐ばつを言いい渡わたされて向かった。

　本来なら数人の魔術師と騎き士しで対応するようなことだけれど、一人でも余よ裕ゆうだろうと単独で向かわされた。

　討伐を終えて帰ってきたのは朝方で、シャワーを浴びてようやく寝られるとベッドに向かった直後、また皇子に呼び出されてしまい任務を言い渡された。

　つまり、一いっ睡すいもすることなくこの戦場に駆かり出だされたのだ。

　昨夜だけでなく、彼女はここ最近まともに寝ていない。

　いくら最強だ無敵だと言われても寝不足に勝てるはずはなく、ろくな休息を与えてくれず、次から次へと任務を言い渡してくる皇子への恨うらみは募つのる。

　自分はこんなに辛つらいのに、彼は今いま頃ごろ、安全な宮きゅう殿でんで優ゆう雅がに寛くつろぎ、数多あまたの女性を侍はべらしているのだろう。そう、いつものように。

（……もうやだ。エロ皇子のばか。大だい嫌きらい）

　抑おさえきれない憎にくしみを心の中で呟つぶやいたと同時に、彼女の腹部に施ほどこされた制約の呪じゅ印いんは熱を持ち、体に呪のろいの棘とげを張はり巡らせていった。

「ぐっっ……」

　全身を襲う強い痛みに顔を歪ゆがめて歯を食いしばる。心の中で悪態をつくことをやめると痛みはじわじわと引いていき、はぁとまた一つ溜め息を吐く。

　何もかもが嫌いやになるけれど、今はとにかく目の前の敵に集中しなければいけないと、何とか気持ちを切きり替かえる。

　向かいくる魔術師たちは実力者ばかりで、薙ぎ払おうと疾風を何度か放っても、彼らを覆おおうように張り巡らされた魔術障しょう壁へきのおかげでびくともしない。

　かなりの魔術耐たい性せいを持っている精せい鋭えいたちだ。

　できればあまり傷付けたくない。だけど手加減をしていたら戦せん況きょうが長引いてしまう。

（やだなぁ……）

　気が乗らないけれど、さっさと片かたを付けないと倒たおれてしまいそうだ。フィオナは眠すぎてふらりとしながらどうにか集中し、魔力を操作する。

　彼女の右手首で、淡あわい光を放っているのは金色の腕うで輪わ。

　神器と呼ばれる特別なこの道具のおかげで、彼女の魔力は尽つきることはないため、大規模な魔ま法ほう陣じんを空中にいくつも描えがいていった。

　完成した魔法陣は、魔術師たちの頭上で腕輪と同じ金色に光ひかり輝かがやく。

　これで終われる。やっと寝られる。

　雷かみなりが雨のように魔術師たちの頭上から降り注ぐことになるが、彼らが死ぬことはないはず。命さえあれば、治ち癒ゆ士しがすべて癒いやすだろう。

　防ぼう御ぎょで魔力を使い果たし、そのままさっさと撤てっ退たいしてくれたら、それで任務完了である。こちらはもう限界が近いのだ。胸を痛めながらも、早く終わってと切実に願い、魔法陣を起動させた。

　そんな彼女の願いもむなしく、攻撃が魔術師たちに届くことはなかった。

　蒼あおい閃せん光こうが全ての魔法陣を斬きり裂さき、消し去ってしまったからだ。

　閃光を放ったのは、魔術師たちの後方から歩いてくる黒い騎士服の一人の人物。

　さらりとした金色の髪に鋭するどい藍あい色いろの瞳を持つ男。蒼く光る唯ゆい一いつ無む二にの剣けんを持つこの男は、エルシダ王国最強の神器使い。フィオナが万ばん全ぜんの状態で対等に戦える相手だ。

　男は後方に白いローブを身に着けた赤髪の男を従え、ゆっくりと歩いて向かってくる。

　足を止めようと彼女がどれだけ魔術を放っても、いくつ魔法陣を描いても、全て一いっ瞬しゅんで斬り裂かれてしまう。

「……もうやだ」

　眠さでまともに攻撃ができなくなり、男が持つ蒼い光を放つ剣をぼんやり見つめた。

　あの綺き麗れいな剣にこのままスパッと斬られたら、楽になれるだろうか。

　この男を退けて帝国に帰ったところで、終わりの見えない辛い人生が続くだけ。

　いいことなんて一つもない。心の拠より所どころも今はもう存在しない。

　そこから解き放ってもらえるなら、一瞬で楽になれるなら、全て終わらせることができるなら。

　それはすごく良いいことに思えてきた。

「……それ良いな」

　フィオナは生きることを諦あきらめた。

　胸の苦しさがなくなって、すーっと楽になった。張り詰つめていた気持ちが緩んでいく。

　重い瞼まぶたを頑がん張ばって持ち上げることももう必要ない。

　蒼い光に全てを託たくして目を閉じると、すぐに眠さが限界に達して、そのまま意識を手放した。
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　……ここはどこだろう。

　目を覚ましたフィオナは、ぼんやりと上を眺ながめる。目の前にある青みがかったグレーの天てん井じょうは自室の天井ではない。

　頭がすっきりとする。ここ最近ずっと寝ね不ぶ足そくが続いて、頭は常にずーんと重かったから、よく寝たなぁという久々の感覚だ。

　むくりと上半身を起こすと、ジャラリと金属の音がした。自身の両手が拘こう束そくされていることに気付き、あぁこの音かと納なっ得とくする。特に動じることはない。

　両手首に取り付けられている白銀の枷かせには、黒い紋もん様ようが描えがかれている。

　これは呪印。何らかの制約で人を縛しばり付つけるものだ。

　呪印はごく僅わずかしかいない、素質のある者にしか扱あつかえない。彼女には素質はなく、知識もないので、描かれた紋様からどのような効力を持つものなのかは把は握あくできない。

　だけど恐おそらくは自分の力を封ふうじるものだろうと推測する。

　確かめようと指先から炎ほのおを出そうとしたが、蠟ろう燭そく程度の小さな炎すら出ない。

　やはり魔ま力りょくを封じる呪印が施ほどこされた枷のようだと納得する。

　枷には鎖くさりが付いていて、ベッドの下まで続いていた。

　今いる部屋の中なら、端はしから端まで自由に行き来できそうなほどの長さだ。

　下を覗のぞき込むと、鎖はベッドの足にがっちりと巻き付いて錠じょうで固定されている。簡単には外せそうにない。

　服は着き替がえさせられたようで、締しめ付けのない黒いズボンと白い半はん袖そでのチュニックを着ていた。髪かみは緩ゆるい編み込みのままだ。

　自分は今、どういう状じょう況きょうなのだろうと彼女は考える。

　ここはエルシダ王国で、戦場で意識を手放した自分は王国の捕ほ虜りょになった。

　それは間ま違ちがいないと思うのだが、それにしてはやたらと良いい部屋にいるのだ。

　大きなベッドは分厚いマットレスでふかふかで、シーツも肌はだ掛かけも柔やわらかく気持ち良い手て触ざわりだ。ベッドの上には枕まくらの他に可愛かわいいクッションが数個置いてある。

　棚たなやチェスト、テーブルなどのいくつかの家具は何だかお高そうで、大きな布張りのソファーにはクマのぬいぐるみがちょこんと置いてあって可愛い。

　窓まど際ぎわのステンドグラスのような花か瓶びんには色とりどりの綺き麗れいな花が飾かざってあり、仄ほのかな甘い香りを放つ。

　どう見ても捕虜には不ふ釣つり合あいな部屋で、なぜ自分はこんなところにいるのだろうという疑問しかわいてこない。

　捕虜用の部屋が空いていなかったのだろうか。そもそも捕虜なんて牢ろう屋やの冷たい床ゆかに転がされているイメージしかない。自国の皇子なら間違いなくそうしている。

「何でだろ……」

　違い和わ感かんばかりの状況だけれど、考えたところで自分の置かれた立場は分からない。

　一いっ瞬しゅんで楽になれるかなと期待していたのに、それは叶かなわなかったということしか分からない。

　ぼんやり座っていると、部屋の扉とびらが開いた。

　入ってきたのは、黒いズボンに灰色のシャツというラフな格好をした金色の髪の男だ。

　腰こしには蒼あおい鞘さやに収めた剣けんを携たずさえている。

　この人がいるということは、やはりここは王国のようだ。

　男はフィオナと目が合うと、足をピタリと止めた。

「……すまない。起きていると思わなかったからノックもせず入ってしまった」

　男は開口一番、謝罪を口にした。

　彼女はこの男と敵対し幾いく度どとなく戦ってきたが、声を聞いたのは今が初めてだ。会話をしたことはなかったから。

　初めて聞いた声は聞き心ごこ地ちのよい低く色気のある声で、見た目から想像していた以上に素す敵てきな声だなぁなんて、そんな風にぼんやりと思った。

　そして彼女も彼に初めて話しかける。

「えっとね、そんなこと気にしないから大だい丈じょう夫ぶだよ。そもそも敵に気を遣つかう必要はないと思うの」

　フィオナは凜りんとした涼すずし気な容姿からは想像がつかないような、のんびりゆっくりとした口調で穏おだやかに話した。

　基本的に戦せん闘とう時じ以外はいつもぼんやりとしており、緊きん張ちょうすることも滅めっ多たにない。大たい抵ていの人は違和感を覚えるほどののんびり具合なので、目の前の男も一瞬ポカンと口を開けた。

「そうか、それなら良かった。少し不自由な思いをさせているが我が慢まんしてほしい。女性を鎖で繫つなぐなんて本当はしたくなかったのだが、今はそうするしかないんだ。すまないな」

　男はまた謝罪を口にした。なぜ捕虜にこんなにも気を遣うのだろう。フィオナはおかしくなって、口に手を当ててクスッと笑った。

「どうした？　何かおかしかったか？」

「うん、だって私のこともっと雑に扱っていいはずなのに、すっごく丁てい寧ねいだからおかしくて」

「そうか……」

　おかしいけれど、何だかくすぐったくなる初めての経験だ。自国ではこんなに大切に扱われたことがなかったから。

　帝てい国こくの皇子は、女は自分の世話を焼き、欲を満たすだけの存在としか思っていない。

　彼女はまだギリギリ手を出されていないけれど、クズ皇子のせいで散々な人生だった。

　それなのに、捕虜になってからこんなに丁てい重ちょうな扱いを受けるだなんて思いもしなかった。自分はそのうち処しょ刑けいされるはずなのに。罪の重さからそれは免まぬがれないだろう。

　帝国では、人が処刑されることはごくありふれた身近なことだったので、彼女はもう自分が処刑されることを当然のこととして受け入れている。

　この丁重な扱いは、死にゆく者へのせめてもの情けだろうか……？

　フィオナは少し考えて、恐らくそうだろうという結論に至った。だってそれ以外に理由は考えられないから。

（どうやって殺されるんだろう……痛いかな。痛いのは嫌いやだな）

　嫌だけれど、この国に対して自身が行ってきたことを考えたら、それも仕方ない。

　諦あきらめの気持ちと共に、元げん凶きょうである皇子への憎にくしみは募つのる。

（皇子のばか。人でなし。大だい嫌きらい）

　しみじみと恨うらんだところではたと気付く。心の中で悪態をついたのに、呪印による痛みが襲おそってこないのはなぜだろう。

　疑問に思ったフィオナは服をめくり上げ、腹部にあるはずの制約の呪印を確かく認にんした。

「んなっ」

　いきなり目の前で何の躊躇ためらいもなく肌はだを露あらわにする行動にぎょっとし、男はとっさに目を逸そらした。そんな男を少しも気にすることなく、彼女は自身の腹部をじっと見ながら静かに淡たん々たんと語りかける。

「ねぇ、ここにあった呪印知らない？　黒い薔ば薇らの模様みたいなやつだったんだけど」

　男は目を逸らしながらも質問に答える。

「それならうちの呪じゅ印いん士しに解かせたぞ。どんな効力を持つものかは分からなかったが、君にとって良いものではなさそうだったからな」

「……そうなんだ」

　眠ねむっている間に、自身の心と体を縛り付けていたものがなくなっていた。大嫌いな皇子に縛り付けられていた、死ぬまで解けないはずの呪のろいだったのに。

　まさか敵国で解いてもらえるだなんて思いもせず、じわじわと喜びが溢あふれてくる。

「ありがとう、蒼い神器の剣けん士しさん」

　彼女は心から感謝して、ふんわりと微笑ほほえみながらお礼を言った。

　どうせ処刑するのだから、敵の呪印を消すだなんて、そんな無む駄だなことをする必要なんてないのに。

　この国の人間はお人ひと好よしだなと思いながらも、嬉うれしくて堪たまらない。

「気にするな。ところで君の名を聞かせてもらえるだろうか。俺はマティアスだ」

「私はフィオナよ」

「フィオナ……フィオナか。良い名だ」

　彼は少しだけ目元を和やわらげた。

　戦場ではいつも眉み間けんにシワを寄せていた男の柔らかな表情に、フィオナはキョトンとした。

「何だその顔は」

「えっとね、あなたも笑うんだなって思ったの」

「失礼だな君は」

「ごめんなさい。だって私、あなたの怖こわい顔しか見たことなかったし」

　そう言われ、マティアスは眉間にシワを寄せながら、自身の頰ほおをむにっと摑つかんだ。

（怖い顔か……）

　表情が豊かな方ではないとの自覚はあるが、怖い顔と思われていたとは心外だった。そして彼女もあまり人のことを言えた義理ではない。

「そういう君だって──」

　いつも涼しげな無表情だっただろう。そうマティアスが言いかけたところで、部屋の扉がガチャリと開いた。

「あっれー？　起きてたんすね。ノックもせずに失礼したっす」

　白いローブを身に着けた男が陽気に笑いながら部屋に入ってきた。

　長い赤髪を後ろで一ひと纏まとめにし、少し垂れぎみの茶色の瞳ひとみが優やさしげなこの男は、フィオナが戦場で意識を手放す直前、マティアスと共にいた人物だ。

「金の魔ま術じゅつ師しさん元気になったっすか？」

　男は朗ほがらかに話しかけてきた。捕虜の体調を気にする必要なんてないのになぁとぼんやりと思いながらも、フィオナは返事をする。

「うん、いっぱい寝たから元気だよ。ありがとう」

　敵意は一いっ切さい感じられない、のんびりゆっくりした口調で穏やかに話しかけられた男は、目を大きく見開いた。

「あれれ？　おかしいっす。ここは『気安く話しかけないでもらえるかしら』って虫けらを見るような目で見るか、フッと冷めたように笑って無視されるかのどっちかだと思ってたのに。びっくりっすよ。あ、オレはルークっていうっす」

「そう。私はフィオナっていうの」

　彼女は前半の主張は全て無視し、のんびりゆっくりと自己紹しょう介かいをする。
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　ルークはキョトンとした後、マティアスに駆かけ寄よって彼の肩かたをがしっと組み、彼女に背中を向けた。

「マティアスさん、なんすかあの子。イメージと違ちがうっすよ。クールで格好いいイメージが一瞬で消え去ったっす。ほわっほわでこれはこれで可愛いっすけど。むしろキュンとなっちゃってこの気持ちどうすればいいっすかね」

　ヒソヒソと小さな声で、矢や継つぎ早ばやにマティアスの耳元に訴うったえかける。

「あぁ、俺も同じことを思っていたところだ。だがお前はその気持ちは捨てろ」

「そんなぁ〜酷ひどいっすよ」

「煩うるさい」

　二人は小声でなんやかんやと話していて、フィオナはそんな二人の背中を、仲が良いなぁなんて羨うらやましく眺める。自分には友人と呼べる人間なんていないからだ。

　死ぬ前に一人くらい友達が欲ほしかったのになと、元凶である憎き皇子の悪口を心の中でひたすら呟つぶやくことにした。

　しばらくしてから、マティアスはフィオナに向き合った。

「体は大丈夫か？　医者が言うにはどこも悪くはないようだが、なかなか目を覚まさないから心配したぞ」

「えっとね、いっぱい寝てすっきりした感じかな」

　マティアスの話によると、フィオナは倒たおれてから丸一日寝ていたようだ。ルークから手て渡わたされた水を飲んでいたらお腹なかが空すいてきた。

　さすがに図ずう々ずうしいので自分からは言えないが、食事は貰もらえるのだろうかとぼんやりと薄うす目めで考える。

「食事できそうか？」

「しょくじ……」

　今まさに欲ほっしていた言葉に、彼女のお腹はきゅるるると鳴り空腹を告げた。

　ほんのちょっと恥はずかしいが、本当にほんのちょっとだけなので動じない。

「お腹は空いているみたいだな。目が覚めたらすぐに食べられるように用意はさせているが、普ふ通つうの食事はとれそうか？」

「えっとね、元気だから何でも食べられるよ。ありがとうマティアス」

　フィオナは前のめりになり、瞳を輝かがやかせた。

「……では取りに行ってくる」

　そう言いながらすぐにマティアスは部屋を出た。

「うんわ、マティアスさんがあんな表情するなんてびっくりっすよ」

「……？」

　あんな表情とはどんな表情なのか、フィオナには分からない。

　感謝を述べたら、マティアスはすぐに後ろを向いて出ていったから、表情は見えなかったのだ。

「ねぇルーク。私、捕虜なのにどうして牢屋にいないの？　処刑される日はもう決まってるのかな」

「ははっ何すか処刑って。そんなのしないっすよ」

「何で？」

「何でって……マティアスさんにまだ何も聞いてないんすね。後で聞くといいっすよ」

　ルークは頭の後ろで腕うでを組みながら、けらけらと笑っている。

　処刑されない。そんなわけはないだろうと彼女は思う。自分は敵国の人間なのだから。

　今まで幾度となく攻せめ入いって、この国の者たちを攻こう撃げきしてきた。命を奪うばうことはしなかったけれど、酷いことを散々してきたのだ。

　この国の国王は平和主義者で争い事を嫌きらうと聞いていたが、敵といえども処刑しないのだろうか。それとも人知れずこっそりとするのかもしれない。

　だけどここでは死ぬ直前まで人間らしく生きさせてもらえそうな感じがして、痛くて苦しくないよう楽に死なせてくれそうだと期待を抱いだく。最さい期ごくらいは楽に逝ゆきたいのだ。

　数年間、道具のように扱われてきて、ここ数ヶ月は特に散々だったから。

「そう言えば、戦ってる最中に急に倒れてびっくりしたっすよ。何かあったんすか？　マティアスさんのせいっすか？」

「えっとね、マティアスのせいではないけど、ちょっとだけマティアスのせいかな。あの時すっごく眠かったの。あと少しで帰って寝られるって思ったのに、マティアスが来ちゃったから、もう良いやって諦めたの」

「はぁ？　何すかそれ」

　何すかと言われてもフィオナは困る。事実なのだからしょうがない。

　彼女はここ最近、寝る間もなく働き続けてきたことを話した。

　皇子にボロ雑ぞう巾きんの如ごとくこき使われ、夜中でも関係なしに駆り出され戦い続けてきたと。

「はぁー、帝国の皇子バカっすね。貴重な神器使いの扱いが酷いにもほどがあるっす。それで連れ去られて奪われてるんすからザマァないっすね」

「そうだよね。ばか皇子ざまぁみろって私も思うの」

　よく使える便利な駒こまをなくしたのだから、今いま頃ごろはくやしがっているに違いない。そう思うとフィオナの心はほっこりとなった。

　エロ皇子ざまぁみろ。ばか。大だい嫌きらい。心の中で何度も呟く。呪印による痛みが襲ってこないので、呟き放題で幸せだ。

「皇子のこと嫌いなんすね。それじゃ帝国に帰りたいって気持ちはないっすか？」

「……え？」

　帰りたい？　なぜそんなことを聞くのだろう。まさか帰されるなんてことは……なくもないかもしれない。神器である金の腕うで輪わさえ奪えば、自分はさほど脅きょう威いではないだろうから。そして腕輪を所持していない自分には価値はないから、どうせ帝国で殺される。そう、結果としては同じなのだ。王国はできるだけ自分たちの手を汚よごさなくて済むようにしたいだろう。

　帝国に帰されたら、数日にわたってこれでもかと苦痛を与あたえられた上で、惨むごたらしく殺されるはず。死を受け入れているフィオナでも、さすがにそれだけは勘かん弁べん願いたい。

「帝国に帰されるくらいなら、この国でささっと迅じん速そくに処刑されたいの。それでお願いできないかな」

　フィオナは少しだけ顔に焦あせりを見せた。

「ははっ、だから処刑なんてしないっすから。帰りたくないんすね。了りょう解かいっす」

　ルークは彼女が本気で死を受け入れているなんて露つゆほども思わず、そんな発言をしてしまうくらい帝国のことが嫌いなのだなと解かい釈しゃくした。

　その後はもうその話題には触ふれることなく、何だかんだ二人で楽しく話していると、マティアスが食事を持って戻もどってきた。

「待たせたな」

「ううん、全然。ありがとう」

　マティアスは、ベッド横のテーブルに食事を載のせたトレーを置いた。

　トレーの上にはパン、スープ、肉と野菜の煮に込こみ、果物が載っていた。スープと煮込みからはホカホカと白い湯気が立っている。

「足りなかったら追加を持ってくるから言ってくれ」

　そう声をかけるが、フィオナの耳にはマティアスの言葉は入ってこない。

　食事を前に目を輝かせ、感動しているからだ。

「わぁ、白いパンだ……スープの野菜が透すき通とおってる……ちゃんとしたお肉に果物なんていつぶりだろ……」

　ぶつぶつと呟く。

　本当にこれを食べて良いのだろうか。自分は敵国の人間なのに。

　さすがに待たい遇ぐうが良すぎて、毒や自じ白はく剤ざいが混ざっているかもしれないとの考えも頭をよぎった。優しくして油断させて、帝国の情報を聞き出すことが目的なんてことは有り得る。

　だけどフィオナにとって、そんなことはどうでもいいことだ。美味おいしいものを食べてから死ねるなんて幸せだし、帝国への忠誠心なんてものは端はなから持ち合わせていないから。

「いただきます」

　まずは見た目からして柔らかそうなパンを手に取った。力を入れずともぱかりと割れてほわほわと湯気が立つ。

　すごい。簡単に割れたと感動しながら小さくちぎって口に入れた。久しぶりの柔らかなパンだ。顎あごが疲つかれない。すぐに飲み込める。フィオナはじーんとした。

　その様子をマティアスは怪け訝げんな顔でじっと見る。

「どういうことだ？　君は帝国一の魔術師として、それなりの地位と報ほう酬しゅうを得ていたのではないのか。今の物言いだとまるで、食べ物すら満足に与えてもらっていなかったように聞こえたぞ」

　フィオナはもぐもぐごっくんとしながら、報酬？　何だそれはと目を細める。そんなもの、彼女はお目にかかったことがない。

「報酬なんてもらったことないよ。宮きゅう殿でんの片かた隅すみに住んでたから最低限の衣食住は保証されてたけど、それだけ。だけど食事は一年半前からは、クズ野菜のスープや残り物のカチカチなパンとかばっかりになっちゃって。量はそれなりにあったから、お腹が空くことはなかったけど」

　そう言って、また小さくちぎったパンを口に放り込む。ほんのりと甘くて香こうばしくて、いくらでも食べられそうな美味しさだ。

「はぁ？　何でそんな扱いなんすか」

　もぐもぐごっくんとして、眉まゆ尻じりを下げながら心当たりを話す。

「エロ皇子の夜の相手を断ったからだと思うの。次の日からあからさまに粗そ末まつな食事になったんだよ」

　そう言って黄こ金がね色いろのスープをスプーンですくいあげ一口飲んだ。美味しくて口元が緩む。野菜だけでなく肉の旨うま味みもあるスープなんて久しぶりに口にしたから。

「なるほど。君は、そのだな、帝国に心を通わせた相手はいるのか？」

「そんな人いないよ。恋こいしてる暇ひまがあったら寝ていたと思う」

「……そうか」

　マティアスはあからさまにホッとした表情を見せたが、彼女は目の前の煮込み料理の柔らかそうな肉の塊かたまりに釘くぎ付づけなので気付いていない。

　マティアスとルークは食事の邪じゃ魔まをしないよう、しばらく話しかけないことにした。

　その間、ルークは彼女が倒れた経けい緯いをマティアスに伝えた。

　二人は話をしながら、一口一口しっかりと味わうように食べるフィオナをじっと見つめる。果物まで綺麗に食べきり、水を飲んでほうっと幸せそうに息を吐はくところまでしっかりと見届けた。

「ごちそうさまでした。すっごく美味しかった」

「足りたのか？　いくらでも追加を持ってくるから遠えん慮りょなく言うんだぞ」

「ありがとうマティアス。もうお腹いっぱいだから大丈夫だよ。……そうだ、あのね、私の呪印を消してくれた人にお礼を言いたいんだけど、無理かな？」

　少し遠慮がちに尋たずねる。自分はここに繫がれていて動けないから、相手がここを訪ねてこないとお礼は言えないのだ。だけど来てほしいなどと図々しいことを口にするのは気が引ける。

　そう思っていたら、ルークが自身の顔の横でビシッと右手を上げた。

「それならオレっすよー。呪印士であるオレが解いたっす。もちろん見つけたのは君の服を着替えさせた女性なんで、オレが体の隅すみ々ずみまでチェックしたわけじゃないっすからね。解く時も呪印がある範はん囲いしか肌を見てないっすから」

　彼はニカッと笑い、上げていた手でピースする。

「そう。ありがとうルーク、あのクズ皇子から解き放ってくれて。心おきなくあの人の悪口を呟けるようになって、本当に清すが々すがしい気分なの」

「何すかそれ？　あの呪印は誰だれかに隷れい属ぞくして、命令を聞く以外の効力があったんすか？」

「えっとね……」

　フィオナは呪印について説明を始める。

　彼女の腹部に施されていた呪印の効力は、主君に絶対服従し、命令に逆らい続けると命を落とすというもの。それは行動だけでなく精神をも縛る呪いで、悪意を口にしたり心の中で呟いたりしてもいけないという徹てっ底ていぶりだ。

　反はん抗こう心しんを強く抱くだけで呪いが発動し、強い痛みと共に呪いの棘とげが体内を侵しん蝕しょくしていく。

「心の中で悪態をつくだけで襲ってくる痛みにはうんざりしてたの。だからありがとう」

「はぁー……反抗心を抱くだけで発動するなんて辛つらすぎっすね。そんな強力な呪いを編み出して体に直接刻むなんて、帝国の人間まじ最低っす」

　ルークは眉まゆをひそめた。帝国では、人を無理やり従わせるための呪印が盛さかんに編み出されているとは聞いていたが、心までをも縛り付けるだなんて非道にも程ほどがある。

「しかしそんなものを施されていたのに、よく夜の相手を断れたな。その時はまだ呪印はなかったのか？」

「ううん、あったよ。だけど死んでもいいやって思って反抗したんだ。あんな人と肌を重ねるくらいなら死んだ方がマシだもん」

「そうか……」

　マティアスは顔をしかめ、喜んでいいのかいけないのか分からない複雑な心境でいた。

「皇子は要求を取り下げたからギリギリ死ななかったの」

「さすがに欲望がまかり通らなかったからって、神器の使い手を失うような馬鹿な真ま似ねはしないっすよね」

「そうだね。そうじゃなかったらとっくに死んでると思う」

　フィオナは白銀の枷がはめられた自身の手首をじっと見た。本来ならば、そこには神器である金色の腕輪があったのだ。

　その様子を見ながら、マティアスはある決意を固め、そしてすぐに実行に移した。

「その鎖は今は必要ないから外そう」

　彼女に近づきながらポケットから鍵かぎを取り出す。

「え？　ちょ、マティアスさん、それってまだ許可が……」

「大丈夫だ。問題ない」

　マティアスは威い圧あつを込こめてルークを一ひと睨にらみした。

「……あー、はいはい。もう好きにしてください」

　ルークは呆あきれ顔がおで投げやりに言葉を放つ。呆れてはいるが、彼も鎖を外しても問題なさそうだと思っていたので、もう何も言わないことにした。

　彼女は害のない人間にしか見えない。そしてもし害を及およぼそうとしても、魔力を封じられている今の状態なら、自分たちで簡単に対処できるから。

　マティアスはそっと彼女の手を取り、枷から鎖をガチャリと外す。

　急に自由になった自身の手首を触さわりながら、フィオナは首を傾かしげる。

「繫いでおかなくていいの？」

「今はな。俺とルークのどちらかが近くにいる時は問題ない。君がよからぬ行動を起こそうとしても、すぐに対処できるからな」

「そうそう。その腕輪、魔力を封じてるだけじゃないっすからね。何かしようとしても、瞬しゅん時じに無力化させちゃうんで、そのつもりでいてほしいっす」

「うん、分かった」

　こくりと頷うなずいてからコップの水を一口飲んだ。そしてぶるりと体を震ふるわせる。

「あのね、トイレに行くくらいは自由にしてもいいのかな？」

「……もちろんだ。そこの茶色の扉の先にある」

「ありがとう」

　フィオナはゆっくりと立ち上がり、マティアスが指差した扉へと向かって中に入った。

　部屋から彼女がいなくなると、しばしの沈ちん黙もくの後、二人は示し合わせたわけでもないのに同時に大きく溜ため息いきを吐ついた。

「何すかあの子。めっちゃ不ふ憫びんっす」

「ああ。何かしらの枷を背負っているとは思っていたが、あんな扱いを受けていたとは……」

「帝国アホっすね。神器の使い手を何だと思ってるんだか」

　一国に一人いるかいないかという神器の使い手は、本来ならば丁重に扱われるべき存在だ。神器が有する不思議な力は各おの々おの異なれど、その力は強大で国にもたらす影えい響きょうは計り知れない。そのため神器の使い手は、国によっては王と同程度の権力を持つほどの存在になり得る。

「陛下に伝えないとな。話を聞く限りでは、彼女は帝国に忠誠心はなさそうだ」

「皇子のことは心の底から嫌ってる感じっすしね。バカだのクズだの散々な言いようっすから」

　ルークはけらけらと楽しそうに笑い、マティアスも口元に少しだけ笑えみを浮うかべた。

　彼女が皇子の相手を断ったこと、想おもい人がいないことに心からホッとしている。

　彼はフィオナが目の前で倒れていなくても、ここに連れてくるつもりでいたからだ。




　トイレを済ませたフィオナは部屋に戻り、ベッドにちょこんと腰かけた。

「それじゃオレは仕事に戻るっす」

　ルークはついでに片付けてくるからと、空いた食器を載せたトレーを持ち、部屋から出ていった。

「さて、君のことをもう少し詳くわしく聞かせてもらっても良いだろうか」

　ずっと立っていたマティアスはベッド横の椅い子すに座り、フィオナに向き合う。

「なにを話せばいいの？」

「そうだな。君が神器に選ばれたところから聞かせてもらおうか」

「それだと十二年前からだから、話長くなっちゃうよ」

「長くてかまわないから、聞かせてもらえるか」

「うん、分かった」




　フィオナは六歳の頃ころからの話を始めた。

　彼女の生まれた国、ガルジュード帝国は三つの神器を所持している。

　その中の一つが、装着した人間の魔力量を無む尽じん蔵ぞうにすると言われている金色の腕輪だ。

　神器とは古来存在し、神々が造り出したものだと言われている。

　世界中に散らばっており、各国それぞれ数個は所持しているが、どの国も国家機密として情報を秘ひ匿とくしている。

　神器は存在自体が謎なぞに包まれており、選ばれた人間にしか扱うことができないもの。

　使い手は滅多に存在せず、金色の腕輪も二百年以上使い手がいなかった。

　帝国では年に一度、国中の六歳の子どもが中央神しん殿でんに集められる。一人ずつ順に三つの神器に触れていき、扱える者がいないかを確認する儀ぎ式しきが行われるのだ。

　フィオナも六歳になった年に両親に連れられて神殿に赴おもむいた。

　さっと触れた者からすぐに帰れる簡単な儀式だ。田舎いなかから帝てい都とまで出てきた彼女は、これが済んだら町を観光するのだと楽しみにしていた。

　長時間待ち、ようやく自分の順番が回ってきた。光こう沢たくのある黒い机には赤い布が敷しかれており、その上に三つの神器が並んでいた。

　やっと遊びに行けると軽い気持ちで、漆しっ黒こくの楯たて、赤い横笛と順にそっと触れていき、最後の一つが金の腕輪だった。

　瞬しゅん間かん、腕輪は金色の光を放った。彼女を持ち主と認めたのだ。

　瞬またたく間まに宮殿へと連れていかれ、皇子を主君とする隷属の契けい約やくを結ぶこととなった。

　本当は皇こう帝ていと契約を結ぶ予定だったらしいが、彼女を目にした皇子が自分が結ぶと言って聞かなかったようだ。

　フィオナは嫌だった。艶つややかな黒くろ髪かみにルビーのような赤い瞳を持つ目の前の皇子は、見た目こそ整っているが、何だかいやらしい目をしていて気持ちが悪い。

　生理的に受け付けなかった。それならまだ皇帝の方がマシなのに。しかし高貴な人間からの申し出を断れるはずもなく、渋しぶ々しぶ彼を主君とする呪印をその身に刻んだ。

　その日から魔ま術じゅつ師しとして帝国のために尽つくす人生が始まった。

　無尽蔵の魔力があれば、魔力量の多い者ですら一日に一度が限界の特大魔術を際限なく放てるようになる。彼女は一つの軍を一人で相手にできるほどの力を手に入れてしまったのだ。

　しかし魔術を自在に扱えなくては話にならない。大量の魔術書の暗記を言い渡され、講師に厳しく指導されながら魔力操作の訓練をすることになった。

　宮殿の片隅にある、古いベッドと最低限の家具しかない部屋に一人で住むことになり、家族とは引ひき離はなされてしまった。

　月に一度の両親との面会だけを楽しみに、フィオナは魔術を学び続ける。

　外に自由に出ることさえ許されず、朝から晩まで魔術の習得に励はげむ。

　貴重な休きゅう憩けい時間はいつも皇子に呼び出され、ティータイムに付き合わされた。

　いつも綺麗な女性に囲まれているのに、なぜ自分を呼ぶのだろうと疑問に思ったが、皇子の命令は絶対なので渋々応じていた。

　高貴な人間は日ひ頃ごろ庶しょ民みんと関わることなんてないだろうから、どうせ暇つぶしだろう。

　すぐに飽あきて呼ばれなくなるだろうと思っていたのに、それはいつまでも続いた。

　部屋で学ぶか苦手な皇子の話し相手をするかという、辛くてつまらない毎日を送る。

　独どく占せん欲よくの強い皇子は、自分は数々の女性を侍はべらせているくせに、フィオナには友人を作ることや若い異性と接することを禁じていた。

　何となく苦手に思っていた皇子のことを、心の底から嫌いになるのにそう日数はかからなかった。

　意地悪。大嫌い。心の中で悪態をつくと、腹部の呪印から強い痛みが襲ってきた。

　嫌いなのに心の中で嫌いだと呟けない。心を押おし殺ころすため、皇子とはとにかく淡々と接することに努め、ティータイムでは茶ちゃ菓が子しだけを楽しむことにした。

　数年経たち、自由自在に魔術を扱えるようになってからは、任務を与えられるようになった。主に魔ま物ものの討とう伐ばつだ。放っておいたら瘴しょう気きから次々と生まれ、人類を脅おびやかす存在である魔物を討伐することが、魔術師や騎き士しの主な任務だ。

　だけどせっかくの無尽蔵の魔力、使わなければ勿もっ体たいないと言わんばかりに、フィオナは土地の開かい拓たくなどにも駆り出された。

　彼女が扱う特大の魔術は重宝され、毎日毎日どこかしらに駆り出されていった。

　彼女の身に刻まれた呪印の主君は皇子だが、任務を言い渡すのは国の最高権力者である皇帝だった。

　膨ぼう大だいな量の任務をこなしながら、空いた時間は皇子の暇ひまつぶしの相手をさせられるという辛くてつまらない毎日を送る。

　皇子はなかなか自分の相手に飽きてくれない。もしかしたら庶民に嫌がらせをするという遊びを楽しんでいるのかもしれないと思うようになった。

　休憩時間に毎回来るようにと命じられて、仕方なく皇子の部屋に足を運んでいるのに、女性とお楽しみ中だったなんてことはしょっちゅうだから。

　こんなの嫌がらせ以外の何物でもない。いつまでこんな悪あく趣しゅ味みに付き合わされないといけないのだろうか。

　……最低。エロ皇子、大嫌い。

　幾度となく情事を目もく撃げきさせられ、心の中で悪態をついて強い痛みに襲われて。そんな日々はとても辛かったけれど、自分が誘さそわれないだけまだマシだなと思っていた。

　しかし十六歳のとある日の夜、ついに彼女は皇子の寝しん室しつへと呼ばれてしまった。そこで体の関係を持つよう命令を受ける。

　こんな男に抱だかれるなんてとんでもない。絶対に嫌だ。断ったフィオナは呪印によって凄すさまじい痛みに襲われる。それでも頑かたくなに断り続けていると、大量の血を吐いた。

　倒れて命が尽きる寸前にまで陥おちいる。

　皇子は焦って命令を取り消し、治ち癒ゆ士しを呼んで彼女を癒いやさせた。

　フィオナは体が癒いえるとふらりと立ち上がり、皇子の顔を見ることなく無言でさっさと退室し、自室に戻って寝た。

　そして翌日から、嫌がらせのように粗末な食事しか与えられなくなったのだ。

　数少ない日々の楽しみがなくなってしまった。

　エロ皇子のばか。意地悪、人でなし、全部大っ嫌い。心の中で呟くだけで襲ってくる痛みにもうんざりだ。

　月に一度会える両親との一時だけを心の支えにして過ごした。

　十七歳になると、ある日を境に急に国外での任務を言い渡されるようになった。

　他国の資源を略りゃく奪だつするため、邪魔をしてくる騎士や魔術師を退けろという任務だ。

『敵は全て皆みな殺ごろしにしろ』だなんて言われても、首を横に振ふり拒きょ絶ぜつした。

　そんなことは絶対にするもんかと反発する。

　呪いが発動し体に激痛が走っても、口から血を吐いても、首を縦に振ることはしなかった。床に大きな血ち溜だまりができたところで、皇子は命令を取り消した。

　またしてもフィオナの命は尽きる寸前まで陥る。

『なぜ命令を聞かない。死にたくないだろう』と言われ、『人殺しになるくらいなら死んだ方がマシです』と淡々と答えた。

　諦めた皇子は渋々、『敵は全て退けろ』という命令に変えたので、それにはおとなしく従うことにした。

　十八歳を目前にしたある日、彼女は唐とう突とつに心の支えをなくしてしまう。

　両親が宮殿に向かう途と中ちゅうで暴漢に襲われ、命を落としてしまったのだ。

　心にぽっかりと穴が空いた。それでも毎日与えられた務めを果たす。

　自分は何のために生きているのだろう。なぜ戦っているのだろう。

　生きるために命令を聞いているけれど、なぜ生きているのだろう。分からない。

　分からないけれど何日もずっと寝不足で、考える気力すらなくて。もういろいろと疲れてしまい、何もかもがどうでもいい。

　だけど皇子の『敵を全て退けてこい。任務を終えたら必ず帰ってくるんだ』という命令を受けて、いつものように戦場に降り立った。

　そこでマティアスが立ちはだかり、もういいや、楽になりたいと願い、生きることを諦めたのだ。




「その場で真っ二つにしてもらおうと思ってたのに、こうしてまだ生きてて、あなたとこうやって話をしているなんて不思議な気分なの」

「……そうか」

　静かに話を聞き続けていたマティアスの眉間には、かつてないほどの深いシワが寄っている。険しい表情をしながらも、彼は優しく問いかける。

「何か望みはあるか？　行動に制限はつくが、ある程度のことなら聞こう」

「望み？」

「ああ、今したいことでもいい」

　なぜか唐突に望みを聞かれて、フィオナは顎に手を当てて考える。捕虜に望みを聞くだなんて、この人は聖人か何かだろうか。先ほどからひたすら優しいし。

　よく分からない状況だが、せっかくの申し出なので望みを言ってみることにした。

「えっと、それじゃあね、シャワーを浴びたいんだけど……いいかな？」

　寝ね汗あせでじっとりとしていて気持ち悪く感じていたのだ。図々しいと思いつつも、今一番したいと思ったことを素す直なおに言ってみたが、マティアスは複雑そうな表情を浮かべたので、あぁダメそうだなとフィオナは一瞬諦めた。

「そんなことならもちろん構わない。だが条件があってな……君を鎖から解き放っている間は、俺かルークのどちらかができるだけ近くで待機していないとダメなんだ。つまりだな、君がシャワーを浴びている間、俺はこの部屋で待機することになる。不快に思うだろうが我慢してもらえるか」

「うん。それは当たり前だと思うし、そうだと思っていたから大丈夫だよ」

「そうか。着き替がえはそこの引き出しに入っていると思うのだが……」

　コンコンッ

「入ってもいいかしら？」

　話している途中で不意にノックの音が響ひびき、落ち着いた女性の声が聞こえてきた。

「どうぞ」

　フィオナの了りょう承しょうを聞き届けてすぐに部屋に入ってきたのは、栗くり色いろのボブヘアーの女性。

　深緑色のローブを身に着けた、大人の色気が漂ただよう二十代後半ほどに見える魔術師だ。

「目を覚ましたって聞いたから来ちゃった。こんにちは金の魔術師さん」

　女性は赤い口紅で鮮あざやかに彩いろどられた口元に軽く笑みを浮かべ、フィオナに話しかけた。

「こんにちは。お姉さんとは何度か会ったことがありますね」

　ゆっくりと挨あい拶さつを返すと、女性は不自然すぎるほどの美しい笑みを顔に貼はり付ける。

「ふふふ、そうよ。いつもあなたにこっぴどくやられて散々だった、第一魔術師団、団長のレイラよ、よろしくね」

　優しげな声なのに、言葉の端はし々ばしに棘を感じる。

　やっぱりそうか、そうだと思ったと、フィオナはちょっとだけ気まずくなった。

　だけどここは敵国なのだから、自分は嫌われていて当然だ。それは仕方ないことだとすぐに気持ちを切り替え、いつものようにのんびりした口調のまま自己紹介をする。

「その節はご迷めい惑わくをおかけしてすみませんでした。私はフィオナって言います」

　そう言ってペコリと頭を下げると、レイラの顔からは笑みが消える。レイラはマティアスの腕をぐいっと引っ張り、フィオナに背を向けてヒソヒソと話をしだした。

「ねぇ、なにこの子。思っていたイメージと全然違うんだけど。いつもの凛りんとした姿の欠片かけらもないじゃないの」

「あぁ、これが素のようだ」

「そうなのね……日頃の恨みをこれでもかとぶつけてやるつもりだったのに、気が削そがれちゃったわ。どうしてくれるのよ」

「知らん」

　フィオナは二人があれこれ言い合っている後ろ姿を見ながら、ここの人たちは皆みんな仲がいいんだなぁと、また羨ましく思った。

「あら、シャワーを浴びるところだったのね。着替えはここに入れてあるはずよ」

　レイラはマティアスに不満をぶつけることをやめ、チェストの前に移動して引き出しを開けて、中をゴソゴソしだした。

「はい、これ使って。タオルは脱だつ衣い所じょにあるからね」

「ありがとう、レイラさん」

　フィオナは着替え一式を受け取るとふんわりと微笑み、脱衣所へと向かった。

「……何とも言えない空気感を持った子ね」

　レイラはポツリと呟いた。




　フィオナは脱衣所のタオルを確認すると、服を脱ぬぎ髪をほどいて浴室に入った。

　魔ま石せきが埋うめ込まれた蛇じゃ口ぐちをひねると、温かいお湯のシャワーが出てきたので存分に堪たん能のうする。浴室に置いてある石せっ鹼けんは使っていいのだろうと判断し、ありがたく使わせてもらった。髪と体を泡あわでしっかりと洗い、シャワーでスッキリと流し終える。

　長い髪の水分をぎゅっぎゅっと絞しぼり、浴室から出てタオルで体を拭ふきながらふと思った。この髪、邪魔だなぁ、と。

　先ほど受け取った着替えである下着と半袖の膝ひざ丈たけワンピースを着ると、タオルで髪の水分を拭き取りながら部屋に戻る。

　マティアスの前までやって来ると、フィオナは髪を後ろで高く持ち上げながら言った。

「ねぇマティアス、お願いがあるの。ここからバッサリと切り落としてくれないかな」

「……は？」

　マティアスは色っぽいうなじに一時釘付けになったが、コホンと咳せき払ばらいを一つし、気を取り直して言葉を返した。

「なぜ切り落とすんだ？」

「邪魔だから。今は魔力を使えないからさっと乾かわかせないし、もともと皇子の命令で伸のばしていただけだから、もう必要ないの」

「いや、しかし……」

　眉間にシワを寄せて言い淀よどむマティアスに、レイラは反対の意を感じ取った。

　いつもなら相手のことなどお構いなしに、言いたいことをズバズバ言うくせに、何だその煮え切らない返事は。イラッとしながら割って入ることにした。

「何言ってんの。勿体ないでしょ」

　マティアスをぐいっと押し退のけると、レイラはフィオナの髪に両手で触れ、髪全体を優しい風でふんわりと包みこむ。そうして数秒でしっかりと乾かし終えた。

「自分で乾かせないなら魔道具を使えばいいだけでしょ。後で持ってきてあげるから。ほらマティアス、あなたも言いたいことがあるならはっきりと言いなさい」

　レイラは青い目をつり上げて、マティアスの顔を下から覗き込む。

「……そうだな」

　マティアスはフィオナに向き合った。いつも後ろで編み込まれていた空色の髪をさらりと下ろす姿に一瞬見とれたが、すぐに気持ちを切り替えて少しぶっきらぼうに告げる。

「綺麗だから勿体ないと思う。だから切るのはなしだ」

「……そう」

　フィオナは少しだけ胸がどきっとした。帝国の皇子以外の男性から褒ほめられたのは初めての経験だ。皇子から容姿を褒められても、不快感しか抱いたことがなかったのに、今はすごく嬉しいという新しん鮮せんな感情を抱いている。

　だけどすぐにあることに思い至った。

「でもどうせ処刑されるんだし、バッサリ切ってすっきりしてもいいよね……」

「「はぁ？」」

　マティアスとレイラは同時に声をあげて、眉をひそめた。

「処刑って何の話だ？」

「え。何って私の話だよ。処刑されるんでしょ」

「何でそうなる？」

「何でって……」

　敵国の人間なのだから、それが普通なのでは。首を傾げて淡々と問いかける。

「……ねぇ、あなたまだ何も説明していないの？」

「あー……目が覚めたらすぐに、納得してもらえるまで説明するつもりでいたのだが」

　予想外のぼんやり具合と可愛さに言葉を失い、ようやく名前を知れて感動し、食事を提供したり彼女の話を聞いたり、シャワーを浴びてもらったり。

　何だかんだで、まだ何も説明していないことを思い出した。

　フィオナからもそういった質問はなかったので、完全に忘れていたのだが、彼女は自分が処刑されるものだと考えているなんて、思いもしなかった。

　レイラにだけ聞こえるように耳打ちすると、彼女は呆れて眉をつり上げた。

「あなた、きちんと説明しておきなさいよ！」

　何度か念押しして、彼女は部屋を出ていった。

　口うるさい人間が去り静かになった。

　彼は若じゃっ干かん疲れた顔をして長い溜め息を一つ吐く。そしてフィオナをソファーに座らせ、自身は椅子に腰こしかけて今の状況を説明し始めた。

「君は処刑されない。処しょ罰ばつもされない。これは確実だ」

「そうなんだ……すごいね」

　帝国では、ちょっとした失敗でもすぐに罰を与えられ、皇帝や皇子の機き嫌げんを大きく損そこねて処刑されるのは当たり前。最近あの人見ないなぁ、なんて思うことなどしょっちゅうだったので、フィオナは少し驚おどろいた。

　マティアスは説明を続ける。この国では敵国の人間を捕とらえることはまずないのだが、強大な敵であるフィオナが目の前で倒れたため、今後のことを考えて一いっ旦たん連れ帰ることにしたのだと。

　彼女は敵として幾度となく攻撃を仕し掛かけてきたが、誰一人として殺していない。この国では快楽殺人や大量殺人でも犯おかさない限り、処刑されることはまずない。

　そして彼女は貴重な神器の使い手である。処罰したり、腕輪を奪って帝国に帰したりするよりも、彼女ごと国に取り込む方が有意義だと判断された。

　そのためには、この国を裏切らないという忠誠心を示さないといけない。一旦魔力を封じ行動を制限し、彼女を今後どのように扱うかはこれから審しん議ぎしていくところだと言う。

「帝国に未練がないのなら、この国の魔術師になってほしい」

「えっと、つまりこの国の魔術師として生きていくには、私はまた誰かと呪印による契約を結ばないといけないってことだよね……」

　忠誠心なんて上辺だけならどうとでも取り繕つくろえるのだから、呪印で縛るのが一番手っ取り早くて確実だ。彼女は敵だったのだから、そうなるのは確実だろう。

（どうしよう。また誰かの支配下に置かれて縛られるのは嫌だな）

　それならもう生きていけなくていいやと思ってしまった。

　しかし彼女の言葉は、マティアスによってバッサリと否定される。

「そう言い出した奴やつもいたが俺が却きゃっ下かした。しばらくはルークが呪印を施した手て枷かせの装着だけで済むよう話を進めている。というかそう決定させた。まだウダウダ言う奴やつ等らも出てくるだろうが、全てねじ伏ふせるから問題ない」

「ねじ伏せ……あのさ、マティアスって、もしかしてすごく偉えらい人？」

　そんな話し合いの場なんて、お偉いさんばかりが集まっているイメージだ。それをねじ伏せるだなんて、よっぽどの権力者でないと無理ではなかろうか。

「そうだな。血筋的には高位の方だ。その上神器の使い手でもあるから、王に次ぐ権力が与えられている。だからまぁ、偉いといえば偉い」

　何てことだ。目の前の男は、国を統すべる者の次に偉い権力者だと判明した。

　彼女は今いま更さらながら態度を改めることにし、背筋をピンと伸ばした。

「そうでしたか……えっと、マティアス様って呼んだ方がいいですか？」

　フィオナが急にかしこまりだしたので、彼は顔をしかめて不快感を露あらわにする。

「やめてくれ。ルークたちの態度を見たら分かるだろう。俺はたいして敬われていない」

「……そういえばそうだね」

　ルークの態度は、フィオナに対してもマティアスに対しても変わりなかった。

　レイラなんて、むしろ彼女の方が偉い立場にあるのかなと思ったほどだ。

　フィオナはかしこまるのを秒でやめた。

「君がこの国に害を及ぼす存在でないと認められるまでは、自由は与えてやれないが、できるだけ早く認めさせるつもりではいる。それまでは気楽に過ごしてくれて構わない」

　目の前の男は、強い権力を持っているとは思えないほど自分に気を遣ってくる。

　なぜだろう。彼女は不思議に思い、そしておかしくなってきた。

　口に手を当ててクスクスと笑う様子にマティアスは表情を和らげ、しばらく黙だまったまま愛いとしそうに眺めていた。

「さてと、何か望みはあるか。何でも言ってくれ」

「それならもうさっき聞いてもらったよ」

　シャワーを浴びさせてもらい、さっぱりすっきりした。その前は美味しい食事をいただいたから、お腹も満たされている。

「あんなのは望みの内に入らない」

「えー……そう言われても……」

　恐きょう縮しゅくすぎてこれ以上望みなんて言えない。なぜこんなにも良くしてくれるのだろう。

（……あ、そっか。同情してくれてるんだ）

　帝国で受けていた扱いに同情してくれたから、彼は唐突に望みはないかと聞いてくれたのだと思い至る。

　フィオナは困ってしまった。正直言って、欲しいものや行きたいところ、やりたいことなどはいくらでもある。ずっと娯ご楽らくのない生活を送ってきたから。

　だけど自分は捕虜という立場。素直に願望を伝えるのはさすがに気が引けてしまう。

「何もないよ。こんなに素敵な部屋で過ごさせてもらって、美味しい食事をいただいて。皆みんな優やさしくしてくれるし。すっごく満足してるから、これ以上望みなんてないよ」

　半分噓うそだけど半分本当のことだ。望みなんて聞いてもらわなくても、もう十分なのだ。

「そうか。それなら食事の好みを聞かせてもらおうか」

「え？　……えっとね、何でも好きだよ。食べたことがないものは分かんないけど」

「好き嫌いはないのか？」

「ないよ」

　フィオナはきっぱりと言い放つ。だけどこれは噓だ。

　本当のことを言ったら、この人は対応してくれるのだろうなと思ったから、あえて言わないことにした。これ以上手を煩わずらわせたくはないのだ。

　マティアスは腕を組みながら考え込んだ。

（遠慮してるよな……）

　フィオナと口を利きいたのは今日が初めてで、まだ彼女の人となりははっきりとは分からない。だけど人を傷付けることを嫌い、他人を気き遣づかえる心根の優しい女性ということは以前から知っている。

　敵国に捕つかまった割にはどこまでもぼんやりとしていて、全く動じずマイペースなのに、気を遣って遠慮がちになっている様子が感じ取れる。

　しつこく聞いたところで、彼女は望みを言わないだろうと彼は判断した。

「分かった。それでは俺はこれから用事があるから失礼する。鎖を繫がせてもらえるか」

「うん」

　すぐに両手をスッと前に出すと、彼は『すまない』と一言言って枷と鎖を繫ぎ、ガチャンと錠をかける。そして部屋から出ていった。




「……優しい人だな」

　部屋で一人になったフィオナは、ぼそっと呟いた。

　一年ほど前から戦場で顔を合わせるようになり、幾度となく戦ってきた相手なのに、なぜ優しくしてくれるのだろう。

　彼はいつも眉間にシワを寄せていて、少しでも気を抜ぬいたら真っ二つに斬きられそうな威圧感があって怖かった。だけど話してみると少しも怖くなくて。ただひたすらに優しい。

「よく分かんないけど、皆いい人ばかりだな……」

　ほんわかした温かい気持ちに包まれる。自国で受けていた扱いとの差に戸と惑まどいながらも、今日だけで一生分の優しさに触れたような気分になった。

　自分に優しくしてくれたのなんて、両親だけだったから。

「お母さん……」

　もう一生会うことのできない、記き憶おくの中の母を思い浮かべる。

『フィオナ、ちゃんと食べてんの？　辛かったら言うのよ。母さんが皇帝にガツンと言ってあげるからね』

　ちょっと口うるさいけれど、会うたびに自分を気にかけてくれた。

　辛いだなんて本当のことを言えるはずもなく、皇帝にそんなこと言ったら殺されちゃうよ、辛くないから大丈夫だよって笑って誤ご魔ま化かしたら、少し寂さびしそうな顔をした。

　父は無口だけれど、そんな母の隣となりでいつも優しく微笑んでいた。

「お父さん……」

　大好きな二人はもういない。二度と会うことはできない。そう思うと悲しくて苦しくて、涙なみだが溢れてくる。

　帝国では二人の死に向き合う時間すらまともにもらえなかった。

　二人と過ごした日々を思い出しながら、とめどなく流れる涙を拭ぬぐうこともせず、しばらくの間静かに泣いていた。

　ぽっかりと穴のあいた胸が寂しくなって、すぐ横にあったクッションを手に取り、ぎゅっと抱きしめる。可愛らしい小こ花ばな柄がらですべすべした上質な手触り。何だかお高そうなクッションに思える。

「……」

　こんなのを涙で濡ぬらしてしまうのは気が引けて、そっと横に置き直した。

　本当になぜこんなに無駄にいい部屋に自分はいるのだろうか。謎すぎる状況に悲しい気持ちが少し薄うすれてきて、膝ひざを抱かかえて丸くなる。




　少し経ってから気分転てん換かんしようと、部屋の窓を開けて外を眺めることにした。

　窓からは自然豊かな広い庭が見み渡わたせて、レンガの小道やベンチ、花か壇だん、ガゼボなどがある。青空には少しだけ雲が浮かんでいて、穏やかな風がそよそよと吹ふいている。

　そんな中、ベンチに座って休憩中の深緑色のローブを纏まとった魔術師たちや、歩いている紺こん色いろの騎士服を着た人の姿がちらほら。その様子から、今いる場所は彼らの本ほん拠きょ地ちか宿舎辺りなのだと窺うかがえる。

　真下を覗きこんで窓を一つ二つと数えていったところ、ここは建物の五階のようだ。

　少し離れたところには、王城らしき立派な白い建物がそびえ立っている。

　この国の王様はどんな人だろうか。

　争いごとが嫌いで平和主義者という噂うわさしか知らないけれど、きっとすごく良い人なんだろうなと思った。敵であった自分の今の扱いからして、それは確実だろう。

（この国の魔術師になってほしい……かぁ）

　マティアスの言葉を思い出す。もし自分がこの国に生まれていたら、どんな人生だったのかな。彼らと共に戦いながらも、休日は穏やかに過ごしたりして、楽しい日々を送っていたのだろうか。

　しばらく窓まど枠わくにもたれて外を眺めながら、ぼんやり考える。

　それから部屋の中を見て回ることにした。

　部屋の中の物は好きに使っていいとマティアスが言っていたので、何があるのだろうと確かめることにする。

　まずはすぐ横に置いてある、小さなドレッサーの引き出しを開けてみた。

「わ、なにこれ」

　引き出しの中には宝石箱があり、手に取って蓋ふたを開けると、中にはぎっしりとアクセサリーが入っていた。

　……なぜ？　初っぱなから自分に全く必要のないものが出てきて首を傾げる。だけどどれもキラキラとしていて綺麗で、しばらくじっと眺めていた。

　いつかはこんなのを着けて町に出かけられる日が来るのだろうか。そんな淡あわい期待を抱きながら、そっと引き出しに仕し舞まった。

　五段になっているチェストには服が入っていた。何日分あるのだろうというくらいにぎっしりと。そしてどれもお高そうに見える。

　今着ているものも、恐らく高価なものだろう。シンプルなワンピースだけど、肌はだ触ざわりと着き心ごこ地ちが抜ばつ群ぐんなのだ。

　本ほん棚だなにはぎっしりと本が並ぶ。専門書から小説、図ず鑑かんまで種類豊富で、誰でも必ず趣しゅ味みに合った本を見つけられるような品しな揃ぞろえだ。

　帝国では魔術に関する本しか与えてもらえなかったので、わくわくが止まらない。

　本当にどれでも好きに読んで良いのだろうか。部屋の中の物は好きに使って良いと確かにマティアスは言ってくれたのだから、良いはず。

（わぁぁ……）

　瞳を輝かせながらどれにしようかと悩なやみに悩み、一冊の本を選んだ。

　ソファーに座って読み始めたのは、少年と少女の心温まる冒ぼう険けん物語だった。

　冒ぼう頭とうからもう引き込まれるような魅み力りょくが溢れていて、フィオナは夢中で読んでいった。




　どれくらい時間が経っただろうか。ふと窓の外に目をやると、いつの間にか薄うす暗ぐらくなっていた。かなりの時間、読書に没ぼっ頭とうしていたようだ。

　膝に本を置いて、うーんと伸びをしていると、ノックの音が響いた。

「入ってもいいか？」

　低くて聞き心地のよい色気のある声。マティアスらしき声だ。

「どうぞ」

　返事をすると、やはりマティアスだったようで、彼は扉を開けて大きな二段ワゴンを押しながら入ってきた。

「夕食を持ってきた」

「わぁ、ありがとう」

　彼はすぐにポケットから鍵を取り出し、フィオナの手を取って鎖を外した。そして部屋の中央の四角いテーブルに料理を次々と並べていく。

「えっと、これ全部私の分じゃないよね？」

「君の分だが」

　当たり前だろうと言わんばかりに、テーブルに所ところ狭せましと料理を並べながら軽く返事をする。夕食をいただけるのは嬉しいが、昼食をとってから殆ほとんど動いていないし、元々あまり量は食べられない。フィオナは少し苦笑いをした。

「あのね、すごくありがたいけど、さすがに食べきれないよ」

「好きなものを選んで食べたらいい。あとは残せばいいだけだ」

「……そんな勿体ないことできない」

「問題ない。残りは俺が全部食べるつもりだ」

「……え」

　キリッとした顔で、まさかの残飯を食べるという宣言をされてしまった。

　それは問題あるよとフィオナは思う。王に次ぐ権力を持つ人間が、捕虜の残飯を食べるだなんてありえない。

　しかし残りを食べてくれる人がいないと、せっかくの料理が無駄になってしまうというのも事実。それはそれで困る。食べ物を粗末にしたくはないのだ。

　フィオナは少し考え、それならばとお願いしてみることにした。

「えっとね、マティアスに残り物を食べさせるのは嫌なんだ。だけど残った料理が廃はい棄きされるのも嫌なの。だからね、ここで一いっ緒しょに食べてほしいんだけど……ダメかな？」

「ぐ……」

　マティアスは少したじろいだ。上うわ目め遣づかいでの少し遠慮がちのお願いが、反則級の可愛さで断れない。

「……いや、ダメではない。一緒に食べよう」

「良かった。ありがとう」

　フィオナはホッとして微笑んだ。

　マティアスは耳を赤くさせながら、彼女の席にフォークや取り皿を並べ、前の席にも予備で持ってきていたものを並べた。

　二人は向かい合わせに座り、食事を始めた。

　テーブルにはとにかくいろんな種類の料理が並んでいて、これって自分が好きな食べ物を言わなかったからだろうかと、フィオナは不安になった。

「ねぇマティアス、すごく嬉しいし美味しいんだけど、何だか悪いよ。私、捕虜なのに」

「嬉しいのなら良いだろう。誰も俺のすることに文句は言えないから問題はない」

「問題あるよ。こんなところで権力を使うのは勿体ないと思う」

「却下だ。俺がどう権力を使おうが俺の自由だからな。もともと使うあてのないものだから勿体なくはない。減るものでもないしな」

「えー……」

　フィオナは眉尻を下げながらも、鶏とり肉にくの香こう草そう焼やきを口に運ぶと、すぐに顔を綻ほころばせた。

「気に入ったか」

「うん。皮がパリパリでお肉がすごく美味しい」

「そうか。好きなだけ食べるといい。全部食べてもいいぞ」

「ありがとう。でもすごく美味しいからマティアスも食べて」

「……分かった」

　ふんわりと微笑みながら勧すすめられては断れない。マティアスも食べることにした。

「美味しいな」

「うん」

　美味しいものを誰かと分かち合うのは何年ぶりだろう。フィオナは彼との食事を心から楽しみ、テーブルいっぱいにあった料理は二人で全て綺麗に平らげた。

　大半はマティアスが食べてくれたので、残さずに済んで良かったとホッとする。

「君は昼にシャワーを浴びているが夜はどうする？」

「んー……今日はもういいかな。少しも汗あせをかいていないし。だけどそうしたら明日の朝シャワーを浴びたくなると思うし、どうしようかな」

　その時はまた鎖を外してもらって彼に側そばにいてもらわないといけない。手を煩わせるのを申し訳なく思う。

「朝でも昼でも好きに浴びたら良いんだぞ。では今日の夜は寝ね巻まきに着替えるだけでいいんだな」

「……あ、そっか。着替える時に鎖を外さないといけないから、また夜に来てもらわないといけないんだね。それなら今から着替えてくる」

　何度も来させるのは気が引けるのだ。フィオナは引き出しから寝巻きを取り出し、着替えるために急いで脱衣所に向かった。

「用事があれば何度でも来るのだが……」

　夜にまた訪おとずれる機会がなくなってしまったではないか。部屋に残されたマティアスは、心底残念そうな顔でボソッと呟いた。
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　カーテンの隙すき間まから暖かな日差しが差し込む朝。ふかふかなベッドで気持ちよく眠っていたフィオナは、ノックの音で目が覚めた。

「入ってもいいか？」

　マティアスの呼よびかけにむくりと起き上がり、ふくらはぎまで長さのあるワンピースタイプの寝巻き姿で、長い鎖をずるずると引きずりながら扉まで歩いていく。

「おはよ……マティアス」

　扉を開けて目をこすりながら挨拶をする。頭はまだ半分寝ているようだ。

「今起きたところか。朝食は早かったようだな。もうとっくに起きているかと思って持ってきてしまったのだが、もう少し後にするか？」

「……ごはん……食べたい」

　フィオナはぼーっとしながらも意思を伝える。

「そうか、それでは準備をする。君は顔を洗って、しっかりと目を覚ましてくるといい」

「……ん……分かった」

　マティアスはワゴンを押して部屋に入ると、ポケットから鍵を取り出して、枷から鎖を外した。

　彼女はふらふらしながらも、言われた通りに洗面所に向かう。冷たい水で顔を何度か洗うとスッキリ目が覚めた。

　鏡にはボサボサ頭の自分が映っていて、さすがにみすぼらしいので髪を櫛くしでとき、後ろでくるんとお団子にする。

　部屋に戻ると、マティアスがテーブルに朝食を並べ終えたところだった。

「わぁ……」

　パンにオムレツ、スープ、ウインナー、サラダ、ヨーグルト、果物など。

　昨日の夕食時に改めて好きな食べ物を聞かれたのだ。彼女が好きだと言った食材を使ったものばかりが並んでいて、思わず歓かん喜きの声が漏もれた。

　そして、並んでいる朝食の量からとあることを察し、期待に胸が膨ふくらんだ。

「ねぇ、すごく量があるんだけど、一緒に食べてくれるのかな？」

「そのつもりだ」

　マティアスは手早く取り皿などをセッティングしながら答える。

「ありがとう」

　昨日だけでなく今日も一緒に食べてくれるなんて。嬉しくなって感謝を口にすると、彼はほんの少し表情を和らげた。

　向かい合わせに座って共に朝食をとり始める。彼女は食べられる量だけ取り皿に取っていった。

　マティアスが大きなオムレツにナイフを入れると、中からとろりとチーズが出てくる。

　朝からなんて贅ぜい沢たくな光景だろう。

「わぁぁ……」

　フィオナは瞳を輝かせる。『とろりと溶とけたチーズが好き』と言ったが、まさか朝食で出てくるなんて。感動しているうちに皿に取り分けた分が目の前に置かれた。

「ありがとうマティアス。本当に嬉しい」

「そうか。それなら良かった」

　朝から幸せそうな顔が見られただけで、彼は大満足だ。

　取り皿に取った料理を食べ終えると、彼女は最後の楽しみに残しておいたヨーグルトを目の前に置く。そして上からかけようとハチミツの小こ瓶びんを持った。

　その様子を見たマティアスは、近くに置いてある小さな器うつわを手に取る。

「ここにベリーソースもあるが……あぁ、もう遅おそかったか」

　渡そうとした時には、ヨーグルトにはハチミツがたっぷりとかけられていた。

　しかし彼女は顔を綻ばせて手を差し出す。

「わぁ、もらっていいかな？」

　彼は手の上に器をポンと置いた。彼女は受け取るとすぐに、ハチミツをかけた上からベリーソースをとろりとかける。

　あまり甘いものを好まないマティアスは顔をしかめた。

「……君は甘いものが好きだと言っていたが、相当なんだな」

「うん、大好きなの」

　甘いものをこれでもかとたっぷりかけたヨーグルトをスプーンですくい、パクリと口に入れる。とろんとした幸せそうな表情から、美味しくてたまらないんだなということは容易に窺える。

　マティアスは彼女の食事に甘いものを増やそうと心に決めた。

「今日は天気が良いから外に出て散歩するか？　ここの敷しき地ち内の庭を歩くぐらいしかできないが」

「外に出ていいの？」

「当たり前だろう。もちろん監かん視しが必要だから俺と一緒だがな」

「やった。ありがとうマティアス」

　部屋から出てはいけないものだと思っていたので、思わぬ申し出に心が弾はずむ。朝食を終えて着替えると、食器を載せたワゴンを押して歩くマティアスの後ろを付いていった。

「ねぇ、マティアスは私のこと監視しないといけないんだよね？　私、前を歩かなくていいの？」

「問題ない。後ろから何かしようとしても、すぐ対処できるからな」

「そっか……そうだね」

　彼は自分がどの方向から攻撃を仕掛けようが、すべて斬り裂さいてしまうような人だったと思い出した。もちろん今の彼女は何もする気はないが。

　ワゴンは昇しょう降こう機きに載のせて下ろし、二人は階段で一階へと下りる。

　一階には魔術師や騎士が利用している食堂があった。食堂の中は通らず、裏口から厨ちゅう房ぼうへ入った。

「あの、ごちそうさまでした」

　食器を返へん却きゃくする時に、居合わせた年配の女性にお礼を言う。

「あんらまぁ、この子が噂の子かい。可愛らしいお嬢じょうさんだねぇ」

　女性は意味深な笑みを浮かべ、マティアスに目をやる。彼は顔をしかめた。

「フィオナっていいます。ご飯とっても美味しかったです」

「そうかいそうかい、そりゃ良かった。ほら後でこれお食べ」

　女性がポケットから飴あめを取り出して手渡してきたので、フィオナはありがたく受け取ってまたお礼を言った。

　隣のマティアスとお喋しゃべりをしながら庭を散歩する。途中ですれ違う魔術師や騎士たちにはペコリと頭を下げていった。

「ねえ、マティアスの服の色が他の騎士たちと違うのって、偉い人だから？」

「あぁ……不本意ながらそうだ。騎士団の団長になるのを断ったら、団長たちと同じような権限だけを押し付けられたんだ」

「そっか。大変だね。でも他の人たちと違う黒い服は格好良いね」

「そうか？」

「うん」

「……そうか」

　面めん倒どうくさそうに眉間にシワを寄せていたマティアスの表情が和らいだ。

　フィオナは先さきほどもらった飴を口に放り込み、ぽかぽか陽気の中でじんわりと幸せを感じていた。目が覚めてからまだ二日目なのに、もうこの国が好きになり始めていた。
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　翌日は朝から雨模様で、窓の外は灰色の空が広がっている。

　じめっとした空気の中、フィオナは熱を出してベッドで寝込んでいた。

　溜まっていた疲れが出たのだろうと、診しん察さつした医者は言う。

　治癒士は体の損傷は癒すことができるが、病気や発熱などの体の不調を取り除くことはできないので、薬を飲んで寝て治すしかない。

　フィオナは高熱で顔を真っ赤にしている。ゼーゼーと肩で息をして、目の焦しょう点てんは合っておらず虚うつろだ。

　マティアスは鎖を外し、付きっきりで看病をした。冷たく濡らしたタオルでおでこを冷やし、少しでもぬるくなってきたら瞬時に冷たいものを用意し取り替える。

　頭の下の水みず枕まくらも冷たすぎない絶ぜつ妙みょうなひんやり感を維い持じし、定期的に取り替えた。

「うぅ……お水……」

「よし、飲ませてやる」

　彼女が熱に浮かされている間は、細長い飲み口の付いた容器でマティアスが手ずから水を飲ます。

「うぅ……トイレ……」

「よし、任せろ」

　ひょいと抱き上げ、トイレの扉の前まで連れていくほどの献けん身しんぶりだ。

　トイレを済ませてふらふらと扉から出てきた彼女をまた抱き上げ、洗面所で手を洗わせることも忘れない。

　部屋に泊とまって看病するわけにはいかないので、夜は彼女の部屋の扉の外に座って眠ることにした。そして一時間おきに中に入って様子を見る。

　おでこのタオルを冷たいものに取り替え、『お母さん』とうわ言を言いながら涙を流す彼女の頰をそっと撫なでた。

　熱が少しだけ下がり何とか会話ができるまで回復すると、彼は厨房で特別に作らせた氷ひょう菓かを持ってきた。

「美味しい……ありがとう、マティアス」

　背中にクッションを詰つめて上半身を少し起こした彼女に、マティアスは手ずからスプーンで口に運ぶ。

「ほら、まだあるぞ。口を開けろ」

「ん……」

　言われるがまま口を開けパクリと食べると、へにゃりと顔を緩ませた。

　何とも形容し難がたい欲が満たされていくマティアス。これはたまらない。病やみつきになりそうだと喜びを嚙かみ締めながら食べさせた。




　翌日には微び熱ねつにまで下がり、フィオナは上半身を起こして座れるほどに回復した。

　マティアスは厨房で特別に作らせた食事を持ってきた。米と野菜を鶏にわとりのスープで柔らかく煮たものだ。スプーンですくい少し冷ましてから彼女の口に運ぶ。
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　パクリと口に入れると優しい味がして、フィオナはふわりと目元を和らげた。

「美味しい。マティアス本当にありがとう。もう自分で食べられるから大丈夫だよ」

　そう言いながら両手を前に出した。

「……そうか」

　彼はとてつもなく残念そうな顔で、食事を載せたトレーを渡す。

　フィオナは完食してからまた少し寝た。

　数時間経って目が覚め横を見ると、ソファーには本を読むマティアスの姿があって、自身の手首には鎖が繫がっていなくて。それだけのことがたまらなく嬉しかった。

　体調を崩くずした時に誰かが側にいてくれるなんて、子どもの頃以来だ。

　しばらくじーっと見ていたら、マティアスはフィオナが目覚めたことに気付いた。

　本を横に置いて彼女に近づくと、同じ目線までしゃがんで問いかける。

「冷たくて甘いの食べるか？」

「うん、食べたい」

「よし。それじゃすぐに持ってくるから待っててくれ」

　そう言ってフィオナの右手をそっと持ち、枷と鎖を繫いだ。

「すぐに戻ってきて外してやるからな」

　マティアスとルークが近くにいない時は繫がれているのが当たり前なのに、彼はいつも申し訳なさそうにしながら枷と鎖を繫ぐ。

　フィオナはそれがいつもおかしくて、くすぐったくて、ふふっと笑ってしまった。

「うん、待ってるね」




　数分後、マティアスはひんやり冷たいミルクプリンを持って戻ってきた。

　彼女好みの甘い甘い味付けで、幸せそうな顔をして食べる様子を満足気に眺める。

「食べたら寝る前にきちんと口をすすぐんだぞ。虫歯になってしまうからな」

「うん、分かった」

　お口の健康にまで気を遣うほどの徹底ぶりだ。

　彼女は言われた通りに洗面所に行き、しっかり口をすすぐ。

　ベッドに戻って彼と少し話をしていると眠くなってきたので、また少し眠った。




　翌日にはすっかり熱も下がった。

　マティアスが部屋を訪れたので鎖を外してもらい、シャワーを浴びてさっぱりとする。

「もう何でも食べられそうか？　どこか辛つらくはないか？」

「体は元気だけど喉のどが痛いから、辛からいものは食べたくないかな。それ以外なら何でも食べられそうだよ」

「そうか、分かった」

　マティアスは朝食を取りに行った。そして戻ってくると、二人でテーブルを囲む。

　朝食が済み着替えると、彼は用事があると言って出かけていったので、フィオナは部屋で一人でソファーに座って本を読むことにした。

　しばらく読書に没頭していると、マティアスが戻ってきた。その手にはガラス瓶びんを持っている。

「喉の痛みを和らげる飴だ。これを食べるといい」

「わぁ……！」

　手渡された手のひらサイズのころんと丸いガラス瓶には、琥こ珀はく色いろの丸い飴がたくさん入っている。食べるのが勿体ないほどキラキラしていて綺麗で、しばらく両手で持って中を覗き込んでいた。

「すごく綺麗。ありがとうマティアス」

　フィオナはありがたくいただくことにして、蓋を開け一粒つぶ取り出して口に入れた。優しいハチミツの甘さが口に広がって喉を潤うるおす。

　そのとろけるような表情で、聞かなくても美味しいのだなと分かる。

「好きなだけ食べていいからな。なくなったらまた持ってこよう」

「ありがとう」

　マティアスは午後から少し任務があると言い、彼女と一緒に昼食をとった後は出かけていった。

　また部屋で一人でソファーに座って本を読んでいると、ルークが訪ねてきた。

「熱は下がったって聞いたっすけど、元気になったっすか？」

「うん。もう大丈夫だよ。ありがとう」

「そっすか。それなら良かったっす」

　彼は頭の後ろで手を組みながら朗らかに笑う。ふとソファーの横のテーブルに置いてあるガラス瓶が目に入ると、その顔からは笑えみが消えて、そのままじーっと見つめた。

「その飴、持ってきたのはマティアスさんっすね」

「うん、喉が痛いって言ったら持ってきてくれたの」

「そっすか……」

　苦笑いをしているルークに、彼女は何だか嫌な予感がした。

「ねぇルーク、もしかしてこの飴すごく高価なものだったりするのかな？」

「へぁ？　いや、そんなことないっすよ。普通のごくありふれた飴っす。どこでも手軽に買えちゃうやつなんで、遠慮しないでどんどん食べて大丈夫っす。ほんと、しっかりいっぱいガッツリと食べて喉を治してほしいっす。それはもう切実に」

　ルークはにっこり笑っているが、内心ドキドキでかなり焦っている。

　彼は思い切り噓をついた。その飴は、遠い国でしか採取されない希少なハチミツで作られた、とてつもなく貴重で高価なもの。国への献けん上じょう品ひんとしても差さし支つかえないほどの品である。

　それをマティアスはフラッと手に入れてきて、彼女にポンと渡したのだ。

　高価だと知って彼女が食べることを躊躇い、それが自分が教えたせいだなんてマティアスに知れたら。

　考えるだけで体が震ふるえる。どんな目に遭あわされるかなんて想像もしたくない。

　自分は何も見ていない。ルークは飴のことは忘れることにし、小さく呟いた。

「……ここまでご執しゅう心しんになるだなんて思わなかったっすよ」

「何か言った？」

「何でもないっすよ」

　今までどんな女性に言い寄られても適当に相手をしていたマティアスが、ここまで入れ込むなんて。彼の熱の入れようには軽く引いているが、この不憫な女の子には幸せになってもらいたいと、心から願っている。

　ルークは陰かげながら見守ろうと決めた。
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　フィオナが王国に来て二週間経たった。

　今日もマティアスと共に朝食をとり、庭を散歩している。優やさしい彼と過ごす、のんびりとした穏おだやかな日々がずっと続いていて、これでいいのかという疑問が募つのってきた。

「ねえ、マティアス。部屋の掃そう除じくらいは自分でしてもいいかな？」

　彼女は手て持もち無ぶ沙さ汰ただ。

　ご飯を食べて、本を読んで、マティアスとカードゲームで遊んで、散歩をして、おやつを食べて。毎日ひたすらのんびり過ごしている。夜になりベッドに入ると、ぽかぽかと満たされた心で気持ちよく眠ねむりにつき、朝になり目が覚めると、また幸せな一日が始まる。

　捕ほ虜りょなのにこんなのダメだよね。そう思う気持ちが日に日に増していく。

「暇ひまならもっと遊べるものを持ってきてやるぞ？」

　マティアスは彼女の意図が分かっていないので、甘やかしに追い打ちをかけてきた。

　違ちがう、そうじゃないと、フィオナは胸の前で両手をぐっと握にぎりしめ、前のめりになって訴うったえかける。

「そうじゃなくて仕事が欲ほしいの。幸せすぎてダメになっちゃう」

「なるほど？　よく分からんが掃除がしたいのなら道具を手配しよう」

　幸せならそれで良いいのでは？　彼はそう思ったが、何やら必死に訴えてくるので要望を聞いてあげることにした。

　訴えを聞き入れてもらえたフィオナは、ぱあっと顔を明るくした。

「うん、よろしくねマティアス」




　その日の夕食後、マティアスがさっそく持ってきてくれた掃除道具を前に、フィオナは呆ぼう然ぜんとしていた。

　目の前に並ぶ道具は、どう見ても新品でお高そうなもの。ホウキとちりとりは持ち手が黒光りしていて高級感に溢あふれる、ハタキは黄色とピンク色の色しき彩さいが綺き麗れいで、希少な鳥の羽が使われているんだぜと主張してくる。水色のブリキのバケツなんて猫ねこと草花が描えがかれていて可愛かわいすぎる。汚よごれた雑ぞう巾きんをすすぐために使うなんて勿もっ体たいなく感じてしまう。

「使い古したやつで良かったんだよ……」

「どうせ使うなら使い心ごこ地ちのよさそうなものの方が良いだろう。気に入らないのか？」

「ううん、そうじゃなくて……」

　自分には勿体ない品ばかりなので、恐きょう縮しゅくしているのだ。

　だけどまた別の物を手配してもらうのは申し訳ない。せっかく用意してくれたのだから、これ以上はもう何も言わないで、素す直なおに受け入れることにした。

「えっとね、すごく素す敵てきな物を用意してくれてありがとう。大事に使わせてもらうね」

「そうか。それなら良かった」

　彼女が使っている部屋には毎日掃除係の女性が来ているので、どこもかしこもピカピカだ。その状態を維い持じできるよう、こまめに掃除をすることにした。

　毎日自分で掃除するようになり、手持ち無沙汰が少しだけ解消された。

　洗せん濯たくは自分ではできないので、洗濯係にしてもらっている。今日はシーツの交こう換かん日びだと昨日聞いていたので、自分で外して脱だつ衣い籠かごに入れておいた。

　朝食後しばらくすると、回収に来てくれた年配の女性に脱衣籠ごと手て渡わたす。

「いつもありがとう。よろしくお願いします」

「はいはい、おばちゃんに任せなさい。シーツは週に一度じゃなくていつでも出していいからね。遠えん慮りょしなくていいんだよ」

「うん、ありがとう。でも寝ね込こんだ時しかベッドの上では食事してないから汚さないよ」

「ふふふ……そうかい。あの色男にちゃんと大事にされてるんだねぇ」

　女性は少しだけ下品に笑ったが、フィオナは余計な気き遣づかいには全く気付いていない。

「うん、マティアスは優しいよ」

「そうかい。良かったねぇフィーちゃん」

　女性はニコニコしながら籠を持って出ていった。

「みんな優しいなぁ……」

　彼女は今日も朝から心がほっこりとなった。




　翌日、朝食を一いっ緒しょにとりながらマティアスはその日の予定を話す。

「俺は今日は任務が入ったから留守にする。君の監かん視しはルークが務めることになるのだが、今日、急きゅう遽きょ君は陛下と謁えっ見けんすることになった。ルークに付つき添そってもらって行ってくれるか」

「うん、分かった」

「本当は俺が付き添いたかったのだがな……あのタヌキおやじめ、わざと俺が不在の時を狙ねらいやがって……」

　彼は眉み間けんに深いシワを刻みながらブツブツと呟つぶやく。とてつもなく不ふ機き嫌げんそうだ。

　フィオナは『タヌキおやじ？』と言いながら、ハチミツをスプーンですくい、パンケーキにたっぷりとかけていた。

　朝食を終えると、彼女は脱だつ衣い所じょに行って着き替がえた。今日着る服は黒いタイトスカートと白いシャツ、胸むな元もとに青いリボンだ。髪かみはいつもよりしっかりと後ろで編み込む。

　魔ま術じゅつ師しとしての正装はローブ姿なのだが、彼女は今は微び妙みょうな立場なので身に着けられるローブはない。なのでこの国の女性として一いっ般ぱん的てきな正装をした。

「変なところない？」

「そうだな、じっとしててくれ」

　マティアスは襟えり元もとを確かく認にんし、首の後ろ部分の折り目が少しズレているところを整える。

　リボンは絶ぜつ妙みょうに歪ゆがんでいるので、きっちりと直した。

「よし、いいぞ」

「ありがとう」

　確認が終わるとマティアスは彼女に鎖くさりを取り付け、任務へと出ていった。

　手を振ふって見送ったフィオナは、窓から外を眺ながめる。

　目の前にそびえ立つ立派な大きな白い建物。今からあそこに行くのだなぁと眺めていると、ルークがやってきた。彼は白いローブ姿だ。

「フィオナさん、はよーっす。そんじゃ行きましょか」

「おはようルーク。よろしくね」

「はいっす」

　鎖を外してもらい、彼と共に部屋の外に出た。長い廊ろう下かを歩いていくと私服姿やローブ姿の人たちとすれ違うので、彼女は軽く会え釈しゃくした。

　階段を下りて外に出て、目の前にそびえ立つ王城に向かってレンガの小道を行く。

　行ったことのない方へ歩いていくので、彼女は少しご機き嫌げんだ。緊きん張ちょうした素そ振ぶりも見せずに、今日は天気が良くて散歩日和びよりだなぁと景色を楽しんでいる。

「緊張してなさそうっすね」

「うん。したところでどうなるわけでもないしね」

「ははっ、違いないっす」

　ルークと話しながら数分歩き、王城に到とう着ちゃくした。入り口からは、紺こん色いろの服を着た二人の騎き士しが後ろを付いて歩く。

　中は白い石造りで、壁かべに飾かざられた絵画を横目に歩き、しばらくすると目の前に金の装そう飾しょくが施ほどこされた青い大きな扉とびらが見えてきた。扉の先は王の間だ。

　フィオナたちが近づくと、扉の両側に立っていた騎士たちが扉を開ける。

　中に足を踏ふみ入いれ、ルークに先導されながら、真ん中に敷しかれた赤い絨じゅう毯たんの上を進む。

　王の間には護衛騎士が六名、王の側近が二名、それぞれ玉座を囲うように立つ。

　そして玉座にはこの国の王が鎮ちん座ざしていた。赤髪をオールバックにした、茶色の瞳ひとみを持つ壮そう年ねんの男性だ。

　フィオナはルークに倣ならって片かた膝ひざをつき、頭を下げた。

「よく来たな、金の魔術師。私の名はディークハルト、この国の王だ。面おもてを上げて楽にしていいぞ」

　よく通る低い声で、エルシダ王国の国王はフィオナに声をかけた。

　彼女は顔を少しだけ上げて、目の前のルークをちらりと見る。彼は国王の御おん前まえだというのに、後ろを向いてニカッとして立ち上がったので、彼女も立ち上がる。

「ご尊顔を拝しまして恐きょう悦えつ至し極ごくに存じます、国王陛下。フィオナと申します」

　右手を胸にそっと当て、軽く頭を下げこの国の挨あい拶さつをする。そしてゆっくり頭を上げると、国王の顔をじいっと見た。

　この二人、すごく似ている……。

　そんな心の声は筒つつ抜ぬけのようで、国王は彼女の疑問にすぐさま答えた。

「そこにいるエディルークは私の甥おいだ」

「甥……ですか」

　甥ということは、ルークは王族に連なる血筋ということだ。そして本名はエディルークというのだと今知った。

　フィオナは少しだけ悩なやみ、目の前のルークにだけ聞こえるようにボソッと呟く。

「エディルーク様？」

「いやもう今さらいいっすから」

　彼はまた後ろを向いて、苦笑いしながら王の間に響ひびき渡わたるほどの声で言い放つ。

　そうだよね、今さらもう良いよねと彼女もすぐに納なっ得とくし、『そっか』と小さく呟いた。

「さてと、君のことはマティアスから大体聞いているが、こうやって顔を合わせるのは初めてだからな。改めていろいろと聞かせてもらおうか」

「はい。何なりとご質問ください」

　フィオナはルークの前に出た。国王は前もって聞いていたが、彼女の口から改めてガルジュード帝てい国こくの現在の内情を聞き出すことにし、彼女は知っていることを全て話す。




　帝国がエルシダ王国に対して略りゃく奪だつを試みるようになったのは、約一年前から。

　皇こう帝ていが病に倒たおれ、第一皇子、ジルベートが全権を握るようになってからだ。

　欲深い皇子は神器の使い手であるフィオナの力を使って、他国の豊かな領土を手に入れようと画策しだした。

　そのためにまずは自国の力をより強めようと、隣りん接せつする王国の資源の略奪から始める。

　防ぼう御ぎょ力りょくを上げる守護石、武具や魔ま道どう具ぐの核かくとなる魔ま石せきを産出する土地にフィオナを含ふくむ魔術師を幾いく度どとなく派は遣けんし、その土地から資源を奪うばうことをひたすら繰くり返かえす。いつしか土地の守りは強固になっていき、激しい戦せん闘とうが繰り返されるようになっていった。

　友好的とは言えないが、帝国と王国はお互たがい深く干かん渉しょうすることなく、無難な関係を保っていた。両国の行き来は比ひ較かく的てき自由に行われていたのだが、皇帝が臥ふせったことにより関係が悪くなる。平和主義である王国側からは、文書での抗こう議ぎが幾度となく入ったが、帝国側は全て無視し続け、略奪の手を緩ゆるめることはなかった。

　国王が、帝国の皇子はどのような人物なのかと彼女に尋たずねたので、彼女は『横暴で傲ごう慢まんで冷れい酷こく非道でエッチで最低な人です』と淡たん々たんと答える。

　エッチという部分は本来ならこの場では必要のない情報だが、彼女は言わずにはいられなかった。エロ皇子だと他国に知れ渡ってしまえという願いを込こめて伝える。

　だって大だい嫌きらいだから。

「君には帝国への忠誠心はないようだと聞いたが、本当か？」

「はい。そのようなものは元々持ち合わせておりません。大切な故郷はありましたが、そこにはもう大切な人はおりません」

「そうか……ではもう戻もどれなくても構わないのだな」

「はい。二度と戻りたくありません」

　フィオナはきっぱりと言い放つ。

「ふむ。ところで君はマティアスのことをどう思う」

　何の脈みゃく絡らくもない唐とう突とつな質問に、彼女は『なぜ？』と思ったが、国王からの質問なのだからきちんと答えないといけない。彼女はしばし考えた。

　マティアスとは口を利きいたこともない敵同士だったにもかかわらず、ここに来てからはずっと優しくしてくれている。

　望みを聞いてくれて、細やかな気遣いで世話を焼いてくれる。

　温かくて、一緒にいると安心する存在だ。そう、まるで──

「お母さん……？　マティアスはお母さんみたいです」

「ぶはッ」

　一番しっくりくる表現をしてみたら、後ろから噴ふき出だす声が聞こえてきた。

　振り返ると、ルークが口を押さえてぷるぷると震ふるえていた。

「おかっ、お母さん……」

　彼は堪こらえきれずに、その場にしゃがみこんでしまった。

　彼女は思ったことを口にしただけなのに、何がそんなに面おも白しろかったのだろうかと疑問に思いながら前を向き直すと、国王も少し震えて下を向いていた。

　護衛騎士や側近も、表情こそ変わらないが小刻みに震えているように見える。

「くくく……お母さんか……あいつ不ふ憫びんだな……」

　国王は笑いを堪えながら呟いた。

（不憫……？　そっか、男性にとってはお母さんと言われることは屈くつ辱じょくなんだ）

　せめてお父さんと言えば良かったのだろうか。だけと、どう考えても彼は『お母さん』がしっくりくる。一度言葉に表すと、もうそれ以外は考えられない。

　だけどマティアスを辱はずかしめるような表現をしてしまい、申し訳ない気持ちになる。

「あの、マティアスには言わないでいただけますか」

「くく……分かった。黙だまっていると約束しよう。他の者たちも決して口外しないように」

　国王が周りの者たちに目をやると、彼らは軽く頭を下げて了りょう承しょうの意思を表した。

「お心こころ遣づかい感謝いたします」

　この場にいる数人が今後口外しないなら、大だい丈じょう夫ぶだろう。フィオナも本人の前でうっかり言ってしまわないように、気をつけようと心に誓ちかった。




　国王との謁見が無事終わり、フィオナとルークは王城から出た。

「お疲つかれさまっす。さてと、今から何しましょ？　今日はオレがマティアスさんの代わりに甘やかす日なんで、何でも言ってほしいっす」

「あぁ……やっぱり私、甘やかされてたんだね」

「そうっすよ。でろでろなんで諦あきらめて受け入れるしかないっす」

　こうもはっきり言われると、逆に清すが々すがしくなる。

「私に同情してくれてるからだよね。嬉うれしいけど普ふ通つうにしてほしいな。望みを聞いてもらわなくても、もう十分幸せだからこれ以上は良いよ」

　しみじみのんびりと告げると、ルークはピタリと足を止めて、ポカンと口を開けた。

　信じられないものを見たような顔をしている。

「え、マジ？　あんだけあからさまなのに気付いてないとかマジっすか？」

「まじって何？　あからさまに甘やかされてるってことは、ちゃんと気付いてるよ」

　フィオナはこてんと首を傾かしげた。気付いていると今話しているところなのに、何がマジなのかが分からない。

（うわぁ……マジだ）

　マティアスの行動はあからさますぎて、さすがにぼんやりとした彼女でも気付いていると思っていたのに、まさか全く理解していないだなんて。

　どうしたものかとルークは悩んだ。マティアスが彼女を女性として愛いとしく思っているのは、誰だれの目から見ても明らかなのだと教えようか。しかし自分が教えたことにより、彼女が彼に対してよそよそしくなってしまい、二人の関係が悪くなってしまったら……。

（うん。やめといた方がいいな）

　そんなことになったら、命がいくつあっても足りない。

「いや、それでいいっす」

「??」

　彼は何も教えず、傍ぼう観かんすることにした。

　余計なリスクは負わずに、無難に日々を過ごしたいのだ。

「で、何したいっすか？」

「結局聞くんだ……えっとね、散歩がしたいかな。この辺りは来たことがなかったから」

「散歩っすか。了りょう解かいっす」

　二人はこのまましばらく王城の周りを歩くことにした。

「ねぇ、私がお世話になってる建物は宮きゅう廷てい魔ま術じゅつ師しの宿舎って聞いたけど、ルークも住んでるの？」

「オレは二階に住んでるっす。あそこは魔術師の拠きょ点てんであり宿舎でもあるから、皆みんなはホームって呼んでるっすよ。隣となりの建物は騎士の拠点で、マティアスさんはそこで過ごしているっす。ちなみにフィオナさんがいる部屋は超ちょうビップルームっす」

「やっぱり」

　何となくそうだろうとは思っていたから驚おどろきはしない。でもなぁと希望を口にする。

「普通の部屋に移動できないかな」

「無理っすね」

「どうしてもダメ？」

「文句があるならマティアスさんに言ってほしいっす。権力を振りかざして好き勝手してるのはあの人っすから」

　そう言われてしまうと、もう何も言えなくなる。

　マティアスにはすでに、部屋が豪ごう華かすぎて落ち着かないから移動できないかと伝えたことがあるが、気にしなくていいと却きゃっ下かされているのだ。

「うん、もういいや」

「そうそう。人間諦めが肝かん心じんっす」

　二人で顔を見合わせて苦笑いし、しばらく王城の周りを散歩してからホームへと戻った。

「すんません、自分ちょっと限界っす」

「分かった。行ってきて」

　建物に入ってすぐのところで、ルークはトイレに行きたいと訴えた。フィオナを五階の部屋まで送る余よ裕ゆうがないため、彼女を廊下に待たせて向かうことにする。

「ほんとすんません、しばらく動けなくするっす」

「はーい」

　両手をすっと前に差し出すと、ルークは左の枷かせに向けて黒い魔ま力りょくを飛ばした。

　枷に描かれている紋もん様ように魔力が吸い込まれると、彼女はみるみるうちに体の力が抜ぬけていき、その場にペタンと座り込んだ。

　呪じゅ印いんの発動を確認すると、彼は走ってトイレに向かった。

　どうやら左手の枷に施された呪印は、体から力を奪うものだったようで、彼女は手を軽く握るのが精せい一いっ杯ぱいなほど力が出ない。どう頑がん張ばっても立ち上がれそうにない。

　呪じゅ印いん士しってすごいなぁとしみじみ感心しながら座って待っていると、後ろから歩いてきた人物が、自分の目の前でピタリと足を止め、こちらにつま先を向けた。

　ダークグレーのスボンと黒い靴くつしかフィオナの視界には入っていないので、誰なのか分からない。上を向くのも一苦労だけど、何とかグググと顔を持ち上げて、目の前の人物の顔を見上げる。

　青い襟えり付つきシャツを着て、長い前まえ髪がみを真ん中で分けた少し目付きの悪い黒髪の男性は、何だか見覚えがあるような、戦ったことがあるような気がした。

「こんにちは」

「……」

　フィオナは挨拶をしてみたけれど、返事はない。

　彼が無言で右手をそっと前に出したので、彼女は何だろうとじっと見た。手のひらからじわっと水が出てきたところで、あぁもしかしてと思った次の瞬しゅん間かんには、バシャッと頭上から水が襲おそってきた。
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「はっ、魔力を封ふうじられてるとただの弱っちい女なんだな」

　結構な量の水をその手から放出し終えてから、彼はようやく口を開いた。投げ捨てるように言い放つと、びしょ濡ぬれのフィオナを蔑さげすんだ目で見下ろす。

　そんな状じょう況きょうでも彼女は至って冷静なまま、全く動じない。

「……あ、いつも水で攻こう撃げきしてきてた人だ」

　水を頭から被かぶったことにより、この人はよく水の渦うずなどで攻撃をしてきた人だと思い出した。もちろん彼女はその攻撃を押し返したり凍こおらせたりと、難なく対処していた。

　彼は平然としているフィオナにピキッと青筋を立てるが、彼女は淡々と話しかける。

「ねぇ、ちょっとお願いがあるのだけど」

「何だよ」

　彼は不満そうに緑色の目を細めている。

「あのね。後でこの水片付けておいてもらえるかな。このままだと通りかかった人が滑すべっちゃうから」

「はぁ？　ならオマエが拭ふけばいいだろ」

　彼は少しだけ声を荒あららげたが、彼女は動じることなくマイペースに考えだした。

「そっか。そうだね。でも濡れたまま雑巾を取りに行ったら廊下を濡らしちゃうし……どうしようかな……」

「……」

　うーんと悩みながら、どこまでものんびりゆったりと話すフィオナに調子を狂くるわされ、彼は顔をしかめて無言になった。

「っっあー！　グレアムさんこのやろう、何てことしてんすかー！」

　トイレを済ませたルークがバタバタと走り寄ってきた。そのままフィオナの枷にそっと触ふれて、体の力を奪っていた呪印を解除する。

「グレアムさん、さっさと水を消すっす」

「っっだよ、うっせぇな。元々そのつもりだったっての」

　面めん倒どうくさそうに言い放つと、彼はすぐに水を消し去った。まともに動けるようになったフィオナはよっこいしょと立ち上がる。

「ありがとう。私フィオナって言うの。よろしくね」

　彼女は何事もなかったかのようにのんびりゆっくり穏やかに自己紹しょう介かいをするので、グレアムは眉まゆをひそめる。

「はっ、変なヤツ」

　そう言い捨てると、彼はさっさと立ち去ってしまった。

　ずっと淡々と受け答えしていたフィオナだが、彼の捨すて台詞ぜりふに衝しょう撃げきを受けてしまった。

「私って変なんだ……」

　変なヤツと言われてちょっぴり悲しくなり、か細い声で項うな垂だれる姿に、ルークはすかさずフォローを入れる。

「変じゃないっすよ。変なのはあの人の方っす。いい年して恥はずかしい」

「ほんと？　いい年って、あの人いくつ？」

「二十三歳っす。あれで自分より年上だなんて、ほんと信じられないっすよ」

　ルークは腕うでを組みながら顔をしかめている。

「そう。マティアスと同い年なんだね」

「そっすよ。マティアスさんも大たい概がいアレっすけどね……」

「あれって何？　マティアスは優しくて素敵な人だよ」

「あー……はい。そっすね」

　フィオナさん限定なんすけどね……という言葉は、彼女に聞こえない声で言った。

「それよりフィオナさん、さっきは一人にしてすまなかったっす。まさかあの短時間にグレアムさんがちょっかいを出してくるなんて、さすがに思わなくて」

「ううん、気にしないで」

「そっすか。それじゃ部屋に戻りましょか」

「うん」

　二人は彼女の部屋に向かって歩き出した。

　五階まで階段を上っていき部屋に着くと、フィオナは胸元のリボンを外した。シャツの一番上のボタンも外してふぅと一ひと息いき吐つく。

　首元までしっかりかっちり締めているのは苦手なのだ。

　ルークとテーブルを囲み椅い子すに座ってお喋りしていると、給きゅう仕じの人間がワゴンを押して部屋に入ってきた。

　手早く二人分のお茶を淹いれ、焼き菓が子しなどを並べ終わると、さっさと退室していく。

　ココットにはハチミツとジャムがそれぞれたっぷり入っていて、フィオナはマティアスの顔を思おもい浮うかべてふふっと笑った。

　皿に小さなマフィンを一つ取って、ジャムをたくさんかけてからかぶりつく。

　飲み物は温かい紅茶。口の中をスッキリとさせるために、こちらは何も入れずに飲む。

　少しの間だけどびしょ濡れになった体に温かい飲み物が染しみ渡り、ふぅとまた一息吐いた。そしてしみじみと思いを口にした。

「ねぇ、ここの人たちっていい人ばかりだね」

「頭から水ぶっかけられたばっかなのに、何でそういう感想になるんすか？」

「だって、あからさまな悪意を向けられたのはさっきが初めてだったから。水をかけられて、あぁこれが普通の反応だよなぁって思ったんだ」

「あーなるほど。それはっすね……」

　ルークは、フィオナが敵だったにもかかわらず、あまり悪意を向けられていない理由を話しだした。

　フィオナが戦場で誰も命を落とさないよう、手加減していたこと。

　味方であるはずの帝てい国こく魔ま術じゅつ師しの攻撃をこっそりと妨ぼう害がいしていたこと。深手を負った王国の魔術師や騎士が撤てっ退たいできるよう、手助けしていたこと。

「……え。何で知ってるの？」

　絶対にバレていない自信はあった。遠えん隔かくで魔術を放つ時は、その場に魔ま法ほう陣じんを描く必要がある。彼女が魔術を放つ時、描いた陣は腕うで輪わと同じ金色の光を放っている。なのでバレないようこっそりと魔術を使う時だけ、白い光を放つように手を加えていた。

『敵は全て退けろ』という皇子の命令に背そむいていると自身の心が判断してしまうので、呪印による痛みが毎回襲ってきたが、ほんの一いっ瞬しゅんだけなので何とか我が慢まんしていた。

　完かん璧ぺきに隠かくしながら行っていたのに、なぜバレていたのだろうと驚く。

「気付いたのはマティアスさんっす。そんでフィオナさんを捕とらえたことを機に皆にバラしたんすよ。皆、不自然に思ってたことが多々あったみたいですんなりと納得したっす」

「……そうなんだ」

　なるほど。だからレイラも普通に優しくしてくれて、廊下ですれ違う人たちの視線にも悪意を感じなかったのかと納得する。

　敵視されるよりはずっといいけれど、何だか恥ずかしくなり、両手で頰ほおを覆おおった。
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「フィオナ、今日は町に遊びに行くぞ」

　いつものようにマティアスと朝食をとっていると、彼女は唐突にそう言われた。

「……まち？」

　まちというのはあの町だろうか。町に遊びに行くとマティアスは確かに言った。

　言葉の意味をゆっくりと吞のみ込み、そしてじわじわと喜びが湧わいてくる。

「わぁぁ」

　町だ。町に行ける。朝食を終えると、フィオナはうきうきしながら若草色の半はん袖そでワンピースに着替えた。同色の丸まる襟えりと細くて黒いリボンがついたものだ。裾すそには控ひかえめにフリルが付いている。髪はいつものように後ろで緩く編み込んだ。

「ハンカチは持ったか」

「ポケットに入れたよ」

「羽織るものを持つんだぞ」

「今日は暖かいから良いよ」

「ダメだ。今は暖かくても曇くもりだしたらすぐに気温が下がるからな。羽織るものを持っていくんだ」

「うん、分かった」

　彼は今日もいいお母さんっぷりだ。フィオナは言われた通りにクローゼットから黒いカーディガンを取り出して手に持った。

　マティアスは黒いズボンに白いシャツというシンプルな格好で、腰こしにはもちろん神器である蒼あおい剣けんを携たずさえている。

「アクセサリーは着けなくていいのか？　宝石箱にあるものは好きに使っていいんだぞ」

　そう言われ、フィオナはどう答えようかと悩む。もちろん着けたいに決まっているけれど、お高そうなものばかりなので遠慮しているのだ。

「えっとね、このワンピースだけでも可愛くて満足だから、着けなくて大丈夫だよ」

「アクセサリーは苦手なのか？　それとも気に入るものがなかったのか？　それなら別のものを用意するが」

　あぁ、これは良くない流れだと彼女は焦あせって弁明する。

「ううん、違うの。どれも素敵だから選べなくて……そういうのは着けたことがないから苦手かどうか分からないし……」

　マティアスは彼女が遠慮していることに気付き、ドレッサーの引き出しを開けて宝石箱を取り出した。蓋ふたを開け、さてどうしようかと考える。

　好きなのを選べと言っても選ばないだろうし、畏かしこまらなくていいようシンプルなものにしようか。いや待てよ、そう言えば今日行くつもりの場所には、ゆらゆらと揺ゆれるアクセサリーは控えた方が良さそうだ。あれこれ考え、髪留めを一つ取り出した。

「髪留めならさほど気にならないだろう。今日はこれを着けていって、途と中ちゅうで嫌いやになったら外せばいい」

　そう言って右耳の上辺りに着けた。

「……うん」

　フィオナは小さく返事をして、ドレッサーの鏡を覗のぞき込む。漆しっ黒こくの髪留めには小さな七つの宝石が散らばっていて、夜空の星のように輝かがやいている。

　彼女の頰がうっすらと染まり、口元に笑えみが浮かぶのを確認し、マティアスはこれでよしと満足する。

「それじゃ行くか」

「うん」

　部屋を出て長い廊下を歩き、階段を下りていった。フィオナは道中で出会った魔術師たちにペコリと頭を下げながら歩く。

　外に出ると王城がある方とは反対に行く。門を出て並木道を数分歩き、大きな赤い橋を渡ると、カラフルなレンガの建物が立ち並ぶ城下町に到着した。

　フィオナはどこに行きたいかという問いに『どこでも』と答えたので、マティアスが好きに町を連れ歩くことに決まった。しかし彼は注意深く観察しているのだ。彼女がじぃっと何かを見つめる瞬間を見み逃のがしはしない。

　フィオナは、『あ、あそこ何の店だろう』『あ、あの行列はなんだろう』と思ったところにマティアスがピンポイントで行くので、喜んで後を付いていった。

　一時間半ほど経った頃ころには、マティアスはいくつもの紙かみ袋ぶくろを手に持っていた。彼女が興味を抱いだいたであろうものを、何も聞かずに片かたっ端ぱしから購こう入にゅうしていったからである。

　もちろん、彼女はそれらが全て自分の物だなんて知らない。

「ねぇ、私も荷物持つよ」

「却下だ」

「えー……」

　一瞬で断られてしまったので仕方なく諦める。

　昼食は彼女が食い入るように見つめていた屋台で購入し、ベンチに腰かけて食べた。

「こういうの初めて食べるんだ」

「そうか」

　フィオナはチキンと野菜がたっぷり入ったホットクレープにかぶりつく。

「ゆっくり食べるんだぞ。ほら、ソースついてるぞ」

「……ん、ありがと」

　マティアスは彼女の口の端はしにソースがつくたびに、さっと拭いていった。

　食事を終えるとまた少し町をぶらぶらと散策し、彼が事前に予約をしておいた場所へと向かった。

　壁に大小の肉球が描かれた建物に到着し扉を開けた瞬間、彼女は目を大きく見開きキラキラと輝かせる。店内のいたるところに猫がいる。ここは猫ねこ喫きっ茶さだ。

　予約席に座るとすぐに、フィオナの膝ひざの上に一匹ぴきの黒猫がぴょんと飛び乗った。

「ふわぁぁ……」

　フィオナは感動し、両手を中ちゅう途と半はん端ぱに前に出したまま、ぷるぷると震えている。

「触さわってもいいんだぞ」

「……っっ、うんっ」

　マティアスに促うながされ恐おそる恐る猫の顎あご下したを撫なでると、猫はすぐにゴロゴロといいだし、自分で喉のどをフィオナの手にこすりつけるような仕草をした。

「わぁ……可愛い……」

　あまりの可愛さに感動して頰を紅潮させる。

「あぁ。可愛いな」

　マティアスは猫を一いっ切さい見ずに言いながら表情を和やわらげる。その目には彼女しか映っていないが、当の本人は猫に夢中なので気付いていない。

　黒猫を愛めでながら話していると、店員が注文を取りに来た。フィオナは甘いミルクティー、マティアスはコーヒーを注文する。

　黒猫はしばらく彼女の膝の上にいたが、ぴょんと飛び降りてどこかへ行った。

　名残なごり惜おしく感じていたが、すぐに飲み物が運ばれてきたので、フィオナはミルクティーを飲む。しかし足元にすり寄ってくる猫たちを構いたくてうずうずしだした。

「あっちに猫のおもちゃが置いてある。行ってくるといい」

「っっうんっ」

　フィオナはパアッと顔を輝かせ、すぐに向かった。円形ラグの上に座り、猫じゃらし片手に夢中で数匹の猫と触れ合った。

　マティアスは頰ほお杖づえをつきながらコーヒーを飲み寛くつろいでいる。こちらは進んで猫と触れあう気はなさそうだが、たまに膝に乗ってくる猫を優しく撫でていた。

　もちろん常に目線の先には猫と戯たわむれるフィオナがいる。

　猫喫茶は城下町で人気の癒いやしスポットである。完全予約制で制限時間もあるので、時間いっぱいまでしっかりと堪たん能のうし店を出た。

「あのね、私、動物は何でも好きだけど猫が特に好きなの。だからマティアスが偶ぐう然ぜんあの店を予約してくれててすごく嬉しかった」

「そうか。それは良かった」

　彼は涼すずしい顔をしているが、もちろん偶然などではない。

　彼女が動物図ず鑑かんの猫のページをよく見ていたことや、部屋の窓から中庭で寛ぐ猫をじーっと見ていたこと、散歩中はきょろきょろしながら猫を探していたこと、数あるタオルの中から猫の刺し繡しゅう入りのものをよく使用していたことを知っている。

　猫は好きかと確認を取ってから連れていっても、遠慮がちになると思い、あえて聞きはしなかったのだ。

　店を出てから少し歩いたところで、彼はピタリと足を止めた。

「そこのベンチで荷物と一緒に少し待っていてもらえるか。あそこの角を曲がった先の詰つめ所しょで用事を済ませてくる」

「うん、分かった」

　言われるがままベンチに座ると、彼は横に紙袋を置いた。

　フィオナが手首を前に差し出すと、マティアスはフッと笑う。

「ここに鎖はないぞ」

「あ、そっか」

「では行ってくる」

　あれ、何もしなくて良いのかな？　そう思いながらも、彼の用事を邪じゃ魔ましてはいけないと大人しく待つことにする。

　先さきほどの可愛かった猫を思い出しながら、ぼーっと青空を見ながら待っていると、十分ほどでマティアスが戻ってきた。

「待たせたな」

「ううん、全然」

　再び歩きだし、町の大図書館へとやって来た。三階建ての大きな建物で、敷しき地ち内には広い庭があり、建物の中と外に読書スペースが設置されている。

「俺はいくつか頼たのまれている本を探す。君は自由に過ごしていてくれ。庭に出ても構わないが、敷地外には出ないでほしい」

「うん、分かった」

　しばし別行動することになった。フィオナは館内を見て回り、気になった本を手に取っていく。本を五冊選ぶと、右手に抱かかえながら庭に向かった。

　端はしの方に一人用の円いテーブル席を見つけたので、そこに腰かける。

「自由だなぁ……」

　今まで丸一日の休みなんてなかったのに、この国に来てからは毎日が休みだ。

　こんなに贅ぜい沢たくな暮らしでいいのだろうか。捕虜なのに。

「早く役に立てるようになりたいな」

　そんな気持ちが日に日に大きくなっていく。自分は神器がなくても、魔術師としては優ゆう秀しゅうな方で、しっかりと役に立てるような働きができるはずだという自負はある。

　驕おごりではない。帝国一の魔術講師から、もう教えられることは何一つないとの言葉をもらっている。それだけの技術や知識は身に付いているのだ。

　もし魔力が戻ったら、今度は自分の意志で、人のために力を使いたいと思っている。




　一時間ほど読みふけっただろうか、数冊の本を片手に持ったマティアスがやって来た。

「そろそろ帰ろうと思うが借りたい本はあるか」

「えっとね、これとこれ良いかな？」

「分かった。手続きをしてくるから、残りの本を片付けてきてくれ」

「はーい」

　マティアスは彼女の手から二冊の本を受け取ると、表紙の猫の絵を見てふっと笑った。

　手続きが終わると、マティアスはカウンターから預けていた荷物を受け取った。

　図書館を出てホームへと戻ることにする。

　少し肌はだ寒ざむくなってきたので、フィオナはカーディガンを羽織った。

「すまないが、本を届けてくるのでここで待っててくれ」

「うん」

　マティアスは行きと同じく詰所へと向かったので、フィオナはベンチに座って荷物と共に待った。今日は一日楽しかったなぁと、雲が増えてきた空を見上げる。

　数分経った頃マティアスが戻ってきた。

「待たせたな。それでは帰るか」

「うん」

　帰り道は行きに通らなかった道を通って帰ったので、ホームに到着した頃にはマティアスが持つ紙袋は倍に増えていた。

　フィオナの部屋に戻ると、彼はテーブルの上に大量の紙袋をどんと置く。

「これは全て君の物だ。好きに使うといい」

「えぇ？　これマティアスの買い物じゃなかったの？」

「君のだ。そして返品は受け付けないから、使うなり処分するなり好きにしてくれ」

「……」

　まさかの事実にフィオナは言葉を失った。

　彼が購入しているところを隣でずっと見ていたから、紙袋の中身は自分が気になったものばかりだということを、彼女は知っている。

　そして、遠慮しても聞いてもらえないということも知っている。

「……マティアスありがとう」

　素直にお礼を伝えると、マティアスは満足気に笑みを浮かべた。

「どういたしまして」

　今日一日、彼女が楽しむ姿が見られて、どんなものを好むか知ることができて、それだけで彼は大満足だった。




　町に出かけてから数日後、再び国王との謁見が入ったというので、フィオナは前回と同じ服に着替える。マティアスにおかしなところがないかチェックしてもらい、準備が整うと、彼は真しん剣けんな顔でフィオナに向き合った。

「恐らく今日、陛下からこの国の魔術師になる気はあるかと尋ねられると思うが、嫌なら断っていいからな」

「え？……でも、私をこの国に連れてきたのは、この国に取り込むことが目的だったんじゃないの？」

「まぁそれもあったが、嫌なら無理する必要はない。もう魔術師として生きたくないと願うなら、俺がそうさせてやる。これからは誰にも縛しばられることなく、君の思うように生きればいい。誰にも文句は言わせないから、陛下には自分の意思を素直に言うんだ」

　力強い瞳から、彼は本当に自分が望むことは何でも実現させる気なのだと分かる。

　フィオナは自分の考えや思いを正直に言うつもりでいたが、聞き入れてもらえるだろうかという不安を抱えていた。だけど彼のおかげでそんな不安は消え去った。

「あのね、私この国に来てから、マティアスのおかげで毎日が楽しくて幸せだよ。幸せすぎて、早く私も役に立ちたいって気持ちがどんどん大きくなっていくの。私は自分が一番得意なことを役立てたい。だからね、陛下にはそういう気持ちをしっかり伝えたい」

「……そうか、分かった。君の思いをそのまま伝えるといい」

「うん」

　笑え顔がおで返事をすると、すぐにルークが部屋にやって来た。

「そんじゃ行きましょか」

　三人で王城へと向かうため、レンガの小道を行く。マティアスは今日は黒い騎士服だ。

　入り口の前まで到着すると、前を歩いていたルークがフィオナに向き合った。

「念のため枷の呪印を新しく描き直していいっすか」

「うん」

　すぐに両手を前に差し出すと、ルークは左手の枷にそっと触れ、描かれていた紋様を払はらい除のけて消し去った。そして指先に黒い魔力を纏まとわせ新たな紋様を描いていく。

　元々あったものとは形が違うが、呪印に詳くわしくないフィオナには効力の違いは分からない。万が一に備えて威い力りょくを上げたのかなと思ったくらいだ。

「これでよし、と。それじゃ行きましょか」

　王城に入ると、前回と同じく騎士二人がフィオナたちの後ろを付いてくる。そして玉座の間へと入った。

　挨拶もほどほどに国王はフィオナに質問を始める。

「帝国への忠誠心はないと言っていたが、それは今も変わらないか」

「変わりありません。忠誠心など元々微み塵じんも持ち合わせておりませんでした」

「そうか。ではこの国の魔術師として忠誠を誓う気はあるか」

　覚かく悟ごをしていた質問に、マティアスの言葉を思い出す。

「この国の魔術師として力を振るい、裏切るような真ま似ねは決してしないと誓います。私は早くこの国の役に立てるようになりたいです。ですが非道な行いは一切したくありません。ですので、そのような命令を受ける可能性がある呪印を身に刻みたくはありません」

　フィオナは今思っていることを、臆おくすることなく正直に答える。

　国のために非道なことをしろと言われたら、今度は潔いさぎよく死を選ぶつもりだから。

　その前にマティアスたちにしっかりと恩返しをする機会を与あたえてもらえたら、それで満足だ。

「そうか。裏切るつもりがないならそれで構わん。ここの魔術師や騎士たちとは上手うまくやっていきたいと思うか」

「まだここの人たちとはあまり交流はありませんが、今まで迷めい惑わくをかけた以上に彼らの役に立ちたいと思います。ルークやレイラさんには優しくしていただいていますし、マティアスにもすごくお世話になっています。何だか過か剰じょうに甘やかされていますが……」

　フィオナがマティアスのことを語りだした。この流れはちょっとマズいかもしれない。

　後ろで見守っていたルークは、口に手を当てながら狼狽うろたえていた。

（ダメっす。余計なことは言っちゃダメっすよ！）

　心の中で切実に願う。しかし残念ながらその願いは届かなかった。

「だけど気持ちには感謝しています。いつも優しくて私の世話を焼いてくれてお母さんみたいで……あ」

　なぜか言うつもりはなかった余計な言葉まで付け加えてしまった。パッと口を押さえたがもう遅おそい。マティアスの耳にしっかりと届いてしまった。

「お母さん……」

　何ともか細く、それでいて重苦しい声が、しんと静まり返った王の間に響いた。

　ルークはあちゃーという顔をして頭を押さえ、国王は顔を背けて震えている。

「くくく……君の気持ちの確認は以上だ。もう下がっていいぞ」

「……はい。失礼いたします」

　微妙な空気が流れる中、謁見は終しゅう了りょうした。

　王城から出ると、とぼとぼとレンガの小道を戻る。

　マティアスは暗い顔をして『お母さん……お母さんか……』とぶつぶつと呟いていて、足取りもおぼつかない状態だ。

　その背中を見ながらフィオナは罪悪感でいっぱいになり、泣きそうな顔をしていた。

「どうしよう。言うつもりはなかったのに余計なことまで言っちゃった」

「すんません、オレのせいっす。王城に着いた時に枷の呪印を描き直したでしょ。あの時実は、噓うそ偽いつわりなく話すようになる呪印を施して発動させてたんすよ」

　ルークは申し訳なさそうに両手を合わせて頭を下げる。

「そうだったんだ……うん、それはしょうがないと思うよ」

　陛下の前で自分が危険な存在でないと証明できて、噓偽りない思いを伝えられたのだからそれは良かったと思う。だけどマティアスを傷付けてしまったのは良くない。

「ねぇ、今もまだ呪印の効力は続いてるんだよね？」

「はいっす。もう必要ないんで解除するっすね」

「ううん、ちょっと待って」

　そう言って、フィオナはマティアスに近づいた。

「マティアス、ごめんなさい。お母さんみたいだなんて言われたら男の人にとっては屈辱だよね。だけど悪い意味じゃなくて、お母さんみたいに身の回りのお世話をしてくれて気遣ってくれる素敵な人っていう意味なの」

「……そうか」

　マティアスの声こわ色いろはとてつもなく暗い。

「マティアスと一緒にいると安心できて幸せな気持ちになれるの。それにね、すごく男前で逞たくましくて素敵だと思う。声も格好いいし優しいし全部好きだよ」

「……す……き……？」

　好きという言葉にピクリと反応するマティアス。ずっと下を向いていた顔を上げると、目が合ったフィオナは微笑ほほえんだ。

「うん。好きだよ。今まで出会った人の中で一番好き。噓うそじゃないよ。まだ噓偽りなく話す呪印がかかってるから」

　フィオナが左手の枷を見せると、後ろで見守っていたルークは『ほんとっすよー』と言った。

「一番……そうか」

　フィオナが口にした好きには、恋れん愛あい的てきな意味は含まれていない。平然としている様子からもそれは明らかだ。それでもマティアスにとってはじーんとくる言葉だった。

　一番という言葉を頭の中でこだまさせながら、嬉しさを嚙かみしめる。

「そう思っていてくれて嬉しい。君の中で一番でいられるのなら、今はまだお母さんと思われていても平気だ。別に屈辱だなんて思っていないから大丈夫だぞ」

「本当に？　でも陛下は『不憫だな』って言ってたよ」

「……あの人は常人と感覚が違うから気にしなくていい」

「そうなんだ。それなら良かった」

　彼の表情が和らいだことにフィオナは安あん堵どし、見守っていたルークもホッと息を吐つく。

「あれ？　でもあの時ルークはすごくおかしそうに──」

「あーあー！　フィオナさんストップ！　ストップっす！　その話はお仕し舞まいにして、左手を出してほしいっす」

　危険を察知したルークは、火の粉が飛ぶのを未然に防ぐため、彼女の言葉を遮さえぎる。

　慌あわてて二人の間に割り込んできた。フィオナが左手を前にすっと出すと、ルークは噓偽りなく話す呪印を解除し、そのまま枷も取り外した。

「これでおっけーっす。右の魔力封じの枷はまだ外せないけど、今日からは左の枷と鎖は必要なくなったっす。ここの敷地内では自由にしていいっすよ」

「え？　何で？」

「君は害のない存在だと認められたからな。逃とう亡ぼうする意思がないことも確認済みだ」

「確認……もしかしてこの前のお出かけって……」

　町中で何回か一人になっていたのはそういう意図だったのかと腑ふに落ちた。

　このまま逃にげて、どこかで呪印士に解かい呪じゅしてもらったら自由になってしまうのに、いいのかなぁと思っていた。

　そんな気は一切起こさずに、ぼんやりと待っていたけれど。

「俺にとってはそっちはついでで、君を町に連れ出すことの方が重要だったがな」

「違いないっす」

　マティアスはフィオナを楽しませることに全力を注いでいた。本当はずっと側にいたかったのに、何回か側を離はなれなければいけないことを不満に思っていたほどだ。

　詰所ではずっと眉間にシワを寄せて、ブツブツと小言を言っていた。

「そっか……自由か」

　フィオナは浮かない顔をしている。

　魔力はまだ戻らないから役に立てるわけではない。だけど行動は自由になったのだ。

「それじゃもう、マティアスと一緒に過ごせなくなるんだね……」

「ぐ……」

　俯うつむき加減で寂さびしそうに言う姿にマティアスはキュンとなる。しかし細やかに世話を焼きに行かなくなることは事実。

　彼はしばらく疎おろそかにしていた任務に本格的に戻らなければいけないのだ。

「世話を焼くことは減るが朝晩一緒に食事をとることはできる。休日や時間がある時は会いに行くつもりでいるが構わないか？」

「ほんと？　やった。ありがとうマティアス」

　顔を綻ほころばせる姿に、マティアスは心の中で歓かん喜きし、拳こぶしを強く握った。
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　自由になったことにより、フィオナは食堂で食事をとることになった。

　部屋で食べてもいいんだぞとマティアスは言うが、手間になるからいいと断った。彼が残念そうな顔になったのは言うまでもない。

　昼食の時間になったので、部屋まで迎むかえに来たマティアスと共に食堂に向かう。

　食堂では数十人の魔ま術じゅつ師しや騎き士したちが食事をしている最中だった。

　ローブを身に着けている者や騎士服、私服姿の者など様々で、彼女は目が合った人たちにペコリと頭を下げていった。食事を注文し、少しその場で待ってから受けとると、トレーを運んで空いている席に座った。

　フィオナは小盛りのトマトパスタとサラダ、マティアスは山盛りの角切りステーキに山盛りのパン、サラダ、スープだ。

「マティアスはいつもいっぱい食べるね」

「あぁ、神器を使用しているとすぐに空腹になるからな。君もそうだったのではないのか」

「そうだね。でも私はあまり量を食べられないから甘いもので凌しのいでいたよ。甘いものは好きだから苦にならないの。帝てい国こくで粗そ末まつな食事になってからは、甘いものは貰もらえなくなって、代わりに丸薬を与あたえられたから辛つらかったな……」

「それは辛かったな。ここではたくさん食べるといい」

「うん、ありがとう」

　後でデザートを取りに行くといいと言われ、楽しみにしながら食事をとり始めると、レイラがやって来た。

「フィオナ、明日からうちの訓練に参加するんだってね」

「はい。まだ魔ま力りょくは使えませんがよろしくお願いします」

「ええ、よろしくね」

　フィオナはレイラが団長として率いる、第一魔術師団の一員となることが決まった。

　封ふうじられている魔力は、様子を見ながら少しずつ解放されていくことになる。

「うちはひねくれた子がいるから、ちょっと苦労するかもしれないけど。できるだけサポートするからね」

「ありがとうございます」

　ひねくれた子と聞いて、真っ先にグレアムの顔が浮うかんだ。廊ろう下かでフィオナに水を被かぶせてきた人だ。

　翌日、フィオナは黒いズボンと白いシャツに着き替がえ、髪かみは後ろで緩ゆるく編み込んだ。食堂に向かい、マティアスとルーク、レイラと共に食事をとると、部屋にまた戻もどってきた。

　訓練の開始時間は一時間後なので、それまで椅い子すに座って本を読んだりぼーっとしたりして過ごす。時間になるとクローゼットを開けてローブを取り出し身に着けた。

　王国の魔術師としての深緑色のローブだ。

　ここでは一いっ般ぱん的てきな魔術師は深緑色のローブ、治ち癒ゆ士しや呪じゅ印いん士しなど、素質のある者しか就つけない専門職は白いローブを身に着けている。

　部屋に迎えに来たレイラと共に外に出てしばらく歩き、第一魔術師団が訓練を行う演習場に着いた。

　だだっ広い演習場には二十名の団員が揃そろっており、その中には長い前まえ髪がみを真ん中で分けた黒髪の男性、グレアムの姿があった。フィオナはやっぱりなぁと思った。

「今日からうちの仲間になったフィオナよ。もう敵じゃないんだから仲良くすること。苛いじめたら許さないからね！」

　レイラは腰こしに手を当ててビシッと言い放つ。

　団員たちは、『はいっ』『はぁーい』『うっす』『えー……』『めんどくせ』などと、全く統一感のない返事をする。『めんどくせ』はグレアムだ。

「フィオナです。今までご迷めい惑わくをおかけしてすみませんでした。しっかりと働いて役に立ちたいと思っています。今日からよろしくお願いします」

　彼女はいつものようにゆったり穏おだやかに、外見からは想像もつかないほどののんびり具合で挨あい拶さつをするものだから、団員たちはしばし固まった。

　あれ、何かイメージと違ちがうぞとなり、隣となり合あった者同士ヒソヒソと話しだす。

「さぁ、お喋しゃべりは終わりにして走り込みからよ。演習場三十周ね。フィオナは久しぶりの運動だろうから、限界だと思ったら歩いていいわ」

「はい」

　魔術師といえど、体力と武術を身に付けることは必要だ。魔力を温存しておきたい時や尽つきてしまった時に、ある程度は戦えるようにしないといけない。

　フィオナはここしばらくまともに運動していないし、元々あまり持久力はない。

　神器があれば魔力が尽きる心配などなく、疲つかれた時は風を操あやつり自身の体を軽くしたりと、魔術に頼たよりながらやってきた。体力作りをする必要はなかったのだ。

　最後まで付いていくのは無理かもしれないけれど、できる限り頑がん張ばろうと気合を入れて最さい後こう尾びを走る。そしてなんとか歩かずに三十周走り終えた。

「頑張ったわね。ちゃんと最後まで走りきれたじゃない」

「はひぃ……」

　他の団員から二周遅おくれで走り終え、その場にペタンと座り込んで力なく笑う。

　すでにヘロヘロだ。

「グレアム、フィオナにお水飲ませてあげて」

　レイラはすぐ横にいたグレアムに声をかけた。

「あー？　なんで俺なんだよ。水出せる奴やつなら他にもいるだろ」

「そこにいるからよ。団長命令」

　グレアムは心底面めん倒どうくさそうな顔をしながらもフィオナに近づき、やる気なさげに右手をぶらんと前に出した。

「ほら、口開けろ」

　フィオナは上を向いて、言われるがまま口を開ける。

　しばらく待つと彼の指先から水が出て、程よい量が彼女の口に入ってきた。口を閉じてごくんと飲み込むと、また口を開けろと言うので再び水を貰う。

「もう良いいか」

「もうちょっと」

「っったく」

　面倒くさそうにしながらも、グレアムは水を数度出してくれ、彼女はごくんと飲み込んでいった。

「ありがとう、グレアム」

　喉のどが潤うるおったフィオナは微笑ほほえみながらお礼を言う。

「団長命令だからな」

　素っ気なくそう言って、グレアムは後ろを向いて離はなれていった。

　レイラは彼が素す直なおに水を飲ませると思っていなかったので、少し驚おどろいている。

　まずは今までの腹いせに、大量の水を被せるものだと思っていたから。

　彼女は、彼がもうすでにフィオナの頭から水を被せ済みであることは知らないのだ。




　少し休きゅう憩けいした後は、各自で中型の魔術を遠えん隔かくで放つ訓練が始まった。フィオナは魔力を封じられているので見学だ。

　広い演習場に散らばり、各自それぞれ空中に魔ま法ほう陣じんを描えがいて空に向かって魔術を放っていく。

　魔術は頭の中で複雑な魔術式を構築し、そこに自身の魔力をうまく合わせることで、ようやく発動させられるもの。

　魔術式さえ覚えれば、水、火、風、土、光など様々な属性の魔術を扱あつかえるようになる。

　しかし属性ごとに全く異なった魔術式を頭の中で組み立てることは、優すぐれた魔術師でも困難で、規模が大きくなればなるほど、その複雑さは増していく。

　故ゆえに、一人の魔術師が扱える属性は二種類ほどで、それをいかに速く正確に発動させられるかが重要になる。

「何か気になることがあったら言ってくれるかしら」

　隣となりで団員たちの様子を見ているレイラがそう言うので、フィオナは前方で竜たつ巻まきを起こしている女性を指差した。肩かたより少し長い青髪の二十歳はたち前後に見える女性だ。

「あの青い髪の人の魔法陣、ちょっと改良した方が良いと思います」

「え、そうなの？」

　二人は女性の下へと近づいた。フィオナは彼女が描いた魔法陣の一部を指差す。

「ここを変えた方が良いと思うの」

　そう言って地面により良い紋もん様ようを描く。これは魔術書をいくつも読んだ末に、フィオナが独自に生み出した紋様だ。

　女性は眉まゆをひそめながらも、レイラに促うながされて渋しぶ々しぶ魔法陣の一部を変へん更こうする。

　そして再度魔術を放つと、竜巻は先ほどより空高く上がっていった。

「っっわ、威い力りょく倍になりましたよ。魔力消費量は変わっていないのに」

「本当に？　フィオナお手て柄がらよ」

「ありがとう。すごいねフィオナさん」

「どういたしまして」

　二人に褒ほめられて恥はずかしくなり、フィオナは頰ほおを少し染めた。

　その後もレイラに連れられて演習場内を見回り、改良できるところを指し摘てきしていった。




　訓練は午前中で終わり、フィオナは部屋に戻ってシャワーを浴びることにする。

　久しぶりにしっかりと運動をして汗あせをかいた。疲れたけれど清すが々すがしい気分だ。

　シャワーを終えると、黒い半はん袖そでワンピースを着て魔ま道どう具ぐで髪を乾かわかし、ポニーテールにする。そして昼食をとるために食堂へと向かった。

　お腹なかが空いているので、魚料理とサラダ、パンは二つにした。

　マティアスとルークは任務に出ていて不在なので、窓まど際ぎわのカウンター席に座り一人で食べ始めた。しばらく黙もく々もくと食べていると、すぐ隣の席にカタンとトレーが置かれたので、誰だれだろうと見上げる。

「隣いいかな」

　青髪の女性がフィオナに声をかける。

「うん」

　にっこりと笑って返事をし、第一魔術師団の団員であるニナと隣となり合あわせで食事をとることになった。

　フィオナの隣の席に行こうかと思っていたレイラは、その様子を後方から眺ながめ、口元に笑えみを浮かべ違う席に行くことにした。

　フィオナはさっそくニナと仲良くなり、気さくなニナから、第一魔術師団のことをいろいろと教えてもらった。

　食事をとり終えると、ニナは午後は任務に出ると言うので、食堂を出てすぐに別れた。

　魔力を封じられているフィオナには、もちろん任務はない。

　少しの間、中庭を散歩していたが、瞼まぶたが重くなってきたので自室に戻ることにした。

　今日は久しぶりに走ったので疲れたのだ。
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「フィオナ、入ってもいいか？」

　部屋の扉とびらをノックして呼よびかけるが返事はなく、マティアスは扉の横にもたれかかる。

　どうしようかと悩なやむこと数分、レイラが前を通りかかった。彼女の部屋は同じ五階にあるのだ。

「どうしたの？」

「夕食に誘さそいに来たのだが返事がない」

「あら、そうなの」

　そう言うと、レイラは何の躊躇ためらいもなくフィオナの部屋の扉を開けた。

「鍵かぎもかけずに何やってるのかしら……あら、ふふふ」

　中を覗のぞいたレイラが口に手を当てて笑うので、マティアスも後ろから覗き込み、そして固まった。

　フィオナは膝ひざ丈たけのワンピースのまま、ベッドでクッションを抱だきしめながら寝ねていたからだ。足をくの字に曲げているため太ももが露あらわになっている。

　彼は他の人間が通りかかる前に、慌あわててレイラを部屋に押し込み扉を閉めた。

「あらあら。独どく占せん欲よくかしら」

「煩うるさい」

　何とでも言うがいい。マティアスが彼女にご執しゅう心しんというのは、すでに知しれ渡わたっているから今いま更さらだと開き直っている。

　彼はフィオナにそっとタオルケットをかけた。

「今日は久しぶりに走ったから疲れたのね」

　二人は気持ち良さそうに眠ねむっている様子を見ながら話をする。

「彼女は第一でうまくやっていけそうか」

「そうね。グレアムは何だかんだ文句を言いながらも世話を焼いていたし、ニナとはさっそく仲良くなったみたいよ。問題なのはミュリエルくらいかしら」

　レイラは頰に手を添そえて苦笑いをする。

「ミュリエル？　あいつは怒おこりっぽいが、新入りをいびるような子じゃないだろう」

「そうだといいけどね……」

「それよりグレアムが世話を焼いたというのを詳くわしく聞かせろ」

　マティアスの目は据すわっている。レイラは呆あきれてじとーっとした目で彼を睨にらんだ。

　今日の訓練後、彼女はグレアムにある話を聞いていたのだ。

　グレアムがフィオナにすでに大量の水を被せ済みだったこと、そのせいで彼がマティアスにどえらい目に遭あわされたことを。

「あなた、大たい概がいにしておかないとそのうち嫌きらわれるわよ。この子が居づらくなるようなことはしないでね」

「ぐっ……」

　思い当たる節があり、彼は口ごもる。




「……ん」

　何だか話し声が聞こえるなぁとフィオナはもぞもぞと動きだした。むくりと起き上がり、ぼーっと目をこすりながら二人を見る。

「……マティアス？……レイラさん？」

「フィオナ、夕食の時間だぞ」

「……ごはん？……行く」

　彼女はまだ頭がぼんやりとしているようだ。ベッドから下りてそのまま扉へと向かおうとするので、マティアスに腕うでを摑つかんで止められた。

「待て待て、そんな頭で行こうとするな」

「あたま？」

　彼はボサボサになったポニーテールのまま行こうとするフィオナをベッド横の椅子に座らせる。洗面所から櫛くしを持ってくると、ゴムを外して彼女の髪を丁てい寧ねいにとかしサラサラに仕上げ、後ろで一ひと纏まとめにする。

　その間にフィオナの目はしっかりと覚めた。

「よし、これでいい」

「ありがとう、マティアス」

「何か羽織っていくんだぞ」

「はーい」

　フィオナは言われた通りにクローゼットからカーディガンを取り出して羽織る。

　その様子をじっと眺めていたレイラはボソッと呟つぶやいた。

「あなた母親みたいね」

「ぐっ……」

　マティアスの胸に重い一いち撃げきが入る。

　フィオナはやっぱりそうだよねとしみじみ思ったが、口には出さなかった。

　レイラも夕食はまだということで三人で食堂へ向かった。

　少し遅おそい時間なので人はまばらだ。カウンターで注文をし、受け取った食事をトレーで運ぶ。マティアスとフィオナは向かい合わせに座り、レイラはフィオナの隣に座った。

「今日は走ったそうだな。足は大だい丈じょう夫ぶか？」

「足？　何で？」

「前に俺が右足の膝ひざから下を切り落としたことがあっただろう」

「あぁ……そんなこともあったね」

　マティアスと戦っていたことが遠い昔のように感じられるが、彼女は当時を思い出す。

　戦場で彼と相対した時に、魔ま術じゅつ障しょう壁へきの強度が足らず、斬ざん撃げきをまともにくらったことがあったのだ。すぐに切り口を凍こおらせ止血し、特大魔術をいくつも放って撤てっ退たいした。

　焦あせっていたのでやりすぎてしまい、あの人死んじゃったかも……と不安に思いながらしばらく過ごすことになった。

　その数日後にマティアスの姿を確かく認にんでき、生きていたことに心から安心したなという記き憶おくが蘇よみがえった。

「帝国の治癒士に癒いやしてもらったから何の違い和わ感かんもなく動くよ」

「そうか、良かった。あの時はすまなかったな」

「謝らないで。私もマティアスの腕を吹ふっ飛とばしたことあるし、お互たがい様だよ」

「あぁ、あれはわざとくらったんだ」

　マティアスがしれっと言うのでフィオナはキョトンとなる。

「え？　何で？」

「君の反応を見たかったからだ」

「えー……何それ……」

　フィオナが味方を妨ぼう害がいし、敵である自分たちの手助けをしている。それに気付いて以来、彼は幾いく度どとなく彼女を試ためしていた。

　わざと隙すきを見せても攻こう撃げきしてこず、疲れた様子を見せると攻撃の手を緩めてくる。

　面おも白しろくなったマティアスは、彼女が放った風の刃やいばを防ぼう御ぎょすることなく受けてみることにした。手首から下が切れる程度で済ませるつもりでいたが、軌き道どうを読み違えてしまい、左腕をごっそり切り落とされてしまったのだが、後こう悔かいはしていない。

「マティアスこそ左腕に違和感はない？」

「問題ない。むしろ繫つなぎ直してもらってから調子が良くなったように思う」

「それ私もだよ。大おお怪け我がをした時はそこだけ治ち癒ゆするより、思いきってスパッと切り落として、繫ぎ直した方が良いのかなって思った」

　目の前で朗ほがらかに切り落としトークに花を咲さかせている二人を、レイラはじとーっと見る。スペアリブにかぶり付きながら。

「ねぇ、その話は今しないでもらえるかしら」

　目を細めてひときわ低い声でそう訴うったえられると、二人は『はい……』と言って静かになり、食事に集中した。
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　とある日の昼下がり。

　フィオナはベンチに座りながらぼーっと曇くもり空ぞらを見上げていた。流れる雲を眺めながら、どうしたものかとぼんやりと考えているところへ、グレアムが後ろから覗き込む。

「オマエ何やってんの？」

　グレアムは眉をひそめている。なぜなら彼女は泥どろ水みずにまみれているから。

「どうしようかなって考えていたところだよ。ねぇ、頭から水かけてくれない？」

「めんどくさい奴だな」

　そう言いながらも水をかけてしっかりと泥を洗い流し、そしてしっかりと乾かした。

「ありがとう。廊下を汚よごしちゃうから部屋に帰れなくて自然乾かん燥そうを待ってたの。だけどそれでも土で廊下を汚しちゃうしなぁって思ってたんだ」

「それやったのミュリエルだろ。栗くり色いろの髪を耳の上の高さで二つに括くくったヤツ」

「あー……うん、そうだね」

　誰にやられたのかはわざわざ言うつもりはなかったが、ピンポイントでその人物を言い当てられてしまった。

「アイツやっちまったな。余計なことしたら酷ひどい目に遭うって教えといたらよかったか……」

　グレアムはベンチにもたれかかり、遠くを見ながら目を細めてしみじみと言う。

「酷い目って何？」

「マティアスに半殺しにされるってことだ。あの野や郎ろうまじ鬼き畜ちく」

　そう言って、フィオナの隣にどかっと座った。

「半殺しって何で？　何したの？」

「何って……オマエ心当たりあるだろ」

「??」

　フィオナはよく分からず首を傾かしげる。心当たりと言われても、グレアムのことはまだあまりよく知らない。

　廊下で水をかけられたり、訓練の時に水を飲ませてもらったくらいだから。

　水を……。

「まさかとは思うけど、私があなたに水をかけられたからじゃないよね？」

「そのまさかだよ」

「ええー……」

　フィオナはドン引きだ。水をかけられた報復に半殺しだなんてさすがにやりすぎである。自分はそんなことを頼たのんでいないし、そもそも報告すらしていない。

　マティアスに伝えたのは恐らくルークだろうと考えた。

「アイツ、俺を延々と繰くり返かえし半殺しにするために、側に治癒士を控ひかえさせてたからな」

「うわぁ……」

　話を聞いて言葉を失っていると、ルークが二人の方へ走り寄ってきた。

「窓から何だか汚れてるフィオナさんが見えたから来てみたんすけど、グレアムさんが綺き麗れいにしたっすか？」

「あぁ、めんどくせぇが水で流してやったんだよ」

「そっすか……もしかしてミュリエルさんっすか？」

　なぜかルークもその名前を言い当てた。彼女が自分を嫌う理由に心当たりがあるようだ。

　しかし今はそれを聞くことよりも、惨さん事じを未然に防ぐことに努める。

「マティアスには内ない緒しょだよ。じゃないと酷いことするみたいだから。グレアムが私に水をかけたことを話したのってルークだよね？　酷い目に遭ったみたいだから今度からは言わないでほしいの。女の子に酷いことしたらさすがに嫌いになっちゃうよ」

「グレアムさんのことは、黙だまってて後からバレた時にオレが酷い目に遭うから報告したんすよ。フィオナさん、今の話は本人に直接言ってもらえると嬉うれしいっす」

「そうだな。『女の子に』ってところを『仲間に』って言葉に言いい換かえといてくれ」

　真しん剣けんな顔をした二人から頼まれて、フィオナは快く承しょう諾だくする。

　そしてその日の夕食時にさっそく伝えた。

　フィオナから窘たしなめられたマティアスは『ぐっ……』と小さく唸うなった。
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　フィオナが第一魔術師団の一員になって二週間が経たった。

　団員たちと彼女は気軽に接するような仲になった。しかし彼女に泥水をかけたミュリエルだけはツンとしたそっけない態度のままで、頑かたくなに仲良くしようとしない。

　フィオナは悲しく思ったが、自分が敵だった時に酷いことをしたから恨うらまれているのだろうと諦あきらめていた。グレアムとルークに詳しい理由を知っているか聞いても教えてもらえなかったが、それしか理由に心当たりはないのだ。

　ある日の夕食後、フィオナはルークとマティアスと共に部屋に戻った。何やら話があるとのことだ。少し経ってからレイラもやって来た。

　フィオナはソファーに座るよう促されて腰こしかける。前にはルークとレイラが立っていて、マティアスは椅子に腰かけて見守る。

「フィオナさんの魔力を少しだけ戻す許可が下りたっす。右手を出してください」

　ルークにそう言われて右手を頭の位置まで上げて差し出すと、彼は枷かせに人差し指を当てた。一つの紋様がスッと消えたと同時に、彼女は少しだけ魔力が戻った感覚を抱いだいた。

「これで二十分の一だけ戻ったはずなんで、ちゃんと魔術が使えるか確認してみてほしいっす」

　フィオナは両手のひらを上に向けた。小さな火の玉、水の玉、氷、竜巻とパパパパッと両手同時に次々と出していき具合を確かめる。

「うん。問題なく使えるよ」

　手から視線を上に移すと、ルークとレイラは驚いた顔で固まっていた。

「ちょっと、今の何？　どうやったの？」

「速すぎっすよ。魔術式の構築速度が半はん端ぱないっす」

　より速くスムーズに魔術を使えるように訓練をすることは、魔術師にとって当たり前のことだ。だけどフィオナの術発動の速度は常じょう軌きを逸いっしていた。

「流れるような魔術操作は神器のおかげじゃなかったんすね」

「あの金の腕うで輪わには、使い手の魔力を増ぞう幅ふくさせる以外の効果はないよ」

「そうだったのね。本当に驚いたわ。どうやったらそんな風になれるの？」

　レイラはフィオナの顔を上から覗き込み、興奮ぎみに質問をする。

「えっとですね、毎日十三時間くらい魔力操作の訓練をしていたら、数年でできるようになりました」

「……そう。そんなに長時間訓練を続ける魔力を持ってる人間はいないと思うわ」

　フィオナの答えにレイラは苦笑いだ。

「そうですか……それじゃやっぱり腕輪の力ですね」

　魔力を増幅させる腕輪がなければ成し得なかったことなんだと納なっ得とくしていると、ずっと座って見守っていたマティアスが立ち上がり、フィオナの前にしゃがんだ。

「いや、君の努力の成果だ。辛かっただろうによく頑張ったな」

　藍あい色いろの優やさしい眼まな差ざしで、労いたわるようにそっと言葉をかけられ、彼女はじんわりと胸が熱くなる。

　なかなか上手うまく魔力を扱えなかった頃ころは、魔術講師からはいつも叱しかられてばかりで。

　どんなに辛くても誰にも弱音は吐はけず、独りぼっちの寂さびしい部屋でいつも泣いていた。

　両親の前では心配をかけないように笑っていたから。

「……うん。いっぱい頑張ったんだ」

　マティアスに褒めてもらえた。それだけで辛かった日々が報むくわれた気がして、フィオナは少し涙なみだを浮かべて微笑んだ。




　魔力が少しだけ戻ったことにより、翌日の訓練からは、フィオナも魔術を使えるようになった。

「今日は一対一での対人訓練よ。フィオナはまだ少ししか魔力を使えないから、魔力が尽きる前に降参すること」

「はい」

　団長であるレイラが組み合わせを決め、選ばれた二人は演習場の真ん中に向かい合って立つ。残りの団員たちは離れたところから見学する。

　比ひ較かく的てき大規模な魔術も使用しながら戦う。遠えん慮りょは一いっ切さいなしだ。双そう方ほうともに怪我をするが、治癒士が一人待機しているので、手合わせが終わるとすぐに傷を癒せる。

「それじゃ次、ミュリエルとフィオナ！」

「はぁ？」

　レイラが次の対戦の組み合わせを言うと、ミュリエルは立ち上がって文句を言った。

「ちょっとお姉……団長！　何で私とこの子なのよ？　こんな魔力を少ししか使えないような子の相手したって訓練にならないじゃない！」

　ミュリエルは耳の上の高さで二つに括った栗色の髪を、激しく揺ゆらしながら抗こう議ぎする。

「うるさい。文句なら手合わせした後に言いなさい」

　レイラはそう一いっ喝かつすると、フィオナの方を向いた。

「フィオナ、遠慮はいらないから全力で叩たたきのめしなさい。団長命令よ」

「分かりました」

　ここにいる治癒士の腕の良さは先ほど確認済みなので、フィオナは躊躇いなく了りょう承しょうする。

　ミュリエルは眉を吊つり上あげまだ文句を言いたげだったが、さっさと演習場の真ん中へと向かった。フィオナもすぐ後を追って、二人は向かい合って立つ。

[image: ]

　ミュリエルはキッとフィオナを睨んだ。その青い目には憎にくしみが溢あふれている。

　開始の合図と共に、ミュリエルは大きな炎ほのおの渦うずを放とうと右手に魔力を集めた。

　本来ならまずは、防御力を高めるために体の周りに魔術障壁を張らなくてはいけない。だけど目の前の相手は少ししか魔力を使えないのだから張る必要はないと考えた。

　この攻撃だけで終わらせようと術式を構築する。しかし炎の渦を出現させる前に、全身に鋭するどい痛みが走った。

「痛っっ？」

　自身の腕や足、肩にいくつもの細く鋭い氷の矢が刺ささっていた。

（なんでっ？　いつのまに？）

　だが今は考えている場合ではない。術式を中断されてしまったが、とにかく何か放とうと両手から炎の矢を放った。しかし放った直後に水の玉に吞み込まれて消えてしまう。

　いつの間にか目の前に現れていた、小さな魔法陣から放たれた水の玉だ。

「っっ」

　先を読まれて焦るミュリエル。それなら竜巻をと術式を構築し始めてすぐに、頭上から二筋の雷かみなりが落ちる。背中を撃うたれ術式は中断された。

「〜〜〜っっ」

　その場に倒たおれ込み頭上を見上げる。そこには新たな小さな魔法陣が二つあり、炎の矢がミュリエルの両手を襲おそった。

「っっあぁぁあ！」

　手ての甲こうを焼かれうずくまる彼女は、風の刃に切りつけられる。いつの間にか三方向に現れた小さな魔法陣から放たれたものだ。腕と背中に痛みが走る。

　その後もミュリエルは反はん撃げきする隙を一切与えられず、フィオナの小さな攻撃を受け続けた。

「フィオナ、そこまでで良いわ！」

　離れたところからレイラが叫さけび、二人の手合わせは終しゅう了りょうした。

　すぐに治癒士がミュリエルの下へと駆かけつけ治癒を始める。いくつもの攻撃を受けたが、一つ一つは小さな怪我なのですぐに癒し終えた。

　ミュリエルはその場にすっと立つと、手合わせ前と同じようにフィオナをキッと睨み付けた。その目には涙が浮かんでいる。

　ミュリエルはフィオナが気にくわない。

　理由は単純。大好きなマティアスを取られたからである。

　兄のように慕したっていたマティアスがフィオナばかりを構い、自分の相手をしてくれなくなったのだ。腹が立って仕方がない。

　ミュリエルはフィオナと戦場で何度か戦ったことがある。戦ったというよりは、一方的に攻せめられていたというべきか。

　神器の使い手であるフィオナの攻撃はすさまじく、倒す術すべなどなかった。

　強く美しく凛りんとした孤こ高こうの魔術師、それがミュリエルが抱いだいていたフィオナの印象だ。

　そんな彼女が戦いの最中に倒れた。つい直前まで平然とした顔で特大魔術を放っていて、王国側の人間は誰一人として彼女にかすり傷一つ付けていないはずなのに。

　ぐらりと前に倒れたフィオナは、慌てて駆け寄よったマティアスに受け止められた。

　彼は自身の膝ひざの上に彼女の頭を乗せ、ルークに枷を装着させると、すぐに抱き上げた。

　彼は、『残りの敵は蹴け散ちらしておけ』と王国の魔術師たちに命じ、そのまま戦場から消えた。

　ミュリエルは言われるがまま敵の魔術師たちを追おい払はらう。先さきほど見た光景を思い出し、マティアスのあんな顔は初めて見たなぁなんて思いながら、魔術を放っていった。

　彼が女性を愛いとしそうに見つめるところは初めて見たのだ。

　任務を終えて拠きょ点てんに帰ってくると、フィオナの事情は団長によって第一魔術師団の団員たちに知らされることとなった。何年も隷れい属ぞくの呪印に縛しばられていたこと、敵である自分たちを攻撃しながらも手助けしていたこと。

　ミュリエルは今まで不自然に思っていたことが腑ふに落ちた。

　もう絶対助からないと死を覚かく悟ごした時に、誰かが放った魔術によって助かったことが数度あったのだ。

　彼女は辛い思いをしてきたんだなと同情はした。だけど彼女がここに来てからというもの、マティアスが構ってくれなくなった。廊下で出会っても挨拶をするだけ。

　モヤッとした気持ちが段々と苛いら立だちに変わる。

　たまに食事を一いっ緒しょにとっていたのに、彼は食堂に来なくなってしまい、やっと来たかと思えば隣にフィオナの姿があった。苛々ムカムカが募つのる。

　翌日からフィオナは第一魔術師団で共に訓練に励はげむことになり、自己紹しょう介かいをするフィオナを見て衝しょう撃げきが走った。

　なんだ、このぼんやりとした子は。戦場での凛とした姿の欠片かけらもないじゃないか。

　こんなボケッとした子にマティアスを取られただなんて。しかも今は魔力を封じられていると言う。それじゃ何の取とり柄えもないただのお荷物じゃないか。

　心の中で思い切り悪態をついた。

　しかしフィオナは鋭い観察眼と豊かな知識で、団員たちの魔術の向上に励んでいく。そして自分も指摘を受けてしまい、見たこともない紋様を勧すすめられる。

　ムカつくけれど、第一魔術師団の一員として能力向上に努めるために渋々受け入れた。

　ある日の午後、中庭でフィオナの姿を見かけた。

　長い空色の髪をさらりと下ろし、藍色の半袖のワンピース姿でベンチに座って空を眺めている。

　ただそれだけなのに絵になるような綺麗さで、心の底からムカついた。だから泥水をかけて汚してやった。

　フィオナは怒ることもなくキョトンとする。そして、『できれば頭から水をかけてくれると嬉しいんだけど』などと淡たん々たんとお願いをしてきたのだ。

　イラッとして無言でその場から走って逃にげた。でもすぐに気になって、遠くからこっそりと覗いて様子を見ることに。

　しばらくするとグレアムが通りかかり綺麗にしていたので、少しだけホッとした。

　そして現在、魔力をほんの少しだけ使えるようになったというフィオナと手合わせをすることになり、ボロ負けした。

　魔術式の構築速度も正確さも自分とは比べ物にならないほどで、全く太た刀ち打うちできなかった。神器の有う無むどころか魔力の量すら関係なく、フィオナは強かったのだ。

　悔くやしくて涙で前が滲にじむ。

「っっ、嫌きらいっ。マティ兄を一人占じめするアンタなんて大っ嫌いっ！」

　ミュリエルは震ふるえる声でフィオナに言い放つ。

「マティ兄……マティアスのこと？」

　フィオナは少し困った顔で静かに質問する。

「そうよ。私にとってお兄ちゃんみたいな存在だったのに、アンタが来てから構ってくれなくなったのよ。一緒に食事もしてくれなくなったしっ」

「構って……」

　フィオナは口に手を当てて下を向いて少し考え、そして顔を上げてミュリエルの顔を見た。

「あなたは私が敵だったから嫌っているわけじゃないってことで良いのかな？　私のこと恨んでないの？」

「はぁ？　当たり前じゃない。今はもう敵じゃないんだから。アンタの境きょう遇ぐうには同情したし。そんなの関係なしにムカついてるって言ってんの！　マティ兄を独占しないでよっ」

　ミュリエルは眉を吊り上げながらわめき散らす。

「そっか……関係ないのかぁ」

　フィオナは安心し、目の前で散々わめかれているにも拘かかわらず微笑んだ。

「っんなっっ。何で笑ってんのよっ！」

「だって。ホッとしたから」

「何でホッとしてんのよ」

「何でって言われても……」

「少しは怒んなさいよ」

「えー……怒る理由ないよ」

「いろいろあるでしょうがっ！」

「あーはいはい。続きは訓練が終わってからにしなさい。さっさとそこどいて！」

　ミュリエルがわめくのは想定内だが、温度差の激しい言い合いが始まった。これは収しゅう拾しゅうがつかなそうだとレイラは割って入り一喝する。

　二人は急いで対戦場から待機場所に戻った。フィオナは左の方へと歩いていくので、ミュリエルは正反対へ行く。

「フィオナさん、すごかったよ」

「ほんとな。みみっちい魔術の連発だったけど、発動速度えげつないなオマエ」

　ニナに褒められ、グレアムにも言い方はともかくとして感心される。他にもちらほらとお褒めの言葉をもらい、フィオナはちょっぴり恥ずかしくなって、へへと笑った。

　ミュリエルは遠く離れたところで、ムスッとした顔で腕を組みながら佇たたずむ。

　他の団員の手合わせを見ていると、苛々した気持ちは段々と治まっていって、もういいやという諦めの気持ちに変わっていった。

　訓練が終わると、ミュリエルはさっさと部屋に帰ってしまったので、フィオナは声をかけそびれた。

　仕方がないので自分も部屋に戻り、シャワーを浴びて着替えた。

　その後、四階へと行き、レイラから場所を聞いたミュリエルの部屋の前までやって来て、扉をノックする。

「フィオナです。今いいかな」

　声をかけても返事はなかったが、数秒後に扉がゆっくりと開き、隙すき間まから気まずそうに目を細めるミュリエルが顔を出した。

「……何よ」

「話がしたいんだけど」

「……分かった。入って」

　扉が大きく開かれたので、フィオナは部屋に入った。

　ミュリエルは扉をパタンと閉めると、そのままもたれかかる。そして目を逸そらしながら口を開いた。

「泥水をかけて悪かったわね。アンタにつっかかることはもうしないよ。皆みんなの迷惑になることはもうしないで、同じ第一の仲間として協力してやっていきたいと思ってるから」

　ミュリエルは不ふ貞て腐くされながらも謝罪した。彼女はカッとなりやすい性格であることは自覚している。

　第一魔術師団の一員としての誇ほこりも持っているので、和を乱すような行こう為いは本当はしたくなかった。フィオナは何も悪くないということも頭では分かっている。

「ありがとうミュリエル。私もあなたとはうまくやっていきたい。あのね、私も謝りたいことがあって来たんだ。今までマティアスを独占しててごめんなさい」

　フィオナはペコリと頭を下げた。

「マティアスは私の監かん視し役やくだったから、ずっと世話を焼いてくれていたの。監視が必要なくなった今でも気にかけてくれて、一緒に食事をしてくれるけど、それはもう必要ないって言っておくから」

　本当はそんなことを言いたくないし、一緒に過ごせなくなったら寂しくなる。

　けれど仕方がないと諦める。優しさに甘えることはもうやめて、ミュリエルへ大切なお兄ちゃんを返すことにする。後から来た自分が我が慢まんしないといけないから。

　フィオナは少し寂しそうに笑みを浮かべた。

「これからもよろしくね。それじゃ」

　フィオナは部屋を出ようと扉へと向かったが、ミュリエルは扉の前から動こうとしない。

「……あのさ、べつにアンタ……フィオナがマティ兄と仲良くしててもいいよ。フィオナにとってもマティ兄は大切な人なんじゃないの？」

　ミュリエルは少し俯うつむきがちに尋たずねた。

　気にくわないからといって、二人の恋こい路じの邪じゃ魔まをするほど野や暮ぼではない。

　フィオナとマティアスが相思相愛なのは、傍はたから見ても明らかなのだから。

「うん、そうだね。マティアスは私にとってお母さんみたいな大切な人だよ」

　少しも考えることなくそう言い切って、ふんわりと微笑むフィオナ。

　何だかおかしな返答がきた。ミュリエルは大切な人と言ったが、そういう意味で言ったわけではない。

「は？　お母さんって……いやさ、せめてお兄ちゃんじゃない？」

「ううん。お母さんだよ。お母さん以外の何者でもないよ」

　フィオナは少しも引かない。現時点では彼女の中ではマティアスはお母さん、それはもう揺ゆるぎないようだ。

　ミュリエルは唐とう突とつにマティアスが可哀かわい想そうに思えてきた。そしてなぜこんな子に腹を立てていたのだろうと脱だつ力りょくする。

「……あー、うんそっか。それならさ、私たち二人とも我慢しなくていいじゃん。お兄ちゃんとお母さんだもん」

「なるほど。そうだね、役割が違うもんね」

　無理やりな理り屈くつにすんなりと納得して頷うなずくフィオナに更さらに脱力感は増す。

「……私バカみたい」

「え？　何で？」

「あー、うん。こっちの話だから気にしないで」

「？」

　ミュリエルは、このぼんやりとした鈍にぶい子がマティアスの想おもいを受け入れる日は来るのだろうかと心配になった。




　二人はしばらく話をしていたが、昼食の時間になったため一緒に食堂へ向かった。

「フィオナ何食べんの？」

「どうしようかな。甘いの食べたいな」

「それは食後にしなよ。ちゃんと野菜とかいろいろバランスよく食べなきゃ」

「ミュリエルお母さんみたい」

「私までお母さんにするのやめてくれる？」

「はーい」

　フィオナは言われた通りに、栄養バランスのよさそうな定食を選んだ。

　二人並んでカウンターで注文の品を待つ姿に、居合わせた第一魔術師団の面々は口元に笑みを浮かべた。

　何だかんだ言いながらも二人向かい合わせに座って食事を始める。

　しばらくすると、任務から戻ったマティアスが食堂にやって来た。そして食事を載のせたトレーを運んでくると、自然とフィオナの隣に座った。

「お帰り」

「ただいま。ミュリエルと仲良くなったのか」

「うん。さっき仲良くなったの」

「そうか」

　マティアスの表情はゆるゆるに緩み、その目は愛しそうにフィオナを見つめている。

　ミュリエルはパスタを口に運びながらジト目で二人を見た。

　こんなにあからさまなのに、『お母さん』などとフィオナは思っているだなんて信じられない。頰ほお杖づえをつきながらはぁーと大きな溜ため息が出てしまう。

　兄のように慕っている男が、急に残念な男に見えてきてしまったではないか。

　フィオナはそんなミュリエルの心中など知らず、二人の仲を取り持とうと、マティアスにお願いごとを持ちかける。

「あのねマティアス、私がここに来る前みたいにミュリエルと接してあげてほしいの」

「んなっっ」

　ミュリエルは突とつ然ぜん自分の話が出てきたことに驚き、カシャンッとフォークを皿の上に落とした。

「ん？　どういうことだ？」

　マティアスにじいっと見られ、説明を求められたミュリエルは動どう揺ようした。

「ひえっ……やっ、あのっ、その……えっと」

　とっさに言葉が出てこない。ずっと言いたかった言葉があるのに。

『もっと自分を構ってほしい』何度も言おうと思っていたその言葉は、いざ面と向かうと喉の奥でつっかえてしまった。

　顔を赤くしてアワアワとしているミュリエルを見て、フィオナはマティアスにずいっと顔を近づける。

「あのね、マティアスがずっと私に付きっきりだったから、ミュリエルは兄のような存在に放っておかれて寂しかったみたいなの。だからもっとミュリエルを構ってあげてほしいんだ」

　ミュリエルが言えずにいることは、フィオナが代弁して全て伝えた。

　ミュリエルは恥ずかしい気持ちとホッとした気持ちが入りまじり、恥ずかしさの方がものすごく強くなって唇くちびるをキュッと結んだ。

「あぁ、そういうことか」

　マティアスは理解した。確かにここ最近、自分はフィオナにばかり構っている。

　ミュリエルは幼い頃から自分を兄のように慕ってくれていたので、妹のように可愛かわいがってきた。しかし彼女はもう十七歳だ。そろそろ兄あに離ばなれをするだろうとこれを機に構わなくなっていたが、それで寂しい思いをさせてしまっていたのなら申し訳ないなと反省した。

「すまなかったな、ミュリエル」

　そう言って前に手を伸のばし、優しく頭を撫なでた。

　ミュリエルにとっては久しぶりの感覚だった。昔からよくこうやって撫でてもらっていたのだ。

「……うん」

　これだけでもう寂しかった気持ちは薄うすらいでいく。

　マティアスに頭を撫でられ、顔を赤くしながらも穏やかに笑うミュリエルを見て、フィオナは安あん堵どした。自分のせいで離れていた距きょ離りが元に戻ったようで一安心だ。

　それにしても良いなと羨うらやましい気持ちが湧わいてきて、ようやく食事をとり始め、肉を切り分けている隣の手をじいっと見た。

「どうした？　肉欲しいのか？」

　マティアスはフィオナのちょっとした仕草も見み逃のがさない。

「ううん、お肉は狙ねらってないよ」

　そう言って視線を目の前の食事に移して、黙々と食べ始める。

　その様子から、何となく察したミュリエルがマティアスに言う。

「もしかしてさ、フィオナもマティ兄に撫でてもらいたかったりして」

「そうなのか？　今から撫でるか？」

「えっと……」

　思わぬ申し出にフィオナは少し悩む。せっかくミュリエルが喜んでいたのに、自分も同じようにしてもらっていいのだろうか。だけど撫でてほしくてたまらない。

「遠慮しなくてもいいんだぞ？　何の手間でもないからな」

　マティアスは、どうしようかと口をつぐんでいるフィオナの顔を覗き込む。

（……どうしよう）

　ちらりと前の席のミュリエルの顔を窺うかがうと、『撫でてもらいなよ』と言いたげな顔で微笑んでいた。そっか。彼女が良いのなら良いのかと、フィオナは素直になることにした。

「……うん。えっとね、私も撫でてほしいの」

　俯きながらそう言うと、すぐに大きな手に優しく撫でてもらえた。嬉しくてフィオナはえへへとはにかんだ。

「ありがとう。撫でられるのっていいね」

「……そうか」

　彼女は満足気に最後の一口を食べ終えて立ち上がり、食後のデザートを取りに行った。

「マティ兄大変だね」

　ミュリエルはフィオナの後ろ姿を見ながら、同情を込こめて労りの言葉をかける。

　マティアスは苦笑いした。

「分かってくれるか」

「うん。分かってないの本人だけだと思うよ」

「……そうか。そうだよな」

　やっぱりそうだよなと肩を落とした。







　フィオナの魔力が少し戻ってから数日が経った。

　今日も朝から迎えに来たマティアスと、食堂で向かい合わせで席に座っている。シロップの入った器うつわを手に取ったところでルークがやって来た。彼はマティアスの右みぎ隣どなりに座った。

「はよっす。フィオナさんは今日も朝から甘あま々あまっすか」

「おはよう。魔力を使うようになったから、甘いの食べないと調子出なくて」

　そう言ってパンケーキとフルーツが浸ひたるほどシロップをかけた。ナイフで小さく切り分けると、シロップの中を泳がせてしっかり絡からめてから口に運ぶ。

　とにかく甘くて頰が緩む。

「うっわぁ」

「うげ……」

　自分の背後からボソボソと声が聞こえてきたので、フィオナは後ろに顔を向けた。

「ミュリエル、グレアム、おはよう」

「おはよ。朝から何てもの食べてるのよ」

「はよ。見てるだけで胸焼けしそうだな」

「美味おいしいよ」

　ミュリエルはマティアスの左隣、グレアムはフィオナの右隣に座る。

　いろんな人に囲まれている。フィオナはそれがすごく嬉しくて、シロップが滴したたり落おちる甘い甘いパンケーキを口に放り込んで幸せそうに笑った。

「マティ兄……気持ちは分かるけどさ、あれはさすがにかけすぎだって。言った方がいいよ」

　フィオナには聞こえないような小さな声で、マティアスの耳元に訴えかける。

「昼と夜はきちんとバランス良く食べているようだから、朝くらいは好きにさせてやれ」

「ミュリエルさん、マティアスさんの朝の楽しみを奪うばったらダメっすよ。グレアムさんみたいに酷い目に遭うっすから」

　隣の二人の会話にルークも交ざり、ヒソヒソ声で警告する。

　前の席にいるグレアムは、自分の名前が聞こえた気がして睨んだ。

「オマエら何の話してんだ。コソコソすんじゃねぇよ」

「何でもないっすよ」

「そうそう。半殺しにされたくないって話よ」

「んだと、オマエだって泥水かけただろうがよ」

「っっそれはっ……」

「ちょっと待て、泥水と言ったな。詳しく聞かせろ」

　フィオナが泥水をかけられたことは内緒にされていたので、マティアスは初耳なのだ。

　隣から発せられた低い声にミュリエルの体はビクッと跳はね、ルークはあちゃーという顔になった。

　皆仲良しだなぁ。喧けん嘩かをしているのにギスギスとした空気は少しもなくて、居い心ごこ地ちがいいなんて不思議だなぁと、フィオナは穏やかに微笑む。

　騒さわがしい彼らを眺めながら、朝食の時間を楽しんだ。

「マティアス、ミュリエルに酷いことしないでね。そんなことしたら嫌いになっちゃう」

「ぐっ……」

　ミュリエルに詰つめ寄っているマティアスに、釘くぎを刺すことは忘れない。




　午後になると、フィオナはバケツを手から下げ、モップを担かついで廊下を行く。

　汚れてもいいように黒い七分丈たけズボンに黒いシャツを着て、髪は高い位置でお団子にしている。今から魔術師の拠点であり宿舎である、この建物の廊下と階段の掃そう除じを始めるのだ。

　任務を受けられないフィオナは訓練と自室の掃除以外の予定がなく暇ひまをもて余していた。今までは監視が必要だったけれど、今は敷しき地ち内なら一人で自由に動けるのだ。

　何でもいいので仕事が欲ほしいとレイラに掛け合い、掃除という仕事をもらったのである。掃除係がちょうど一人辞やめたというタイミングだったらしい。

　まずは柄えの長いハタキで天てん井じょうをパタパタ。定期的にしないとクモの巣が張るようだ。

　その後は窓ガラスを拭ふいていき、廊下をモップがけする。階段をモップがけしながら下りていくと、次は下の階の掃除。そこも終わると更に下の階だ。

「ふぅ」

　途と中ちゅうで額の汗を袖そでで拭ぬぐう。魔術は一切使わずに行うので、なかなか大変である。

　頑張って一階まで掃除し終えると、今日のお仕事は終了だ。

　喉が渇かわいたので食堂へ行き水を飲む。この後は中庭のベンチでボーッとする予定だ。

「フィーちゃんおいでおいで」

　提供カウンターにいる女性に手招きされたので向かうと、小さな紙包みを手て渡わたされた。

「はい、これ甘いからお食べ」

「ありがとうおばちゃん」

　中身が何かは不明だが、受けとってお礼を言った。

　中庭のベンチに腰かけて、先ほど受け取った紙包みを開いてみると、そこには宝石のような形をした飴あめが入っていた。ピンク、水色、黄色、紫むらさき色いろと色いろ鮮あざやかで、食べるのが勿もっ体たいないほど綺麗だ。もちろん食べるけれど。

　一つ摘つまんで口に放り込む。掃除で疲れた体に甘さが染しみ渡って、今日もいい日だなぁと空を見上げた。
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　マティアスがフィオナと出会ったのは、今から一年と少し前のこと。

　この国が保有する魔ま鉱こう山ざんに帝てい国こくの魔ま術じゅつ師したちが来るようになり、魔ま石せきを略りゃく奪だつするようになった時だ。

　第一魔術師団や第二魔術師団、騎き士し団だんで定期的に巡じゅん回かいし、追おい払はらうことに決定したのだが、彼らは逆に追いやられてボロボロになって帰ってきた。

　一人の魔術師が強すぎて、どうにもならなかったと言う。

「あの女ヤバすぎ。涼すずしい顔して特大魔術どんだけ放ってくんだよって感じ。オマエどうにかしろよ」

「ムリムリっ！　マティ兄ぐらいしか相手できないってあの子」

「どれだけ魔術を放っても、魔ま力りょく切れしないみたいなのよね。私たちじゃ無理よ。あなたがどうにかしてくれるかしら」

　戦った者たちは皆みな、口を揃そろえてマティアスにどうにかしろと言ってくる。

　その魔術師は二は十た歳ちにも満たないほどの女性らしいが、とにかく桁けた違ちがいの強さだと言う。彼女が描えがいた魔ま法ほう陣じんは金色に輝かがやいていること、金色に光る腕うで輪わを装着していることから、神器の使い手だと推測された。

　それならもう本当に、彼が相手をするしかない。

　しかし、敵がいつどの場所に現れるかは不明なのだ。彼は一番質の良いい魔石が大量に採れる国の北側の魔鉱山を巡回することになった。




　待ち構えて三日後、ようやく彼の前に帝国の魔術師たちが現れた。

　黒いローブ姿の魔術師たちの中で、ひときわ目立つ人物がいる。

　空色の髪かみをした凛りんと立つ女性、皆が言っていた金色の腕輪を持つ魔術師は、彼女で間ま違ちがいないと判断した。

　彼女の容姿について、皆が口を揃えて美しいと言っていたが、マティアスも確かに美しいと感じた。だがそれだけ。それ以上の感情は持たなかった。

　彼はモテるため女には不自由していない。あまり愛あい想その良い方ではないが見目はいいため、向こうから勝手に寄ってくる。

　その時の気分で軽くあしらったり少し相手をしたりと、自由気ままにしていた。

　一人に固こ執しつしたことのない彼がわざわざ敵国の女性を好きになるなど有り得ないのだ。




　共に待ち構えていた第二魔術師団の者たちが攻こう撃げきを仕し掛かけるが、全て彼女が放った魔術によって相そう殺さいされていく。

　尋じん常じょうじゃない速度で、大型の魔法陣を描いていく姿を目まの当あたりにし、これは誰だれも太た刀ち打うちできないはずだと納なっ得とくする。

　話には聞いていたが実際目にすると本当に見事で、敵ながら感心していた。

　マティアスの持つ蒼あおい神器はありとあらゆるものを斬きり裂さく剣けんだ。

　彼女の描く魔法陣や放つ魔術を片かたっ端ぱしから斬り裂いて消しょう滅めつさせていく。

　そしてマティアスの放つ斬ざん撃げきも、幾いく重えにも重ねた岩がん壁ぺきや魔術障しょう壁へきによって、ギリギリ彼女には届かない。

　二人の戦いに決着がつくことはなく、帝国側は渋しぶ々しぶ撤てっ退たいしていった。

　エルシダ王国の国王は平和主義者なので、こちらから攻せめ入いることは決してしない。

　文書による抗こう議ぎしか行わなかったため、調子に乗った帝国は幾いく度どとなく略奪を試みて攻めてきた。

　マティアスがその場に居合わせた時は、必ず彼が彼女の相手をした。

　二人が一対一でやり合う周りでは、帝国の魔術師たちと王国の魔術師たち、騎士たちが戦っている。

　王国側の方が実力者が多く、帝国側はいつも押されぎみだ。

　そうなると彼女はマティアスと戦っているにもかかわらず、仲間の援えん護ごをし始める。

　そのため自身の防ぼう御ぎょが疎おろそかになり、刃やいばを受けてしまうこともしばしば。

　片足を切断され、早々に撤退を余よ儀ぎなくされることもあった。




　とある日の休日、帝国がまた攻めてきたとの情報が入り、マティアスは休日返上で駆かけつけた。辿たどり着ついた時にはすでに味方は彼女の攻撃によりボロボロになっていた。

　マティアスはいつものように彼女の相手をする。ふと近くで戦う仲間に目をやると、魔力切れになり帝国の魔術師に止とどめを刺さされそうになっていた。

　危ない。そう思った瞬しゅん間かん、仲間を守るように魔法陣が現れ、帝国の人間が吹ふき飛とばされていった。

　良かった、仲間が援護をしてくれたようだ。そう思ったと同時に目の前の女性の顔が歪ゆがんだ。腹部を押さえて苦しんでいるように見える。

　どうしたのだろうとマティアスは思ったが、すぐにいつもの無表情に戻もどったので、彼はその時はそれ以上何も気にすることなく戦った。

　それ以降、マティアスは彼女が急に苦痛に顔を歪めるところを、何度か目もく撃げきするようになる。

　さすがに何かがおかしいと疑問に思うようになり、彼は注意深く観察し始めた。

　そうして気付いたことは、味方が命の危険に晒さらされた時には必ずどこからか援護が入り、必ず目の前の女性は苦しみだすということ。

　わざわざ白く光る魔法陣を描いて、気付かれないようこっそり敵の援護をしているのか？　彼女は本当は戦いたくないのではないか？

　マティアスはそれを確かめるため、彼女が放った風の刃を防御することなく受けてみることにした。

　手首から下をなくす程度で済ませるつもりでいたのだが、軌き道どうを読よみ違ちがえてしまい、左腕を肩かたから切り落とされてしまう。

　……しまった。やめておけばよかった。

　一いっ瞬しゅん深く後こう悔かいしたが、その考えは彼女の驚おどろいた顔を見て瞬時に消え去った。

　ピタリと動きが止まり、明らかに動どう揺ようして泣きそうな顔になっている。

　その目に段々と涙なみだが浮うかんできたことにより、マティアスはたまらず口元を緩ゆるませた。

（なんだこの子、可愛かわいすぎる）

　すぐ近くにいた魔術師がマティアスを守るように魔術障壁を張り、側で控ひかえていた治ち癒ゆ士しが止血した。

　その場で完全に治癒することはできないので撤退することにしたが、彼は自分が無事に撤退できるよう、苦痛に顔を歪めながら尽じん力りょくしている彼女の姿に、また口元が緩んでしまった。

　それからというもの、マティアスは敵である彼女を愛いとしく思うようになってしまった。

　彼女をどうにか仲間にできないものか。

　そう思い、呪じゅ印いん士しであるルークを戦いの場に同行させ、判断させることにした。

　ルークは自身の胸むな元もとに手を当てて魔力を流しながら、じっと彼女を観察する。

　そして帝国の魔術師たちが撤退した後、マティアスはルークに尋たずねた。

「どうだ？　あったか？」

「そっすね。腹部に呪印があったっす。彼女が苦しんでいる時には、ばっちり呪のろいが発動していたっす」

「やはりそうか……」

　何者かに命じられて嫌いや々いや戦っているのなら、どうにかしてこちら側に引き込めないだろうか。

　マティアスは国王に相談した。相談と言うよりは決意表明と言うべきだろうか。

　誰にも文句は言わせまいと、持て余していた自身の権力を活用することにした。

「俺はあの子を仲間にして、ここに連れてくるつもりでいます。誰にも邪じゃ魔まはさせません。文句があるなら誰だろうと相手をしてやりますから、そのつもりでいてください」

　高らかにそう宣言すると、国王はフッと笑い、『好きにしなさい』と投げやりに言った。

　許可を得たマティアス。そうと決まれば、彼女がここで暮らす部屋を確保しなければ。

　どうせならいい部屋にしようと、五階という微び妙みょうな場所にあるため、たいして使われることなく持て余されていた特別室をいただくことにした。

　寝しん具ぐや衣類などはレイラに相談しながら手配し部屋を調える。そうしていつでも彼女を迎むかえ入れられるようにした。

　後は説得するだけだ。彼女が現れたと連れん絡らくを受けたマティアスは、ルークを引き連れて現場に向かった。

　到とう着ちゃくしてさっそく、彼女が描き出していた大量の魔法陣を斬きり裂きながら、ゆっくりと近づいていった。

　少し手て荒あらになるだろうが、まずはどうにかしてルークに呪印を施ほどこさせて無力化させ、それから話をするつもりでいた。

　しかしまだ何もしていないのに彼女はぐらりと前に倒たおれていく。

　マティアスは慌あわてて駆け寄り受け止めた。何かあったのかと少し焦あせったが、彼女の呼吸は正常で表情も穏おだやかなのでホッとした。

「ルーク、気を失っているようだから今のうちに枷かせを付けろ」

「了りょう解かいっす」

　何ともあっさり魔力封ふうじの枷を取り付け、腹部の呪印もその場で解除させ、彼女をその腕うでに収めた。

　話し合いができなくなってしまったが仕方ない。またとないチャンスなのだからこのまま連れ帰ろう。マティアスはそのままひょいと抱だき上あげた。

「さて、帰るとするか」

「なんにも話し合いしてないっすけどいいんすかね。これ拉ら致ちっすよ」

「煩うるさい。話は帰ってからでいいだろう。さっさと行くぞ」

「はいはい、もう知らないっす」
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　その場は他の者たちに任せて、マティアスは呆あきれ顔がおのルークと共にさっさと帰った。

　連れ帰って部屋のベッドに寝ねかせると、女性の魔術師を呼んで、彼女を着き替がえさせるよう頼たのむ。呪印はその時に見つけたことにした。

　あとは彼女が目を覚ますのを待つだけだ。マティアスはベッド横の椅い子すに腰こしかけてその時に備えていたが、結局その日は目を覚ますことはなかった。

　他人に危害を加えないという保証はないため、渋々鎖くさりで繫つないで部屋を後にする。




　翌日、マティアスは朝から彼女の部屋を訪おとずれたが、彼女はまだ眠ねむっていた。それからも何度か部屋を訪れてみたものの、一向に起きる気配はなかった。

　大だい丈じょう夫ぶなのかと心配になったが、医者や治癒士によると体のどこも悪くないという。本当にただひたすら眠っているだけのようだ。

　マティアスは昼食をとりに食堂に行き、その後また部屋を訪れることにした。

　まだ寝ているだろうなという気持ちで部屋の扉とびらを開けて中に入る。

　ベッドにちらりと目をやると、何と彼女は座っていた。ばっちり目が合い、しばし固まるマティアス。

「……すまない。起きていると思わなかったから、ノックもせず入ってしまった」

　とっさに謝罪を口にする。

　──さて、この子はどんな反応を示すのだろう。

　今はどういう状じょう況きょうなのかと疑問を口にするだろうか。いきなり不満や文句をぶつけてくるだろうか。それとも敵とは口を利ききたくないとそっぽを向くだろうか。

　どんな反応でも、納得し信用してもらえるまで、彼は根気強く説明をするつもりでいる。

　しかし彼女は何とも穏やかに、そして見た目のイメージとはかけ離はなれたのんびりとした口調で話しだした。

「えっとね、そんなこと気にしないから大丈夫だよ。そもそも敵に気を遣つかう必要はないと思うの」

　マティアスは再び固まった。あれ？　何か思ってた感じとだいぶ違うぞとなる。

　もっとクールでスッキリとした口調をイメージしていたが、とてつもなくゆっくりでのんびりだ。

　だがしかし何というか、これはこれで……いや、むしろグッときた。かなり可愛い。ちょっと抜ぬけた感じでだいぶ可愛い。

　表情は崩くずさず、心の中で絶賛する。

　マティアスが丁てい寧ねいに接していることをおかしく思ったらしく、彼女はクスッと笑った。

（……可愛いな）

　自身に刻まれていた呪印を解いてもらえたと知り、ふんわりと微笑ほほえんだ。

（めちゃくちゃ可愛いな、おい）

　お腹なかをきゅるると鳴らしているので食事を用意すると、すごく感謝され、幸せそうな顔で食べ始める。

　彼女が呪印に縛しばられながら帝国で不当な扱あつかいを受けていたと知り、マティアスは決意した。今まで辛つらかった分、ここで俺が甘やかしまくってやろうと。

　そうしていつしか『お母さんみたい』だなんて言われて、ショックを受けることになるのだが、それも仕方ない。

　自分の想おもいを伝えれば、男として意識してもらえるようになるかもしれない。だけど今はまだ伝えないでおく。

　助けられた恩返しになるなら、日ひ頃ごろのお礼になるなら。彼女はそんな気持ちで想いを受け入れそうだから。

　初めて心から惹ひかれる女性に出会い、大切にしたいという感情が溢あふれて止まらない。

　マティアスはひたすら彼女を愛し甘やかしていこうと決めた。

　彼女の中で、異性として意識される存在になる日が来ることを願いながら。
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　王国の諜ちょう報ほう部隊が仕入れた情報を基に、マティアスは盗とう賊ぞく団だんを捕とらえるべく馬を走らせていた。

　その眉み間けんには深い深いシワが刻まれており、これでもかと殺気を垂れ流している。

　共に向かっている魔術師は二名。レイラと二十代後半の男性だ。捕らえた者たちを運ぶための馬車二台も後に続く。

　盗賊団が根城にしているという山小屋が見えてきたところで三人は馬を木に繫ぎ、歩いて向かった。

「ねぇ、あなたずいぶん機き嫌げんが悪いみたいだけど、一人も殺さないでよ」

「君を止められなかったからって始末書を書かされた上、減給されるのはごめんだからね」

　二人から念を押され、マティアスの機嫌は更さらに悪くなる。

（あぁ……面めん倒どうくさいな）

　魔ま物ものが相手なら瞬しゅん殺さつしてそれで終わりなのに、相手が人間だとそうはいかない。

　今から捕らえる予定の盗賊団は、いくつもの罪を重ねている凶きょう悪あくな団だ。盗ぬすみと殺しを繰くり返かえしているため死し刑けいはほぼ確実だが、団の中には強制的に働かされている者や、一度も手を汚よごしていない者がいるかもしれない。

　真実しか口にできない呪印によってそれを明らかにした上で、各おの々おのに罰ばつを与あたえるため、生きたまま捕らえなくてはいけない。とてつもなく面倒な任務なのだ。

　マティアスは今日は休日だったのだが、他に手が空いている人間がいなかったため休日返上となった。

　本当なら今いま頃ごろは、フィオナと猫ねこ喫きっ茶さで寛くつろいでいたはずなのに。

　猫を愛めでている彼女を愛でるという楽しみを奪うばわれ、マティアスの腸は煮にえくり返っている。

（くっそ、はた迷めい惑わくな盗賊どもめ。全員切り刻んでやりたい）

　もちろんそれは我が慢まんするが、イライラが治まらない。せめて短時間でさっと終わらせ、ホームに帰って彼女と少しでも町歩きを楽しめないか。

　よし、今日の自分自身の幸せのために、それは必ず実現させよう。

　彼は頭の中で、より早く終わらせるためのシミュレーションを行う。

　盗賊どもと対たい峙じしたら、まずは迅じん速そくに武器を破は壊かいし、戦う術と戦意を喪そう失しつさせて、全員気絶させてから縄で縛り、馬車に詰つめ込んで……いや、魔術の扱いに長たけた者がいたら、攻撃を斬り裂きながら気絶させないといけないのか。

　あぁ、面倒くさい。面倒くさすぎる。一度でさっと終わらせたいのに。

　そこで彼ははっと気付いた。

（そうか。一度で済ませればいいのか）

　怒いかりに侵おかされていたマティアスの目に、少しだけ光が宿った。




　山小屋前に到着すると、盗賊たちはずらりと外に出で揃そろい待ち構えていた。

　報告では十五人前後という話だったのだが、三十人以上はいる。

　よくもまぁ、大きめといえどこんな山小屋に、むさくて暑苦しい男どもが住み着いていたものだと、中での生活を考えてマティアスは絶句した。

「なんだぁー？　これだけかよ」

「たった三人ぽっちとは、オレらも舐なめられたもんだな」

「ヒャハハ、びびって声も出ねぇみたいだぞ」

「女はまだ殺すんじゃねぇぞ」

「おっ、なかなかいい女だなぁ。今日は楽しもうぜぇ。ウへへ」

　薄うす汚よごれた見るからに頭の悪そうな男たちが、口々に言葉を発する。

　不快な言葉と舐め回すような視線にレイラは顔を歪めた。彼女は下品な男が大だい嫌きらいだ。

「消し去ろうかしら……」

「こらこら、団長までキレてどうするんですか。頼むから冷静になってくださいね」

　男性魔術師は呆れて目を細めた。

「大丈夫だ。俺に任せてくれ」

　マティアスはそう言うや否いなや、二人よりも数歩前に出て、右手で腰こしの剣を引き抜く。

　そして一いっ閃せん。

　ザンッ。盗賊たちの頭上数センチを、横一文字の蒼い線が走った。

　ズズーン。背後から響ひびく轟ごう音おんに盗賊たちが振ふり返れば、そこにあったはずの木々や大岩の上半分が、綺き麗れいに横に真まっ直すぐ同じ高さで切り取られていた。

「同じ目に遭あいたくなかったら、武器を捨てて大人しく縛られろ。隙すきをつけると思うなよ。少しでも抵てい抗こうしたら真っ二つになると思え」

　蒼い剣の切っ先を前に突つき出し、殺気を込こめて命じれば、従わない者などいなかった。

　さっさと全員縄で縛った後は、まとめて一気に気絶させ、山小屋前に呼びつけた馬車に盗賊たちをぎゅうぎゅうに詰め込んだ。

「よし、帰るとするか」

　マティアスは晴れやかな顔で帰路についた。
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　休日だというのに、フィオナはホームの廊ろう下かを掃そう除じしていた。急きゅう遽きょマティアスに任務が入ったため、お出かけがなくなってしまったのだ。

（猫……）

　可愛い猫と触ふれ合あいたかったなぁと、しょんぼりしながらモップがけをする。

　せっかく彼が猫喫茶を予約してくれたのに、キャンセルになってしまった。残念な気持ちを紛まぎらわせるために、午後からせっせと掃除していた。

「フィオナ」

　三階の廊下を綺麗に仕上げたので、下に下りながら階段をモップがけしていたところで、下から声をかけられた。

　くるりと後ろを向いて下方に目をやれば、階段下に私服のマティアスの姿。

　夕方まで戻って来られないと聞いていたのに、予定よりずいぶんと早い帰りだ。

「お帰りマティアス。早かったね」

　嬉うれしくなって、モップを壁かべに立てかけて急いで駆け下りようとしたが、足がもつれてバランスを崩し、前にぐらりとなる。

「あ」

　落ちる。何とか踏ふみとどまろうと頑がん張ばってみたが、体勢が変わっただけの無む駄だな努力に終わり、後ろ向きで落ちていった。

　自身の体を浮かせるほどの魔力は今は使えない。そして、うまく受け身を取れる身体能力は元々持ち合わせていない。

　すかさずマティアスは強く踏み込んで跳ちょう躍やくし、彼女を両りょう腕うでですっと抱き上げる。一度足を階段に着けてもう一度跳躍すると、踊おどり場ばへと降り立った。

　落とさないように大切に、そしてせっかくなので堪たん能のうしようとしっかりと抱き寄せる。

　いつの間にか逞たくましい腕と胸むな板いたに包まれていて、フィオナはキョトンとなった。

「ありがとうマティアス。すごい早はや業わざだね」

「あぁ、気をつけるんだぞ」

「うん」

　その場に下ろしてもらい、足を床ゆかに着けてへへへと笑った。

「今から町に行かないか？」

「わぁ、行きたい。掃除道具を片付けたらすぐに着替えてくるね」

「それでは食堂で待ってるから、準備が終わったら来てくれるか」

「うん、分かった」

　フィオナがモップを肩に担かつぐと、彼は自然とバケツを手に持った。

「ありがとう」

「きちんと手すりを摑つかみながら下りるんだぞ」

「はーい」

　さっき落ちたばかりなので、素す直なおに従った。二人はどこに行こうかと話しながら一いっ緒しょに階段を下りる。一階に着くとフィオナは彼からバケツを受け取って、さっとすすいでからモップと共に掃除用具入れに片付けた。

　そして自室へと戻るため、階段を駆け上っていった。もちろんしっかりと手すりを摑みながら。

　フィオナの姿が見えなくなると、マティアスは食堂へと向かいながら大きく溜ため息いきを吐ついた。

（やっぱり意識してもらえないか……）

　抱き上げてもキョトンとしただけで、ほんの少しも恥はじらいは見られなかった。

　いや、分かっていたことだから気にしても仕方がない。しかし、どうやったら男として見てもらえるようになるのだろうと悩なやむ。

　お母さんと言われるような行動を控えれば良いのだろうけど、彼女の世話を焼くことは止められない。それはもう生いき甲が斐いになっているのだ。

　食堂の窓まど際ぎわのカウンター席に座り、頰ほお杖づえをつきながら溜め息が止まらず。ふと視線を感じ目をやれば、提供カウンターにいる女性二人から視線を向けられていた。

　同情されているような、応おう援えんされているような、微妙な表情だ。

　食堂や掃除係など、この建物で働く女性たちはフィオナと仲が良い。二人に何か進展はないかと探さぐっては情報を提供し合い、男として見られていないことを憐あわれんでいるのだろう。

　腹が立つが、フィオナがここの人間たちと仲良くしながら楽しく過ごせていることは、喜ばしいことだ。なのでぐっと我慢する。




　その頃ころ、自室に到着したフィオナは、顔を赤くしながら着替えていた。

　彼の腕の温ぬくもりと逞しい胸板の感かん触しょくに、時間差でじわじわと恥ずかしさがわき上がってきたのだ。

　マティアスに抱き上げられてしまったという、初めての経験にドキドキが止まらない。

　実際はすでに何度か抱き上げられているのだが、どれも彼女の記き憶おくにはないのだ。

　気付いた時にはもう彼の腕の中にいて、端たん整せいな顔が間近にあってびっくりした。

（格好良かったな……）

　物語の中でヒロインを救い出すヒーローみたいな、いつもと違う男らしい格好良さを感じた。彼とあんなに密着したのは初めてで、逞しい腕に包まれた感覚に熱が治まらない。

　しばらくの間そうやって、胸むねの奥をもぞもぞとさせながら恥じらっていたけれど、着き替がえが済んで食堂で待つ彼の下に向かっている間に、どうにか火ほ照てりは治まっていた。

　そのため、本当はしっかりと意識してもらえていただなんて、残念ながらマティアスは知る由よしもなかった。
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　フィオナが第一魔術師団の一員となって一ヶ月が過ぎた。

　今日は朝食後、団員は各自それぞれ団長室を訪れていた。フィオナもくるように言われていたので、ニナに連れられてやって来た。

「フィオナ、これがあなたの今月の給きゅう与よよ。あなたは任務をこなしていないから皆よりは少ないけれど、団員の魔術力の向上に貢こう献けんしてくれて、ホームの掃除を頑張ってくれた分の給与よ。お疲つかれさま」

　団長であるレイラから茶色い封ふう筒とうを受け取ると、彼女は目を輝かせた。

「わぁ……初めての給与だ」

　その言葉にニナはホロリとなる。帝国ではどれだけ働いても一いっ切さい報ほう酬しゅうがなかったことは聞いていた。

「フィオナさん良かったね……！」

「うん。嬉しい」

　一緒に感動してくれたニナにぎゅっと抱きしめられた後は、ほくほくしながら自室へと戻った。

　ベッド横の椅子に腰かけて初給与を眺ながめ、マティアスの顔を思い浮かべる。

　これで少しだけ恩返しできるかな。彼が任務から帰ってくるのを心待ちにした。




　夕食前にマティアスはフィオナの部屋を訪れた。彼は任務の帰りに寄った店で買ったハンドクリームを手て渡わたす。

「最近手が少し荒あれてきたようだからな。掃除の後は特にしっかりと塗ぬっておくんだぞ。風ふ呂ろ上あがりもだ。乾かん燥そうしたまま放っておいたら酷ひどくなるからダメだぞ」

「ありがとう。ちゃんと塗るね」

　手荒れにまで気を遣ってくれるなんて、いつもながら本当に素す敵てきな世話の焼きっぷりだ。そんな彼に今日受け取った茶色い封筒を見せた。

「見て、初めての給与なの。今日もらったんだよ」

「そうか。良かったな」

　そう言ってフィオナの頭を撫なでる。彼女が喜ぶと知ってからは、事あるごとに撫でるようにしているのだ。

「いつでもいいから今度一緒に町に行きたいの。これでマティアスに何かお礼がしたいから」

「お礼など必要ないぞ。それは君が頑張って稼かせいだ金だろう。君自身のために使うべきだ」

　マティアスはやんわりと拒きょ否ひする。気持ちはとてつもなく嬉しいが、自分のために使わせるのは勿もっ体たいない。人生で初めての給与なら尚なお更さらだ。

　フィオナのためを思って断った。しかしその言葉で彼女はあからさまに肩を落として俯うつむいた。

「……そっか。初めての給与はマティアスのために使いたかったのに……ダメなんだ」

「ぐっ……」

　しょぼんと眉まゆ尻じりが下がり、紫むらさき色いろの瞳ひとみには涙が浮かんできた。彼は泣かせてしまったことを瞬時に後悔し、彼女の申し出を受け入れることにした。

「ダメなわけないぞ。そう思ってくれて嬉しいに決まっている」

　そっと頭を撫でて優やさしく語りかけると、フィオナは瞳を潤うるませたまま彼の顔を上うわ目め遣づかいで覗のぞき込む。

「それじゃ何か受け取ってくれる？」

「あぁ、もちろん」

　その言葉でぱあっと顔を綻ほころばせて喜びを表す。

　マティアスはお礼の品ではなく、彼女をそっくりそのまま受け取りたい気持ちをぐっと堪こらえた。




　それから三日経たち、さっそく出かける日がやってきた。フィオナはこの日は休みではなかったのだが、団員の一人と休日を交代することになり急遽休みになった。

　そうなるようマティアスが仕組んだことなど、彼女はもちろん知らない。

　朝食後、フィオナはミュリエルとニナを部屋に招き入れた。ミュリエルに『少しは着き飾かざるのよ！』と言われたけれど、彼女はそういうことには疎うとい。なので二人に見み繕つくろってもらうことにした。

　チェストから服をいくつか取り出すと、二人は迷うことなく清せい楚そな白いフレアワンピースを選んだ。袖そでと裾すそ部分はふんわりとシフォンになっている。

　汚してしまいそうだと、フィオナは一度も袖を通していないものだ。

　襟えりぐりが大きく開いているのでコロンとした青い石のネックレスを着ける。髪は耳の前を少し下ろして、残りはふんわりと編み込み後ろで丸く纏まとめ、花の形をした宝石が付いた髪留めを添そえる。軽くファンデーションを塗って頰ほおに淡あわくチークをぽんぽんと付け、唇くちびるにほんのりと赤いリップを塗った。

　あとは歩きやすいようストラップのついた藍あい色いろの靴くつに白い手て提さげバッグを添える。『羽織るものは持ったか』と必ず聞かれるはずなので、靴と同色のストールを準備しておく。

「ねぇニナ……どう思う？」

「完かん璧ぺきだね」

「だよね……」

　完成したお出かけスタイルに二人は大満足だ。フィオナも姿見で確かく認にんし、いつもより華はなやかな装よそおいに気分が上がる。

　右へ左へくるりくるりと回ると、白いスカートがふわりと揺ゆれた。

「ありがとう二人とも。何だかおしゃれですごく好き」

　お礼を言って、これから訓練へ向かう二人を見送った。

　部屋で迎えを待つ時間は何だかドキドキして、新しん鮮せんな気持ちがくすぐったくなる。

「フィオナ、もう行けそうか？」

　数分後、マティアスが部屋を訪れた。フィオナは扉を開けてひょっこりと顔を出す。

「うん。準備はできてるよ」

　扉の隙すき間まからは顔しか出ていないが、明らかにいつもより華やかで、彼はおや？　となる。そして部屋から出てきた姿に衝しょう撃げきが走った。

　ふんわりと美しく着飾った姿に言葉が出てこず、彼は呆ぼう然ぜんと立たち尽つくす。

「ミュリエルとニナがおしゃれにしてくれたんだけど……どうかな？」

　フィオナはスカートの裾を軽く持ち上げ、少し恥ずかしそうに彼の顔を覗き込んだ。

（くっそ可愛いな、おい）

　マティアスは、よくやってくれたと心の中で二人を称しょう賛さんしまくった。

「よく似合ってる。可愛く仕上げてもらえて良かったな」

「ありがとう。二人のおかげなの」

　ようやくお褒ほめの言葉をもらえて、えへへとはにかんだ。

　マティアスと並んで歩いていくと、廊下ですれ違う人たちから温かい視線を感じた。

　第一魔術師団の仲間や掃除係の女性にも出会って可愛いと褒めてもらい、ずっとくすぐったい気持ちでいっぱいだ。

　ふわふわした気分と足取りで町までやって来た。

「マティアス、どこに行きたい？　何が欲ほしい？」

　彼女の今日の目的は、初給与でマティアスをおもてなしすること、何かプレゼントすることだ。

「そうだな。ちょうどハンカチを新調したいと思っていたところだ。選んでもらえるか」

「うんっ、任せて」

　もちろんマティアスはハンカチを新調したいなどと思っていなかったのだが、さほど高価でなくプレゼントしやすい物は何かと考え、ハンカチが手て頃ごろで良いという結論に至った。

　何もいらないと遠えん慮りょすると、悲しい顔をさせてしまうのは明らかなので、とにかく何か受け取らなくてはいけないのだ。

　フィオナに貰もらったハンカチなど、後生大事に箱にしまって保管するのは決定事じ項こう。

　何だかんだで彼も楽しみだったりする。

　そうして町で一番品しな揃ぞろえの豊富なハンカチ店へとやって来た。既き製せい品ひんはもちろん、オーダーメイドまで承うけたまわる店だ。

　店の中をゆっくり歩きながら商品を見ていくマティアスの後ろを、フィオナはずっと付いていく。

『選んでもらえるか』と言われたが、男性が使うハンカチはどのようなものが良いかなど分からない。マティアスが商品を見る姿をじいっと見ながら後を付いていく。

「くくっ……選んでくれるのではなかったのか」

　意い気き揚よう々ようと任せてと言った割に選ぼうとしないフィオナに、彼は少し意地悪に尋ねた。

「どんなのが良いのか分からないの。マティアスはどんなのが好き？」

　素直にそう告げられ、マティアスは『そうだな……』と考える。

　彼はハンカチには手を拭ふくものとしての機能以外は求めておらず、色やデザイン、手て触ざわりなど気にしたことはない。

　今回は使う予定はなく、保管しておくものだしなと、色味が気になったものを手に取った。白と水色と青色が混じった、空を描いた水すい彩さい画がのようなもの。淡くぼんやりと柔やわらかな色彩が誰かさんを彷ほう彿ふつとさせる。

「これが良いな。これを貰えるか」

　そう言って手に取ったハンカチをフィオナに渡わたす。フィオナは一瞬硬こう直ちょくした後、少しぎこちなく手を出して受けとった。

「うん、分かった」

　そう言って会計を済ませに行った。店を出て、ハンカチの入った紙かみ袋ぶくろをどうぞと手渡すその表情は何か言いたげだ。

「ありがとう、大切にさせてもらう。ところで何か気になることでもあるのか？」

　分かっているくせに知らないふりをし、しれっと尋ねるマティアス。

「……何もないよ」

　目を逸そらして小さく返事をするその頰はほんのりと染まっていて、マティアスはほくそ笑えんだ。確実に意識している姿を見られて大満足である。

　プレゼントを貰うという目的は達成したので、あとは町を自由に散策しようと彼は思ったが、フィオナの方はそうではなかった。

「マティアス、他には何が欲しい？　食べたいものは？」

「君は俺にどれだけプレゼントするつもりでいるんだ？」

「前に町に連れてきてもらった時に、いろいろ買ってもらったのと同じくらいだよ」

　それは両手に大量の紙袋を抱かかえるほどということだ。フィオナの中ではハンカチなど序の口だったようで、マティアスはどうしようかと考える。

「プレゼントは先ほど貰ったもので十分だ。俺はあまり物は持たない主義だし土産みやげ物ものも必要ない。だから食事をご馳ち走そうしてもらえるか。それでもう十分すぎるほどだ」

「え……でもそれじゃ全然足りないよ……」

「貰う立場である俺は足りている。量や金額の問題ではなく気持ち的に足りているんだ。それではダメか？」

「……ダメじゃない」

　フィオナは渋々納得した。お礼なのに無む理り強じいをして困らせては意味がないのだ。

「昼食まで時間はまだまだあるから、町を歩こう。腹を空かせてたくさんご馳走してもらうつもりだからな。覚かく悟ごするんだぞ」

　冗じょう談だんめかしてそう言うと、フィオナの表情は明るくなった。

「うんっ、いっぱい食べて」




　二人で町を散策する。楽しげに歩くたび、ふわりふわりと白いワンピースが揺れて、マティアスの視覚は歓かん喜きに震ふるえている。これこそが一番のプレゼントだと本気で思った。

　昼食の時間が近づくと、マティアスはこの店が良いと大衆食堂へ入った。

　安くて旨うまくてボリュームがあるのが売りの店。ここならどれだけ食べようとほどほどの値段に抑おさえられるはず。

　帝国では外食の経験が皆かい無むだったフィオナはそんな思おも惑わくには気付かず、活気があって厳いかつくてゴツい人が多い店だな、くらいにしか思わなかった。

「マティアス、いっぱい頼んでいっぱい食べて」

　キリッとした真しん剣けんな顔で両手でメニューを渡してくるので、思わずフッと笑みがこぼれる。

「あぁ、何を食べようか。一緒に選んでもらえるか？」

「うんっ、任せて」

　マティアスは彼女に自分の食べたいものを選んでいるように錯さっ覚かくさせながら、彼女が食べたいものを選んでいった。

　注文の品がテーブルに並ぶと、小皿に取り分けながら一緒に食べる。この店の味付けはフィオナ好みだったようで、美味おいしそうに食べる様子をしっかりと目に焼き付けた。

　食事を終えて店を出ると、大通りを歩きながら彼女はマティアスに相談を持ちかける。

「ルークにも何かお礼がしたいんだけど、何が良いかな？」

「予算はいくらだ？」

「えっとね、あと十万ゴールド残ってるよ」

「……今後のためにきちんと残しておかないとダメだぞ。一万以内で探すか」

「そうなの？　うん、分かった」

　マティアスは彼女に貯金というものを教えながら横道に入り、裏通りの更に裏へと歩を進めていく。

　古びた建物ばかりが並ぶ路地の突き当たりに構えている、小さな黒い店へと入った。

　店内の棚たなには、一見するだけでは何に使うのか分からないようなものが所ところ狭せましと並んでいる。どれも年季が入ったものに見えるが、埃ほこりはかぶっておらずしっかりと手入れされていて、フィオナは興味深そうに目を走らせていた。

「おや、マティアス様ではありませんか。お久しぶりですね。いかがなさいましたか」

　褐かっ色しょくの肌はだをした、ふくよかな男性店主が店の奥から出てきた。

「この子がルークに贈おくり物をしたいと言うのでな。見繕ってほしい」

「そうでしたか。なんとも素す晴ばらしいタイミングで来てくださいました。とっておきの品を入手したばかりでございますよ」

　男性はマティアスの要望を受けてすぐに店の裏手へと消え、両手に収まる大きさの箱を持って戻ってきた。

「こちらでしたら、ルーク様は間違いなくお喜びになるかと」

　男性はカウンターの上に箱をコトリと置いた。

　フィオナは興味深そうにじいっと見た。男性が置いた真っ赤な箱には白い帯が何重にも巻かれていて、そこには黒い紋もん様ようがびっしりと描かれている。

　男性の説明によると、この箱は遠い西の国から仕入れた曰いわく付つきの品で、どれだけ優すぐれた呪印士にも封ふう印いんを解くことができなかったものだと言う。

　マティアスは男性と金額の交こう渉しょうを始めた。最後の方はフィオナに聞こえないようコソコソと内ない緒しょ話ばなしをしていたので、彼女は仲が良いんだなぁと思いながら眺めていた。

「フィオナ、一万ゴールドで売ってくれるそうだ」

「ほんと？　やった」

　予算きっちりで買えると知り、フィオナは喜んだ。しかし果たして本当にこの得体の知れない箱がプレゼントに相応ふさわしいのか、疑問が湧わいてくる。

「……これ貰ってルーク喜ぶのかな？」

「ああ、それは保証する。大丈夫だ」

「そっか。それじゃこれにするね」

　マティアスがそう言うのなら間違いないだろうと、彼女は購こう入にゅうを決めた。

　店を出ると裏通りを散策し、途と中ちゅうで出会った猫の跡あとをつけたり、屋台でフルーツ飴あめを購入して食べたりと、町歩きを存分に楽しんでから二人はホームへ戻った。




　夕食後、フィオナはお礼の品を持ってルークの部屋を訪ねた。

「あのね、これ受け取ってほしいの。呪印を解いてもらったり、いろいろとお世話になったお礼だよ」

　そう言って曰く付きの赤い箱を差し出す。マティアスの保証付きだとはいえ、本当に喜んでもらえるのだろうかと少し不安そうに手渡した。

「……っっは」

　受け取ったルークは大きく目を見開きキラキラと輝かせる。彼のテンションは上がりに上がっていった。

「なんすかこれ、めちゃめちゃ呪われてるっすね！　やばいっすよ、たまんないっす」

　箱を両手に掲かかげて、子どものようにはしゃぎ回っている。

「フィオナさんありがとうっす。めちゃめちゃ嬉しいっす」

「どういたしまして」

　ルークにすごく喜んでもらえたことにホッとし、フィオナはほくほくとした気持ちで自室に戻り、ソファーに腰かけた。

　ソファーの上にはクマのぬいぐるみの他に、手のひらサイズの白と黒の猫のぬいぐるみが置いてある。マティアスと初めて町に出かけた時に、彼から手渡された紙袋に入っていたものだ。

　二つをぎゅっと抱きしめながら、お礼ができたことに心がほっこりとなる。

　自分を救ってくれた二人にはまだまだお礼をし足りないけれど、一ひと先まずほんの少しだけ返せて良かった。次の給与を貰ったら、また何かお礼をしようと意気込む。

　そして今日のマティアスを思い浮かべた。

　ハンカチをプレゼントできたことは良かったが、彼があのような色を選ぶとはフィオナは思わなかった。

　彼は黒や灰色の衣服を纏っていることが多いので、落ち着いた色を好んでいると思う。

　それなのに選んだ色はまるで自分を思わせるような色で、それがどうしようもなく恥ずかしくなった。あれは自分のことを思って選んだのだとしたら。

（そうだったら良いなぁ……）

　ほんの少しだけでも自分を好きに思ってくれていると良いな。フィオナは淡い期待を抱いだかずにはいられなかった。
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「またか……」

　マティアスは、目の前のフィオナに呆れて腕を組みながら、はぁと溜め息を一つ吐く。

　ぽかぽか陽気の中、ベンチに座って気持ちよさそうに眠る姿。無防備にも程があると呆れながらも愛おしくて仕方がなくて、彼は優しい眼まな差ざしを向けた。

　王国に来てからというもの、彼女は休日や休きゅう憩けい時間は、ここでよくうとうとしている。

　眠くなったらきちんと部屋に戻るよう言ってあるのだが、睡すい魔まに負けてベンチに座ったまま眠っていることも多い。

　まるで今まで奪われていた睡すい眠みん時間を取り戻しているかのようで、眠ること自体は構わない。むしろ気の済むまで眠ったら良いと思っている。

　だがしかし、場所を考えてほしい。

　さてと、マティアスは起こそうかどうかと悩んでいた。

　現在の時間からして、まだ眠り始めてからそう経っていないだろう。起こすのは可哀かわい想そうだが、この寝ね顔がおを他の男には見せたくない。

　そういうわけで、部屋に運ぶことにした。彼女の肩と膝ひざ裏うらに手をかけて、ひょいと持ち上げ横抱きにする。

　五階にある彼女の部屋まで大切に運び、ベッドにそっと寝かせた。

　運んでいる途中で目を覚ますかもしれないと思ったが、変わらずぐっすり眠っている。

　今なら間近で寝顔を見放題。マティアスはベッドの横にしゃがみ、頰杖をつきながら堪能することにした。

　長い睫まつ毛げで影かげができた目元に、すうすうと寝息をたてる小さな口。

　可愛いなぁと見ている内に、悪戯いたずら心ごころが湧いてくる。今なら何をしても気付かないよなと、フィオナの真上から顔を覗き込んでみた。

　どんどんと顔を近づけていき、吐と息いきの触れる距きょ離りになったところで我に返った。

　さすがに寝込みを襲おそうのはいけない。他に誰も見ていないのだから、言わなければバレないことだが、だからといって許されはしない。

　せっかく信用して安心してくれているのに、裏切るような真ま似ねはダメだと、その体勢のまま、目を閉じて自身の行いを反省しはじめる。

　その頃、フィオナの頭は少しずつ覚かく醒せいしていた。

　さっきまで揺りかごに揺られているみたいで、ゆらゆらと心ここ地ちよい揺れの中にいたのに、止まってしまったなぁ、気持ちよかったのになぁと残念な気持ちになり、むくりと起き上がろうとした。

　だけど起き上がる途中で何かに阻はばまれ、おでこにゴツンと衝撃が走る。

　反動で頭は枕まくらの上に沈しずみ、両手でおでこを押さえた。

「うぅ……痛い……」

　寝ね起おきの悪いフィオナもあまりの痛さに頭が覚醒し、しばらく痛みに悶もだえていた。

　ようやく痛みが落ち着くと、むくりと上体を起こして座りながら考える。自分はベッドにいるのに、なぜおでこが痛くなったのだろう。

　そして、いつの間に部屋に戻ってきていたのだろうと、首を傾かしげて考える。

「……？」

　戻ってきた記憶がないけれど、こうして自分はここにいる。眠くなってふらふらしながらも、何とか戻ってきたのだろうと結論付けた。

　ふとベッド横に気配を感じて横を向くと、白い背中が見えた。

　何をしているのだろうと下を覗き込むと、そこには蹲うずくまっている人の姿。さらりとした金色の髪のマティアスらしき人物は、床に頭をつけて両手でおでこを押さえている。

「マティアス？　何してるの？」

　呼びかけてみると、彼はゆっくりと立ち上がった。何だか神しん妙みょうな面おも持もちで、そのおでこは赤くなっている。

「もしかして私、マティアスとぶつかったのかな？　ごめんね」

　この状況的にそうとしか考えられない。だってものすごく痛かったから。

　本当はおでこがぶつかる直前に、唇に柔らかい何かが触れていたのだが、とにかく痛すぎて、そんなことは彼女の記憶には残っていない。

「……いや、君の顔を覗き込んでいた俺が悪いんだ。すまない」

「そっか。それじゃお互たがい様だね」

「あぁ」

　それなら仕方ないよねと、フィオナは納得する。なぜ彼が自分の顔を覗き込んでいたのかは気にならないようだ。

　マティアスは自身の唇にそっと触れ、複雑な思いで彼女をじっと見ていた。

（……気付いていないのか）

　何の反応もないことを少し残念に思いつつ、それなら伝えない方が良いだろうと判断し、邪よこしまな気持ちを抱いたことと共に隠かくし通すことに決めた。
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　フィオナがエルシダ王国に来て三ヶ月が過ぎた。

　第一魔術師団の一員として、自身の持つ知識と技術を存分に発揮しながら日々精せい一いっ杯ぱい務め、団員たちとの仲も深めていった。現時点で彼女の魔力は一割解放されている状態だ。

　今日も午前中は訓練に参加する。走り込みの後は魔術を使わない戦せん闘とう訓練が行われた。

　フィオナは運動神経はあまり良くない。素す手でや武器を使っての手合わせは苦手であり、本日は三人と手合わせして全て惨ざん敗ぱい。

　三戦目を終えた彼女は、地面に叩たたきつけられてうつ伏ぶせになったまま動かない。

　体は土まみれで、近くには先ほどまで手にしていた模造ナイフが転がっている。

「フィオナさん大丈夫？」

　三戦目の相手であったニナが上から覗き込む。

「らい……じょぶ……」

　フィオナは呂ろ律れつが回らない状態で返事をする。

　ニナは細身で華きゃ奢しゃな見た目だが、魔術を使わない戦闘ではレイラ、グレアムに次ぐ実力の持ち主だ。今日もフィオナを完かん膚ぷなきまでに叩きのめした。

「オマエ、壊かい滅めつ的てきにセンスねぇよな」

　グレアムも倒れている彼女の傍かたわらに立ち、腰に手を当て残念な子を見るような憐れみの視線を向ける。

「だって……とっさに体が動かないもん」

　フィオナはむくりと起き上がってその場に座り、力なく呟つぶやいた。

　魔ま術じゅつ攻こう撃げきなら瞬時に対応できるのに、素手や武器だとそれができない。

　訓練を始めて二ヶ月経つが、殆ほとんど成長は見られないでいた。

「今まで武術を習う機会がなかったとか関係なしに、絶望的なセンスなのよね」

　レイラも頰に手を添えながら苦笑い。これに関してはもうだいぶ前から諦あきらめている。

　そしてそろそろ頃合いだなと考え、国王にある提案を持ちかけようと思っていた。




　その日の夕食後、フィオナの部屋をルークが訪れた。

「フィオナさん、陛下のお許しが出たっすよ」

　そう言って、彼女の手て枷かせに施した呪印を完全に解き、枷自体も外した。

　封じられていた九割の魔力が解き放たれ、久しぶりに体の隅すみ々ずみまで魔力が満ちていくのを感じる。

「ありがとうルーク。でも本当に良いの？」

　以前は敵だったのだから、もっと慎しん重ちょうに徐じょ々じょに解き放っていくべきではなかろうかと不安になる。

「いいんすよ。一割しか魔力を使えない状態でも十分すぎるほど強いんで、じわじわ解いていく必要はないと判断されたっす」

「そうなんだ」

「これからは任務に駆り出されることになると思うっすけど、大丈夫っすか？」

「うん、いっぱい頑張るね」

　ようやくこの国に恩を返せるようになるのだと喜び、強く拳こぶしを握にぎりしめてやる気をみなぎらせた。




　翌日からは、フィオナは全力で訓練に励はげめるようになった。

　魔術を使った一対一の手合わせの最初の相手はグレアムだ。彼はフィオナの先制攻撃を余よ裕ゆうで躱かわすほど俊しゅん敏びんで身軽なので、小規模な魔術の同時攻撃は通用しない。

「手加減すんじゃねぇぞ」

「分かった」

　レイラが始まりの合図を告げると、フィオナは言われた通り全力でいく。グレアムを取り囲むように、隙間なく中規模の魔ま法ほう陣じんを描きだした。

「は……？」

　一瞬のことで、グレアムは自身に防御力を上げる魔術を施す間もない。

　彼は逃にげ場なく囲まれた無む慈じ悲ひな雷かみなりの攻撃に倒れた。治癒士がすぐに駆け寄り癒いやすが、ピクリともせず完全に気絶している。

「やりすぎちゃったかな……」

　フィオナは側にしゃがみこみ心配そうに眺める。

「大丈夫、そのうち目を覚ますわ。手加減するなって言ったのはグレアムなんだから気にしなくていいのよ」

　レイラは団員二人にグレアムを端はしの方に運ぶよう命じ、地面に転がしたまま放置する。

　彼は他の団員たちの手合わせが何度か終わったところで、ようやく目を覚ました。

「ごめんね？」

　起き上がって座ったグレアムは、上から疑問形で謝られイラッとなり眉をひそめた。

「オマエ、任務が与えられるようになったら覚悟しろよ。コキ使いまくってやっからな」

「うんっ。頑張るからいっぱい使って」

「……」

　拳を握りしめ、やる気に満ち溢れた表情で答えられてしまった彼は、それ以上何も言えなくなった。

　それから二日後、フィオナは初任務に出かけることになった。

　一緒に行くメンバーはグレアム、ニナ、ヨナスの三人。

　ヨナスとは、灰色の短たん髪ぱつに黄色い瞳を持つ眼鏡をかけた温和な男性で、第一魔術師団では優しいお兄さん的存在だ。

　本日の任務は、とある村の近くの森に出現した魔物の群れの討とう伐ばつ。放っておけばどんどん数を増やし、村に襲い来る危険があるため、村長より依い頼らいを受けた。

　オークの巣が確認された地点へとやってきた四人は、草くさ陰かげからそっと覗く。

　視線の先にはオークの群れ。二メートル近くある二足歩行の豚ぶたのような魔物が三十体以上確認できた。

「フィオナ、奴やつ等らまとめて動けなくしろ。止とどめは俺たちに任せろ」

「うん、分かった」

　今回のメンバーのリーダーであるグレアムの指示により、フィオナはオークたちの頭上を全て覆おおうよう大量の小型の魔法陣を描き、氷の矢を降らせた。

　一体も外すことなく、全てのオークの両目と首を突き刺す。

　次いで雷らい撃げきを浴びせ、全てのオークの体を痺しびれさせた。

　それを確認したグレアム、ニナ、ヨナスの三人は茂しげみから飛び出し、まともに動けなくなったオークたちに止めを刺していった。

　数分で全て仕留め終え、生き残りがないか確認すると、この日の任務は完了した。

「オマエ、マジ便利すぎ」

　グレアムは悪い笑えみを浮かべて、フィオナの頭をポンとひと撫でした。

「お疲れさま、フィオナさんのお陰かげで楽しちゃった。ありがとう」

「本当に素晴らしい力だね。仲間として頼もしい限りだよ」

「……どういたしまして」

　ニナとヨナスにも称賛される。まだ褒められ慣れていないフィオナは照れてしまい、頰をほんのりと染めて俯きがちに小さく返事をした。

　オークの討伐を終えたことを村長に報告し、村長、数人の村人を連れて現場に戻る。

　共に確認を済ませ、討伐依頼書に村長のサインをもらう。

「よし、さっさと帰るぞ」

　後片付けは村人たちの仕事なので、彼らに後を任せて四人は帰路についた。




「そう言えば、もうすぐ流星群の時期だね」

　帰り道、ニナが思い出したようにフィオナに話しかける。

「流星群が見られるの？」

　本でしか存在を知らないフィオナは興きょう味み津しん々しんで、ニナに詳くわしく話を聞くことにした。

　もうすぐ年に一度見られる流星群がやってくるそうだ。

　この国には、流星群を共に見た男女は結ばれて、末永く幸せでいられるという言い伝えがあるという。

「ニナは私と見るんだよ。もうすでに結ばれているけどね」

「わあぁちょっとヨナスさん！　恥ずかしいからやめてよ」

「はははっ」

　ニナは顔を真っ赤にしてヨナスをポコポコと叩くが、彼は穏やかな笑みを崩さない。

「二人は恋こい人びと同士なの？」

　フィオナが尋ねると、ニナは恥ずかしそうにこくりと頷うなずいた。




　初任務から戻ったフィオナは、部屋でのんびりと過ごしていた。

　緑色のシャツワンピースと黒いスパッツに着替え、日が傾かたむき始めた窓の外をぼんやりと眺めていたら、マティアスが部屋を訪ねてきた。

　彼は午前中には任務を終えて、戻ってきていたようだ。

「お帰り。疲れてないか」

「ただいま。皆と協力してすぐに終わったから疲れてないよ」

「そうか。それならこれは要いらなかったか？」

　少し意地悪そうに口角を上げて、手に持っていた箱の中を見せると、フィオナの目は輝いた。そこには一口サイズの可愛いケーキが並んでいる。

　彼が午後から町へ行き、購入してきたものだ。

「食べるか？」

「うん、食べたい」

　そう言うと、マティアスは扉の外に待機させてあった小さなワゴンを押して部屋の中に入る。お茶を運んできていたのだ。

　テーブルにティーカップを二つ並べ、ポットからお茶を注ぐ。

　ケーキの入った箱はフィオナの前に置いた。箱ごとまるっと彼女の分だ。

　マティアスは甘い食べ物はあまり好きではない。しかし小さなケーキを可愛い可愛いと言いながら美味しそうに食べる姿を眺め、甘い気持ちに満たされることは好きなのだ。

「あのね、もうすぐ流星群が見られるんだって」

「あぁ、もうそんな時期か。フィオナは見たことあるのか？」

「ううん、ないの。だからすっごく楽しみなんだ」

「そうか。それなら特等席を準備しておかないとな」

　マティアスは己おのれの持つ権力を行使しようと頭の中で画策しだした。

「……一緒に見てくれるの？」

「そのつもりでいるが。もう誰かと約束したのか？」

「ううん、してないよ。えっとね、マティアスと一緒に見たいな」

　なぜかもじもじと恥ずかしそうにしている様子を、マティアスは不思議そうに見る。

　彼は女性が好むようなロマンチックな事こと柄がらには疎く、言い伝えなんてものは昔耳にしたきり忘れているのだ。




　それから一週間後、少し遅おそめの夕食をとり終えたフィオナはマティアスと中庭を散歩していた。夜風に乗って漂ただよってきた薔ば薇らの香りが鼻び腔こうをくすぐる。

　空を見上げ、今日は星が綺麗だなと思っていたら、一筋の光が流れた。

「あ……」

　今のは何だろうと思っているうちに、一筋、また一筋と流れていく。

「今日だったのか。フィオナ、もっとよく見えるところに行くぞ」

　彼に手を引かれて急いでやって来たのは、王城のバルコニーだ。衛兵に一切止められることなく、顔パスでスムーズに通ってきた。

「ここ入って大丈夫なの？」

「流星群はここで見ると伝えてあったから問題ない」

「……良いのかなぁ」

　どうやら彼は、使うあては殆ほとんどないと言っていた権力を、また使ったのだなと思い至った。

「そんなことよりほら、どんどん増えてきたぞ」

　マティアスは空を指差した。幾いく筋すじもの光が流れては消え、流れては消えを繰り返す。

　さっきとは比べ物にならないほど、絶え間なく流れていく。

　初めて目にした流星群は想像の何倍も幻げん想そう的てきで美しく、彼女は感動で胸がいっぱいになる。その目にしっかりと焼き付けるように見入っていた。

（……これで、来年も再来年も、そのあともずっとマティアスと一緒にいられるのかな）

　ニナとヨナスみたいに。いつも仲なか睦むつまじくて、お互いを大切に想っていた両親みたいに。あんな風にずっと一緒にいられたらいいのに。

　流れる星に願いを託たくして、彼と過ごす未来を夢見る。

　隣となりで彼女がそんな嬉しいことを考えているなど、マティアスはもちろん知らない。

　ほうっと蕩とろけそうな表情を浮かべる彼女を横目でずっと眺めていた。

「っっくしゅんっ」

　夜風が少し冷たくなり体が冷え、フィオナはぶるりと震えた。薄うす手での羽織りだけでは寒く、かといって彼も長なが袖そでシャツ一枚しか着ておらず、かけてあげられる上着はない。

「毛布を借りてくるから待っててくれ」

　そう言って彼はその場から離れようとした。折角一緒に星を見ているのにマティアスがここからいなくなるのは嫌いやだと、フィオナは彼の袖を摑んで引き留める。

「やだ。行かないで」

「心細いのか？　すぐに戻ってくるから大丈夫だぞ。寒いだろう」

　違う。そうじゃなくて。彼がここから離れてしまったら願いが叶かなわなくなるかもしれない。そんなのは嫌だと、何としてでも引き留めることにする。

　彼女はすがるように両手でぎゅっと強くマティアスの腕に抱きついた。

「こうしたら暖かいから大丈夫だよ。だから行かないで。一緒に流星群を見たいの」

「っっそうか。分かった」

　泣きそうな顔で引き留められてしまっては、彼に断ることなどできるはずがない。

　あっさりと折れてその場に留とどまることにした。

　マティアスは流れる星を数えながら心を鎮めることにする。

　左ひだり腕うでの柔らかな温もりはどうにか考えないようにしてやり過ごそうと、彼は強きょう靭じんな精神力を星に願った。







[image: ]




　艶つややかな漆しっ黒こくの髪かみとルビーのような赤い瞳ひとみは、ガルジュード帝てい国こくにおいて最高位の血筋であることを表す。

　第一皇子ジルベートは、この世に誕生した瞬しゅん間かんから次期皇こう帝ていとしての地位を約束されていた。父からは正当な血筋を、隣りん国ごくの姫ひめ君ぎみであった母からは類たぐい稀まれなる美び貌ぼうを受うけ継ついだことにより、幼い頃ころより持もて囃はやされて過ごしてきた。

　九歳のとある日、庭園のガゼボで優ゆう雅がにティータイムを過ごしていると、少女が神器に選ばれたとの知らせを受ける。この国で金の腕うで輪わの使い手が現れるのは二百年振ぶりのことだが、小さな村の少女が選ばれたと聞き、『ふーん』という感想を抱いただけだった。

　九歳にして数多あまたの美女に囲まれ日々を過ごしているジルベートは、田舎いなかの少女になど興味が湧わかない。

　しかし父である皇帝より隷れい属ぞくの契けい約やくを結ぶ場に立ち会うよう言われ、渋しぶ々しぶ足を運んだ。

　この国では神器の使い手となった者は皇帝と隷属の契約を結び、その身に呪印を施ほどこされる決まりとなっている。

　他国に逃にげられないよう縛しばり付つけ、死ぬまで従順な駒こまとして働かせるためだ。

　ジルベートはそこで目にしたフィオナに、一目で心を奪うばわれることとなる。

　肩かたにつかないほどの空色の髪に紫むらさき色いろの瞳を持つ色白の少女。整った容姿をしているが、格別美しいというわけではない。

　それなのに心の底から湧き上がる渇かつ望ぼうを抑おさえきれずにいた。少女は彼の好みのど真ん中、つまり超ちょうタイプなのである。今まで出会ったどんな女性よりも好みでたまらない。

　この少女は必ず自分のものにしよう。そうと決まれば皇帝に直じか談だん判ぱんする。自分が父に代わって少女の主君になりたいと申し出た。

　皇帝は一いっ瞬しゅん渋しぶったが、溺でき愛あいしている息むす子この頼たのみを受け入れた。貴重な神器の使い手である少女の命を脅おびやかすことはないようにと釘くぎを刺さし、主君となる立場を譲ゆずった。

　こうしてジルベートは無事少女の主君となった。だからといって彼女を自由にできるわけではなかった。持ち主の魔ま力りょくを無む尽じん蔵ぞうに増ぞう幅ふくさせるという神器の特性上、少女は魔ま術じゅつ師しとしての知識と技術を研みがかなければいけないのだ。

　朝から晩まで学び続ける少女を時たま呼び出し、ティータイムに付き合わせることくらいしかできない。

　しかしその僅わずかな時間が、彼にとってかけがえのないものとなっていた。

　誰だれにも抱いだいたことのない感情が、仄ほのかに胸むねの奥に佇たたずむ。

　少女の少しぼんやりとしていて、穏おだやかに話す姿にも好感を持っていた。

　自分を褒ほめ称たたえることを一いっ切さいせず、媚こびることもなく淡たん々たんとしているところに苛いら立だちを覚えることもあったが、それすらも彼にとってはたまらない刺し激げきであった。

　少女が十五歳になる頃には、魔術師として十分すぎるほどの知識と技術を身に付けていた。彼女は任務を与あたえられるようになっており、数々の成果を挙げていた。

　呪印の主君はジルベートであるが、彼女に直接命令を下し、意のままに動かせたのは国の最高権力者である皇帝であった。

　任務の合間には必ず自分の下を訪おとずれるようにと命じ、彼女と共に過ごすティータイムは彼にとって相変わらず至福の時であった。

　基本的にいつも無表情な少女だが、甘かん味みを与えた時だけは幸せそうに微笑ほほえむ。

　自分が彼女の容姿を褒めてもニコリともせず、感謝すら口にしないというのに。

　胸の奥には苛立ちと共に正体の分からない感情がずっと居い座すわっている。




　月日が経たつにつれ、女性らしい色香を放つようになっていく少女。

　胸に抱く情欲を紛まぎらすため手て頃ごろな女で発散するが、どれだけ散らそうともすぐに湧き上がってくる欲を抑えられないでいた。

　彼が寝しん所じょに誘さそって喜ばない女など存在しなかった。彼に抱だかれた女は皆みな、恍こう惚こつとして快楽に溺おぼれどこまでも堕おちていった。

　ジルベートは意い気き揚よう々ようと彼女を呼び出し、同どう衾きんを命じる。そして見事に撃げき沈ちんした。

　最初は恥はじらっているだけかと思っていたが、呪印による痛みに襲おそわれようが、おびただしい血を吐はこうが、彼女は拒きょ絶ぜつの姿勢を崩くずさない。

　このままでは死んでしまう。慌あわてて命令を取り下げ、治ち癒ゆ士しを呼びつけ癒いやさせた。

　一命をとりとめた彼女は、彼に目をやることもなく、無言のまま部屋を出ていった。

　どうしようもない焦しょう燥そう感かんと悲しみ。彼は人生で初めて他人に拒絶されたのだ。

　プライドを傷付けられた腹いせに、彼女に与える食事の質を最低限に落とさせた。皇子に逆らった罪は、本来なら死に等しいのだ。

　自分の誘いを受け入れない女に、その罪の重さを分からせないといけない。

　可愛かわいく謝罪をしてくれば、すぐに許してやるつもりでいた。だがそんな日はやって来ず、彼女はいつも淡々としていて無表情だった。

　何の感情もこもらない目でジルベートを見てくることに、苛立ちが収まらなかった。

　この頃ころ、彼の父である皇帝は原因不明の病に冒おかされ始めていた。日に日に瘦やせ細ほそり床とこに臥ふせることが増えていき、ついには寝ねたきりのまま意識が戻もどらなくなった。

　ジルベートは皇帝から全ての権限を引き継ぎ、皇帝代理として国を治める立場を得た。

　そうと決まれば侵しん略りゃくを始める。

　かねてより目をつけていた隣国の土地へ、彼女と魔術師たちを派は遣けんした。そこは質の良いい魔ま石せきが採れる魔ま鉱こう山ざんと呼ばれる場所だった。

　魔石とは魔力溜だまりといわれる土地でしか採取されないもの。帝国にはこの魔力溜まりが存在せず、魔石の入手は他国に頼たよらざるを得なかった。

　この場所を奪えば、わざわざ他国から高額で仕入れる必要もなくなるのだ。彼女の力を以もってすれば、侵略など容易たやすいことだ。

　しかし彼女は他者の命を奪うことを拒こばんだ。呪印によってまたしても血を吐き倒たおれ、治癒しなくてはいけない事態に陥おちいる。

『なぜ命令を聞かない。死にたくないだろう』と問えば、『人殺しになるくらいなら死んだ方がマシです』と彼女は淡々と答えた。

　自分の思い通りにならない女への苛立ちは募つのる。そして胸の奥でくすぶり続けていて、どう向き合えばいいのか分からない感情もずっと居座っている。

　仕方なく彼女には向かってきた敵を退ける役目を与え、これには彼女は従順に応じた。

　侵略は後回しにし、魔石の略りゃく奪だつのみを行わせる。

　秘ひ密みつ裏りに開発を進めている魔ま道どう具ぐの稼か働どうには、おびただしい量の魔石を必要とする。

　十分な量の魔石さえ確保すれば、彼女の力に頼らずとも侵略を進めていけると考えた。

　しかし誤算があった。エルシダ王国にも神器の使い手らしき存在がいたことだ。

　蒼あおい剣けんを使うその男は彼女と同程度の力を持ち、この男が現れると帝国側は撤てっ退たいを余よ儀ぎなくされる。

　王国にはいくつかの魔鉱山があるため、男が守りを固めていない場所とタイミングを狙ねらい、少しずつ奪っていくことにした。

　彼女には十分な休息を与えず働かせた。自分が彼女を支配していると実感し、仄ほの暗ぐらい感情が満たされていく。それがたまらなく心ここ地ちよかった。

　しかしそろそろ反省した頃だろう。あと少し、もう少しだけ。限界ギリギリまで酷こく使しした後は、休息と豪ごう華かな食事を与えよう。

　疲つかれきった心を癒し、そのまま体に快楽を刻み付けてやれば、もう自分なしでは生きていけなくなるはず。

　そう、ジルベートは彼女が任務から帰ってきたら温かく迎むかえ入いれ、身も心も全て優やさしく包み込んでやるつもりでいた。

　それなのに、彼女は帰ってこなかった。エルシダ王国の蒼い剣の使い手である男が現れ、彼女を連れ去ったという報告を受け、呆ぼう然ぜんとする。

「フィオナ……」

　今こ宵よい、この腕うでに抱くつもりでいた彼女の名を呟つぶやく。

　もう帰ってこない。その事実に胸が締しめ付けられる。

　そしてずっと胸の奥に抱いていた感情が外に溢あふれだした。

　彼女に会いたい。愛らしくて憎にくらしくて、自身の心を摑つかんで放さない存在。

　フィオナが恋こいしい。そう、ずっと抱いていた感情は恋こい心ごころだった。

　彼は彼女にずっと恋をしていた。自身の手から離れたことによりようやく気付く。

「フィオナ……必ず取り戻してみせる」

　ジルベートは決心した。どんな手を使ってでも彼女を取り戻し、この腕に抱くと。
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　ここ数ヶ月、エルシダ王国は平和そのものだ。

　帝国がこの国にちょっかいをかけてくることがなくなったからである。重要な戦力であったフィオナを失い、攻せめ入る術を失ったのだ。

　しかし再び帝国に怪あやしい動きが見られるとの報告が入った。北と東の二ヶ所で、魔術師数十名が国境を越こえてこちらに入ったという。

　マティアスを含ふくむ第一騎き士し団だんの騎士数名と第一魔術師団の半数は北へ、その他の騎士数名と第一魔術師団の残り半数は東へ向かうことになった。

　神器の使い手であるフィオナを失った帝てい国こく魔ま術じゅつ師し団だんなど敵ではないので、容易に返かえり討うちにできるはず。

　かつての仲間とは戦いたくないだろうという理由から、フィオナは留守番になった。

　マティアスたちを見送ったフィオナは、演習場で自主訓練をしていた。

　走り込みをした後は、ちょうど暇ひまにしていたルークと素す手でで手合わせをする。しかし非ひ戦せん闘とう員いんであるルークにすら彼女はぼろ負けだった。

「フィオナさん魔術なしだとミジンコなんすね。びっくりっすよ」

　ルークは地面に横たわるフィオナに苦笑いだ。

　土にまみれた彼女はむくりと起き上がり、力なく座った。

「うぅ……これでも少しはマシになったんだよ」

「マジっすか」

「まじっす」

　ひたすらルークに地面に転がされながら素手で手合わせをした後は、魔術を使って軽く手合わせをした。

　彼は戦えないが、近きん距きょ離りでなら相手の魔術を無効化する術が使える。フィオナが空中に描えがいた魔ま法ほう陣じんに魔力封ふうじの呪じゅ印いんを飛ばし、無効化して消し去っていった。

「ルークすごいね。魔法陣を消しょう滅めつさせる呪印士なんて今まで会ったことなかったよ」

「そりゃ、オレはこの国一番の呪印士っすからね。まぁフィオナさんに空中を埋うめ尽つくすほどの魔法陣を描かれたら、全部消滅させる前にオレが消滅するっすけど」

　彼は朗ほがらかに笑いながら指先から黒い紋もん様ようをいくつも出し、空中を泳がせていた。

　手合わせが終わり座って休きゅう憩けいしていると、一人の騎士が慌てた様子で駆かけ寄よってきて、ルークに何か耳打ちした。彼の顔からは笑えみが消えていく。

「……マジっすか」

　重い声でボソリと小さく呟き、真しん剣けんな表情でフィオナを見る。

「フィオナさん、緊きん急きゅう事態っす。力を貸してもらえるっすか」

「何かあったの？」

「説明は後でするっすから」

　すぐに立ち上がり、王城へ走って向かうルークに付いていく。

　門をくぐり、小さなランプの灯ともる薄うす暗ぐらい地下への階段を下りた。下りた先には扉とびらがあり、魔術により錠じょうが施されている。

　ルークは指先に黒い魔力を纏まとわせて、目の前の扉のロックを解除し中へ進む。

　廊ろう下かの先にはまた新たな扉があり、厳重にいくつもの錠が施されていた。それも全て解除し、扉の中の部屋へと入った。物置のようで少し埃ほこりっぽい部屋には、いくつもの大きな棚たなが並び、箱や袋ふくろが置かれている。

「フィオナさん、帝国が見たことのない魔道具を使ってるとの伝令がきたっす。それのおかげか、魔力切れする様子もなく大型の魔術攻こう撃げきをいくつも放ってくるらしいっす」

　そう言いながら、ルークは部屋の端はしの棚の奥から、小さな箱を取り出した。

「北はマティアスさんがいるから魔道具を破は壊かいしていって、少しずつ撤退に追い込めてるらしいけど、東は手の打ちようがなくてヤバめらしくて。そこでこれの出番っす」

　箱に描かれた黒い紋様を手で払はらい除のけスッと消す。蓋ふたを開けると光こう沢たくのある布に包まれた金色の腕輪が出てきた。

「かつての仲間とは戦いにくいと思うんすけど、お願いできるっすか？」

　眉まゆをひそめながら、箱をフィオナの目の前に差し出すルーク。

　彼女は躊躇ためらうことなく腕輪に手を伸のばし、右手にはめた。

「もちろん。私にとって今大切な仲間はここの皆だもん」

　その目には一切の迷いはなく、強い決意がこもっている。

「頼むっす」

「うん、任せて」

　フィオナは急いで厩きゅう舎しゃへ向かった。白いローブを纏った数人の治癒士も集まっており、彼らと共に馬で東へと急いだ。
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　レイラはもう何度目かの魔術障しょう壁へきを広こう範はん囲いに施し、とにかく必死に耐たえている。

　前後を敵に挟はさまれているので、撤退することもできずにいた。

　彼女のすぐ後ろでは、腹部を損傷し倒たおれたミュリエルが治癒を受けているが、治癒士も魔力の限界のようで、出血を止めることが精せい一いっ杯ぱいのようだ。

　王国側は騎士も魔術師も治癒士も、体力と魔力の限界を迎えようとしていた。

　敵は七名の魔術師しかいない。こちらは魔術師十名と騎士二十名だ。それなのにこちらが追い込まれているのは、彼らが使用している魔道具のせいだと思われる。

　彼らがそれぞれ手に持つ黒い大きな杖つえには、いくつもの魔石が埋め込まれており、その魔道具に触ふれることで大型魔術を何度も放てるようだ。

　定期的に数人の攻こう撃げきが止やんでいることから、長時間の継けい続ぞく的てきな使用はできないようだが、それでもこちらはもう打つ手がない。

「くっそ……」

　グレアムは片かた膝ひざと片手を地面につけ、歯をギリリと鳴らす。彼もあと一度魔術障壁を張るのが精一杯な魔力しか残っていない。

　それでも無む慈じ悲ひな攻撃は続き、遂ついにレイラの魔力が底をついた。

「もうやだぁ！」

「大だい丈じょう夫ぶ、あなたならできますから。死ぬ気で耐えてください」

　レイラから障しょう壁へきを引き継いだニナが泣きながら叫さけぶので、すぐ横でヨナスが気休めの言葉をかける。彼はもうすでに魔力が尽きている。

　グレアムもニナが覆おおいきれていない部分に障壁を張る。この二人が最後の砦とりでなのだ。

「ううっ、あれもうムリだよぉ」

　グズグズのニナが見上げた先には、完成間近の大型の魔ま法ほう陣じん。もうあれを防ぐほどの力は残っていない。

　あと少しで陣が完成してしまう。あとほんの少し、紋様を一つ描かれたら終わり。もうダメだ──




　死を覚かく悟ごした次の瞬間、周りを大型の魔法陣が埋めつくし、瞬またたく間まに金色に光った。

　ニナたちが今まで何度も目にしてきた色だ。

「……あぁ」

　この光景を心強く思う日が来るだなんて。ニナの絶望の涙なみだは歓かん喜きの涙に変わった。

　分厚いドーム状の氷の壁かべが現れ、王国側の人間を守るように包み込む。帝国側の攻撃を受け止めてもびくともしない。

　帝国の魔術師が頭上から絶え間なく降り注ぐ雷らい撃げきを防ぼう御ぎょすることに気をとられている隙すきに、フィオナたちは馬を下り、氷の壁に開けた隙すき間まから内部に入り込んだ。

　治癒士は倒れている者たちの治癒をすぐさま始める。

「皆、大丈夫？」

　フィオナはレイラたちの下へと駆け寄った。

「危ないところだったわ。よく来てくれたわね」

「マジでギリだったぞ」

「フィオナさぁぁぁん！」

　ニナは泣きながらフィオナに抱きついた。皆ボロボロだが命は無事なようで、フィオナはホッとした。

「レイラさん、あの黒い杖が魔道具ですよね。全て破壊すれば良いですか？」

「そうね、こちらで回収して再利用できる程度の破壊に止とどめてもらうのが最良だけど、できる？」

「はい、任せてください」

　フィオナは力強く答え、氷の壁から外に出る。

　帝国の魔術師たちは皆顔見知りで、彼女のかつての仲間だった人たちだ。だけど手加減なんてするつもりはない。

　全員を取り囲むように炎ほのおの渦うずをいくつも放ち、彼らが自身の防御に徹てっしている間に、魔道具を守る分厚い防ぼう御ぎょ壁へきにそれぞれ大型魔術を打ち込んだ。

　壁に小さな穴が空いた一瞬に、内部に自身の魔力を流れこませ、数十もの小型の魔法陣を同時に描いていく。

　七つある魔道具に埋め込まれている、動力源である魔石だけをピンポイントで狙い撃うちする。炎の矢に打たれた魔石には全てピシリと亀き裂れつが入り、完全に機能を失った。

　魔道具が使えなくなった魔術師たちの攻撃が止むと、フィオナは全ての魔道具を風でふわりと持ち上げ、自身の下へと運んだ。

　攻撃の要かなめを失った帝国側は撤退を余儀なくされ、慌てて逃げ始める。

　彼らが逃げる様をフィオナはじっと見守っていた。何も攻撃がこない限り追おい討ちをかけることはしない。

　これで一安心。氷の壁も解除して任務は無事完かん了りょうだとホッと息を吐く。

「痛っ」

　突とつ然ぜん胸にチリッと熱く痛みが走った。

　何だろうと思ったが、一瞬のことだったので、気にせず仲間の下へと向かおうとする。

　しかし途と中ちゅうで足はピタリと止まり動かなくなった。

『フィオナ』




　風に乗って聞こえてきた、微かすかな声が耳にまとわりつく。

　彼女がこの世で一番大だい嫌きらいな声。それが頭の中に何度も大きくこだまする。

　気持ち悪い。嫌いやだ。彼女は両手で頭を押さえる。

『フィオナ、こちらにおいで』

　頭の中に響ひびくその声に抗あらがおうとすると、心臓が締め付けられるように熱く苦しくなる。

　胸を押さえながらその場に膝ひざをついた。

『フィオナ、抗うな。こちらへ戻っておいで』

　先さきほどよりもはっきりと聞こえた声に、彼女の動きは完全に支配されてしまう。すっと立ち上がるとゆっくりと歩きだした。

　何年も聞き続けてきた大嫌いな人の声が、頭の中で優しげに語りかけてくる。

　嫌だ。行きたくない。

　それなのに少しも抵てい抗こうなんてできなくて、目に涙を浮うかべながら歩いていった。

「おい、どうした？　どこ行くんだよ」

　グレアムがフィオナの異変に気付き、疲ひ労ろうでふらつきながらも駆け寄って腕を摑んだ。

「っっグレアムだめ、危ない──」

『その男を拒絶しろ』

　その命令通り、フィオナはグレアムを風で思い切り吹ふき飛とばした。

　そのまま後ろに大きな土の壁を張るよう命じられ、仲間との間に隔へだたりを作る。

　涙を流しながら歩いていった先に待っていたのは、艶やかな漆黒の髪を靡なびかせた一人の男。ルビーのような赤い瞳に笑えみを浮かべ、ジルベートは両手を広げて彼女を待つ。

『抵抗はするな。もう魔力を使うな』

　抗うことができず、真まっ直すぐ彼の下へ向かう。行きたくないのに足は止まらない。

「お帰り、フィオナ。さぁおいで」

　言われるがまま彼の胸に自分から飛び込み、強く抱き締められてしまう。

（気持ち悪い。触さわらないで。大嫌い）

　思考の自由はあるが体がまったく言うことをきかず、少しも抗えない。

「さぁ帰ろうフィオナ。着くまでぐっすり眠ねむっていていいよ。おやすみ」

　その言葉に彼女の体は支配され、瞼まぶたは重くなっていく。

　頭がぼんやりして何も考えられなくなる。

「いや……帰らな……い……」

　拒絶したいのに眠ねむ気けに抗えない。意識が遠のいて彼女はゆっくりと目を閉じていった。

　意識を失ったフィオナは皇子に抱き抱かかえられ、帝国へと連れ戻されてしまった。


[image: ]



　目が覚めたフィオナはしばらくぼんやりとしていた。

　ここはどこだろう……はっきりとしない頭で、知らない天てん井じょうだなぁと考えた。

　しばらくすると、意識を失う前の皇子とのやり取りを思い出し、自身の置かれた状じょう況きょうを理解して、勢いよく起き上がった。そして逃とう亡ぼうを図はかろうとする。

　手足は繫つながれておらず自由だ。窓を破壊してそこから脱だっ出しゅつしようと試みたが、魔術を発動させることができない。

　とにかく部屋から出ようと扉に向かった。しかし扉の持ち手を摑んだ手を動かせない。

　どれだけ頑がん張ばろうと、部屋から出るという行動がとれず、彼女は途と方ほうにくれてベッドに戻り膝を抱えた。

　皇子に眠らされて連れてこられた部屋は、隷属の契約をしてからずっと生活していた部屋とは全く違ちがう大きな部屋だった。

　家具もベッドも全て一級品のような豪華な部屋。だけど居い心ごこ地ちが悪くてたまらない。

　黒を基調とした家具、金きん飾しょくの額がく縁ぶちに入った抽ちゅう象しょう画が、革かわ張ばりのソファーやクッション。部屋にあるもの全てが皇子が好みそうなものばかり。気持ちが悪くてたまらない。

　しばらく膝に顔を埋めていると、ジルベートが部屋にやって来た。

「おはようフィオナ。素す敵てきな部屋だろう」

　にっこりと笑い、優しい声こわ色いろで語りかけてくる。

（気持ち悪い。ばか。大嫌い）

　行動は縛られているが、思考の自由は奪われていないようだ。彼女は言いたいことを少しも躊躇わず、臆おくすることなく言うことにした。

「素敵なんかじゃない。気持ち悪い」

　彼女はジルベートとは目も合わせずに、無表情で淡々と答えた。

　怒おこった彼に殴なぐられようが、そんな些さ末まつなことはどうでもいい。

　彼は目を大きく見開いた後、恍惚とした表情を浮かべた。

「っは。僕にそんな口を利きくなんて……たまらないな」

　彼は自身の腕を抱いて身み悶もだえている。予想だにしていなかった反応に、フィオナは眉をひそめた。

　ジルベートは彼女のすぐ隣となりに座った。気持ち悪くて離れようとしたが、『側においで』という言葉に抗えず、体を寄り添そわせて座ることになってしまった。

　ふかふかなのに座り心ごこ地ちの悪いベッド。隣には大嫌いな男。

　嫌なのにどうすることもできない。フィオナは冷めた目で皇子に尋たずねた。

「私に何をしたのですか？」

　新たな呪印を施された記き憶おくはない。頭の中に皇子の声が響いて、抗おうとすると胸が熱く苦しくなり、それから行動の自由を完全に奪われてしまった。

「ふふ、それはこれの力さ」

　ジルベートは右の袖そでを捲まくった。彼の腕うでは手首から肘ひじまで、赤黒い紋様でびっしりと埋め尽くされていた。

「これは帝国に代々伝わる秘術、血の契約さ。これはね、君の血で描かれているんだよ」

「私の……」

　フィオナは顔を歪ゆがませる。

「そう、これによって君の所有者は僕になったんだ。発動させるにはある程度の距きょ離りまで近づかないといけなくてね。そのために仕方なくあそこまで僕は足を運んだんだ」

　ジルベートは可能な限り危険から身を守るため、滅めっ多たに宮きゅう殿でんから外に出ない。

　彼は臆おく病びょうなのだ。危険が伴ともなう戦場に来るなんて、今までの彼なら有り得ないこと。

　しかしフィオナを取り戻すため、彼はあの場所まで足を運んだのだ。

「この秘術は使用者の寿じゅ命みょうを縮めるものだから、できれば使いたくはなかったんだけどさ、君を確実に僕のものにするためにはこれしか方法がなかったからね。あぁ、君の血を保存しておいて本当に良かったよ」

「あなたは私のことが嫌きらいではなかったのですか？」

　まともなご飯をくれなかったし、酷使して睡すい眠みん時間もくれなかった。大切にされた記憶なんて彼女には一つもない。

「好きだからつい虐いじめてしまったんだ。君を失って後こう悔かいしたよ。これからはもう酷ひどいことはしないと誓ちかう、だから僕の愛を受け止めておくれ」

「お断りします。そんな愛はいりません」

　フィオナにキッと睨にらみつけられた皇子は恍惚となる。フィオナから拒絶されることは、彼にとっては身悶えるほど素す晴ばらしい刺激になっていた。

「その表情良いね。すっごくそそられる。僕を拒絶するなんて君くらいだよ……本当にたまらない」

　なぜこの男はうっとりと頰ほおを染めて、喜んでいるのだろう。

　フィオナは気持ちが悪くてたまらない。しばらく会わなかった数ヶ月の間に皇子は変態になっていて、大嫌いな男にまた一つ嫌いな要素が増えてしまった。

「私はあなたが大嫌いです。顔も見たくない」

　そう言ってそっぽを向いた。

「そうか。それでも君はもう僕からは逃げられない。僕なしでは満足できないようにしてあげるからね。ふふ、今夜が楽しみだ」

　下げ卑びた笑みを浮かべながら、彼女の太ももに触れるジルベート。

　ぞわりとするのに逃げられなくて、フィオナはぎゅっと目を瞑つぶる。

　どうやら今夜、自分はこの男に穢けがされるようだと彼女は知った。拒絶したくても逃げることができないのなら、どうすれば良いのだろう。

　精一杯考えても答えなんて出てこず、代わりに涙が出てきて頰をつたう。

「……マティアス」

　震ふるえる声で大好きな人の名を小さく呼んだ。

「それはあの蒼い剣の男の名か？　不快だな。フィオナ、今後その名を口にすることは許さない」

「っっ」

　彼女はマティアスの名を口にすることができなくなってしまった。

　ジルベートが部屋から出ていき一人になると、涙が溢れて止まらなくなった。

「……うぅっ……やだぁ……」

　こんなところにいたくない。帰りたい。ここは嫌いだ。温かな部屋に帰りたい。

　エルシダ王国で住まわせてもらっていた部屋は、すごく居心地がよかった。宿舎の中で一番良い部屋らしく、備え付けのベッドや家具が豪華だったのは恐きょう縮しゅくものだったけれど。

　寝しん具ぐやクッションなどは女性が好むような可愛らしい色と柄がらで、カーテンは柔やわらかで落ち着ける淡あわいオレンジ色だった。本も誰もが楽しめるような品しな揃ぞろえ、ソファーには可愛らしいぬいぐるみが並び、壁に飾かざってある風景画は綺き麗れいで。

　部屋の隅すみから隅まで彼女を喜ばせようという気き遣づかいが感じられた。

　フィオナが心地よく過ごせるよう、レイラに相談しながらマティアスが選んでくれたのだと、後から知った時は感動した。

　いつも自分を気遣ってくれて優しくて温かくて。

　そんな彼と一いっ緒しょにいることが何よりも好きだった。

　それなのにもうあの場所には戻れない。あんなに幸せな生活を知ってしまっては、もうここでの色のない、辛つらいだけの生活になんて戻れない。




　夕食は今までと打って変わって豪ごう勢せいな料理が出てきたが、何一つ口にしなかった。

　空腹なんて感じない。胃のあたりにずっと気持ち悪いものが居座っていて、食べたいという意欲も湧かない。せっかく運んできてくれた給きゅう仕じの女性に、申し訳ないという気持ちすら出てこなくて、冷めた目で片付けてほしいと告げた。

　ふとテーブルの上のキラリと光るナイフが目に入り、フィオナは右手を伸ばした。

　手に持ちそのまま自身の腕を切りつけようとする。しかしナイフが肌はだに触れる直前、右手が動かなくなった。

　どうやら眠っている間に、自分自身を傷つけないよう命令を受けていたようだ。

　その後は三人の女性に浴室へと連れていかれ、体を隅々まで洗われた。大きなバスタブにたっぷり張られた湯に浸つかりながら、リラックス効果があると言われて香こう油ゆを湯に垂らされ、花を浮かべられても香りなんて感じない。綺麗だなんて思わない。

　このままここで溺れて死のう。

　そう思い体を沈しずめていくが、顎あごが少し浸かったところから先には沈めなかった。

　命を絶つような行こう為いは何も許されていないようだ。

　体を清め終わると、黒い夜着が用意されていた。

「殺してもらえませんか？」

「っっ、それはできません」

　服を着せていた女性に頼んでみるが拒きょ否ひされてしまい、フィオナは乾かわいた息を吐いた。

　女性が退室すると部屋で一人待たされる。

　ベッド横の円テーブルの上には、ランプと金の腕輪と小こ瓶びんが置かれている。

　あの男のことだから、媚び薬やくでも入っているのだろう。

　フィオナは瓶を摑んで部屋の隅にポイッと投げた。青白く光るランプの灯あかりをじーっと見ていたらジルベートがやってきたので、ベッドで膝を抱えながら彼をじとっと睨む。

「フィオナ。よく見せてくれ」

　そう言われ、胸に刻まれた呪印がドクンと脈打つ。拒否などできない。

　スッとベッドの横に下りて立つと、ジルベートはうっとりとしながら近づいた。

　黒い夜着は大半が透すけているが、彼女には少しも恥じらう気持ちが湧いてこない。

　舐なめ回すような視線に、嫌けん悪お感かんと吐き気を感じるだけ。
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「あなたはこの国の皇子ですよね。私など放っておいて、もっと高貴な方のお相手をするべきではありませんか？」

　冷ややかな目を向けて淡々と告げるが、ジルベートは口元に余よ裕ゆうの笑みを浮かべたまま、フィオナを抱き寄せる。

「もちろん世よ継つぎは適当な血筋の良い女に産ませるさ。君はただ僕に愛されていればそれでいい」

「結構です。あなたに愛されるくらいなら死んだ方がマシです。殺してください」

「ふふふ、本当に生意気な子だ。たまらないな」

　弾はずむような声でそう言いながら彼女をベッドに沈め、上に被かぶさるように跨またがりフィオナの顔の横に両手をついた。

「さぁ、たっぷり愛し合おうか」

　舌した舐なめずりをされながら頰を撫なでられ、フィオナはぞわりと身み震ぶるいした。

「いや、やめて。気持ち悪いから触らないで」

「僕を気持ち悪いなんて言うのは君くらいだよ。お仕置きしてあげないとね」

　頰から首へと手は下りてくる。

　気持ち悪い。嫌だ。こんな気持ちの悪い手に触られたくない。

　彼女はもっと温かな優しい手を知っている。触れられたいのはあの人だけだ。

「辛いのは最初だけだ。すぐに良くなる」

　自身の頰に大嫌いな人の唇くちびるが触れて、ずっと気き丈じょうに振る舞まっていたフィオナはポロポロと涙をこぼした。

「やだ、お願い……やめてください……お願い、します」

　震える声で懇こん願がんする様子は、ジルベートを更さらに興奮させた。

「あぁ、その顔もたまらないな。もっと泣かせたくなる」

　口元に笑みを浮かべ、夜着の胸むな元もとのリボンに手を伸ばす。

「……やだぁ」

　ジルベートがリボンを解ほどこうとした次の瞬間、斬ざん撃げき音おんと共に天井付近に蒼い光の線が走った。少し斜ななめに入った線に沿い、ズズズと天井がズレていく。そのまま下に落ちていき轟ごう音おんと共に地面が揺ゆれた。ガラガラと崩れる音が鳴り響く。

　ずいぶんと開放的になった部屋からは、夜空が見み渡わたせるようになり、差し込む月光に照らされたジルベートはポカンと口を開けた。

「なっっ……」

　開いた口が塞ふさがらないままベッドから下り、窓に近づきカーテンを開けて外を見渡す。

　右の方でゆらりと揺れる蒼い光が視界に入り、ジルベートがそちらに目を向けると、黒いローブで姿を隠かくした、蒼い剣を肩に担かついだ人物と目が合った。

　──そこか。

　フードから覗のぞく藍あい色いろの瞳が鋭するどく光る。

　すぐに隣にいた、もう一人の黒いローブの人物を肩に雑に担ぐと、自身の足元に風の魔法陣を描いて高く飛び上がり、先ほど切り落とした場所に降り立った。

　フィオナはベッドに座ったまま、突然現れた人物を呆然と見上げる。

　フードで顔は見えないが、その手に握られているのは大好きな人の蒼い剣だ。

「ちょっ、マティアスさんいろいろ雑っす！」

　肩に担がれた人物が叫ぶ。

「仕方ないだろう。ほら、間かん一いっ髪ぱつだったようだ」

「え？　うわわっ、ほんとっすね」

「見るな。殺すぞ」

「そりゃないっすよ」

　頭上でがやがやと騒さわぐ二人に、フィオナはハッとなって両手で前を隠した。

　さっきまでどうでも良かった透けた服が恥ずかしい。

「フィオナ！　蒼い剣の男を殺せ！」

「っっ」

　その言葉ですぐさま大型の魔法陣を描きだした。

　金の腕輪を装着するよう言われて着け、泣きながらいくつもいくつも、黒いフードを被った人物を取り囲むように描いていく。

「っっ、やぁっ……やだぁっ……」

　ボロボロと涙を溢こぼしながら、特大の魔法陣をいくつもいくつも描いていく。

　手加減なんてできない。大好きな人に攻撃したくないのに、体はまったく言うことをきいてくれない。

　その様子を見てローブの人物は胸を痛める。魔術が発動する前に魔法陣を斬きり裂さき続けていると、顔を隠していたフードが外れた。

　さらりとした金色の髪が月光に照らされる。

「フィオナ、大丈夫だ。すぐに行くから心配するな」

　マティアスは彼女が安心できるように声をかけた。実際、どこに魔法陣が現れようが、発動する前に全て斬り裂いて消している。

　しかしこのままではキリがない。彼女が金の腕輪を装着している限り、攻撃が止むことはないのだ。

「あの男をどうにかしてこい」

　その言葉と共に、マティアスは肩に担いでいた人物をポイッと投げた。

「扱あつかい雑っす！」

　投げられたはずみでフードが外れ、赤い髪が露あらわになる。

　ルークは落ちながらも両手に魔力を集め、黒い紋様を描いた光の帯を作り出す。

「っっフィオナ、こっちの男も──」

　命令を言い終わる前に、ジルベートは飛んできた光の帯に口を塞がれる。次いで首にも動き封じの帯が巻き付く。

　ルークは受け身をとれずに床にベチャッと落ちた。そのまま顔とお腹なかを押さえながら蹲うずくまり、しばらくするとよろよろと立ち上がった。

　自身の胸元に手を当てながら、動けずに突つっ立たったままのジルベートに近づいていく。

「あいたた……マティアスさんマジ鬼き畜ちくっす……さてと、そんじゃ失礼するっすね」

　ルークはなんの迷いもなく、ジルベートの右の袖をめくった。

「うんわ、なんすかコレ」

　腕にびっしりと描かれた、赤黒い紋様に顔を歪める。

　彼はすぐに解かい呪じゅに取りかかった。しかし紋様は少しも薄うすれず、腕に留とどまり続ける。

　それもそのはず、これは帝国に代々伝わる秘術である。

　そんじょそこらの呪印士に解けるはずはない。

　ジルベートは内心でほくそ笑んだ。手こずっている間に、フィオナは蒼い剣の男を仕留めるはず。彼女は無尽蔵の魔力を持っているのだから。

　そして騒ぎを聞きつけた者たちもこの部屋にくるはずだ。

「仕方ないっすね」

　ハァと一つ息を吐くと、ルークは服の下に隠していた首くび飾かざりを取り出した。黒い鎖くさりに黒く歪いびつな玉がいくつも付いたものだ。

　左手で首飾りに触れて魔力を流すと、首飾りは黒い靄もやを放った。

「ほんとは何度も使いたくないんすよ、コレ」

　眉まゆ尻じりを下げながらそう言うと、そのまま右手で呪印に触れる。

　ジルベートの腕は、ルークの右手から流れてきた黒い靄に包まれていく。

　靄は赤黒い紋様にじわりじわりと染しみていき、やがて紋様と共にスーッと消え去った。

「これでよしと。マティアスさーん、オッケーっす！」

「──？」

　ルークは上に向かって叫び、自身の寿命を使ってまで施した秘術をあっさりと解かれたジルベートは、驚おどろき目を丸くし、声にならない声で叫ぶ。

　呪印が消え去ったことにより、フィオナは魔法陣を描くことをピタリとやめる。

　ボロボロと泣きすぎて目は真っ赤になっていた。

　マティアスは蒼い剣を鞘さやに収めると、すぐに飛び降りた。フィオナの下へ駆け寄り、そのまま強く抱きしめる。

「うぅっ……マティアスっ……マティアスっっ」

　ようやく名前を呼べるようになり、何度も何度も呼びながら彼にぎゅっと抱きついた。

　マティアスはホッと息を吐くと抱きしめている力を緩ゆるめ、彼女の肩に優しく手を置いて顔を覗き込んだ。

「大丈夫か？　酷いことはされてないか？」

「っっうんっ、大丈夫だよ。ちょっと危なかったけど……っあ」

　フィオナは自身の格好を思い出し、胸元を両手で隠した。大事なところはギリギリ隠れているけれど、体のラインは丸見えな透けた服。恥ずかしすぎて涙は引っ込んだ。

　マティアスも一瞬視線を下に向けたが、すぐに顔を背そむけ、黒いローブを脱ぬいで彼女の肩からかけた。

「これ着てろ」

「……うん。ありがとう」

　温ぬくもりが残っている大きなローブにきちんと袖を通してボタンを留めて、ベッドから下りると、バタバタと数人が走り寄ってくる足音が聞こえてきた。

「フィオナ、邪じゃ魔まが入らないように壁を作ってくれ」

「うん、分かった」

　すぐさま分厚い土の壁を作り出し、部屋全体を覆った。外から攻撃されてもびくともしない強きょう靭じんな壁だ。

「ルーク、さっさと始めろ」

「はいっす」

　マティアスは、突っ立ったまま呆然としているジルベートにゆらりと近づいた。

「そんじゃ失礼するっすね」

　一言断りを入れると、ルークはジルベートの夜着の前ボタンを全て外す。左手で黒い首飾りに触れ魔力を流し、黒い靄が出てきたところで右手をジルベートの胸部に当てた。

「ねぇ、それ何？」

「呪のろいを司つかさどる神器っすよ。これ国家機密っすから内密に」

　フィオナの疑問にルークはあっさりと答えたが、ルークが神器を所持していることは国王とマティアスを含むごく僅かな限られた人間しか知らない。

　彼は幼少期から呪印を扱うことに長たけていた。そして彼はとんでもなくいたずら小こ僧ぞうだった。王城中の扉という扉に呪印を施して開かなくしたり、宰さい相しょうの秘密のポエムが仕し舞まってある箱の封を開け、高らかに音読しなから城内を歩き回ったり。

　いたずらするたびにマティアスにこってり絞しぼられていたが、少しも懲こりることなく、ひたすらいたずらを重ねていった。

　とある日の午後、いつものようにいたずらしようと、彼は王城の宝ほう物もつ庫こに忍しのび込むことにした。彼の解かい呪じゅの力を以てして解除できない扉などなく、あっさりと中に侵しん入にゅうする。

　そこで彼は、厳重に封ふう印いんされている箱を見つけた。

　呪いや秘密といったものが大好きな彼は、もちろん躊躇うことなく封印を解いた。

　蓋を開けて出てきたものは黒い首飾りだった。

　彼がそっと手を触れると、首飾りは黒い靄を放ち、ルークの首にまとわりついた。

　痛くも苦しくもない靄。これは一体何だろうと、箱を手に国王の下へと行った。

　そこで驚きょう愕がくの事実を知ることとなる。彼は、危険だからと厳重に封印されていた呪いを司る神器に持ち主として選ばれてしまったのだ。

　どんな呪いも解呪できる力と、人を瞬く間に呪い殺すことのできる力を有する首飾り。

　ルークが所有者になったことは極ごく秘ひ事じ項こうとなり、この神器は必要時以外は宝物庫から持ち出さないことに決定した。

　神器に選ばれたその日から、ルークは人が変わったように真面目になった。

　とんでもないものの所有者になってしまったことで、気が引き締まったのだ。

　もういたずらなんてできる心境ではない。

　そしてその日から、マティアスにこき使われるようになった。

　今まで迷めい惑わくをかけられた腹いせのように、まるで下げ僕ぼくのような扱いだったが、それも仕方がないとルークは諦あきらめて付き合い続けることにした。




「ほんとはこんなことしたくないんすよ。でも自じ業ごう自じ得とくっすからね。これ以上ちょっかいかけてくるなら、陛下もこうするつもりでいたっすから」

「本来なら細切れにしてやったところだ。命があるだけマシと思え」

　ルークは神器を扱うことを好まない。だが今はこうするしかないのだと諦める。

「まずは口止めからっすね。この首飾りやオレのこと、自身に呪印を刻まれたことを他人に伝えないこと。ここにオレたちが来たことを他人に伝えないこと」

　ルークの右手から出た黒い靄は、ジルベートの体の中に吸い込まれていく。

「今後一切フィオナに近づくな、名前を呼ぶな、触れるな、声を聞くな」

　マティアスは目をたぎらせながら、矢や継つぎ早ばやに言っていく。

「はいはい。えっと近づくな、名前を呼ぶな、触れるな、あとは……」

「声を聞くな、視界に入れるなだ」

「増えてないっすか？」

「煩うるさい。さっさとしろ」

「あーはいはい」

　面めん倒どうくさそうに返事をすると、どんどんと靄を体の中に吸い込ませていく。

　ジルベートの目に映っていたフィオナは、黒く霞かすみがかかったようになった。

「今後一切他人を傷つけるな、他人に何かを命じるな。次期皇帝には他国を侵略しようとしない奴やつを選べ。国民を大切にする人徳のある奴だ。もちろんお前以外のな」

　今後もう非道なことができないよう、次々と制約の呪印をジルベートの体の内部に刻んでいく。

「こんなもんすかね……あ、マティアスさんが宮殿の屋根をぶっ壊こわしたっすけど、うちに修しゅう繕ぜん費ひを請せい求きゅうしないでくださいね。今まで散々迷惑かけられたんすからチャラっすよ」

　呪印を全て体内に刻み終えると、ルークは首飾りに魔力を流すことをやめた。

「ふぅ、これでオッケーっす。万一誰かがあなたに刻まれた呪印に気付いたとしても、誰にも解けっこないんで諦めてくださいね。神器で何十倍にも呪いの効力を上げたものっすから」

　ルークは腰こしに手を当てて得意気に告げる。

「終わったか？　ぐずぐずしてないでさっさと帰るぞ」

　マティアスは一日ずっと動きっぱなしで、神器を何度も発動させているので疲れているのだ。腕を組みながら若じゃっ干かん苛いら々いらしている。

「はいはい、それじゃ帰るっすよ。マティアスさんまた担いでください。フィオナさんは目め眩くらましと足止めを頼めるっすか」

「うん、任せて」

　マティアスは来た時と同じように雑にルークを肩に担ぐ。フィオナはローブのフードを被ると、周りに張っていた土の壁の上部だけを消し去った。

　二人は足元に風の魔法陣を起動し、高く飛び上がり建物の切り口の上に立つ。




「さよなら」

　フィオナは後ろを向かずに、小さく別れを告げる。

　その声は、呪印を施されたジルベートの耳に届くことはなかった。

　ルークはマティアスに担がれながら、黒い魔力を纏わせた人差し指をジルベートに向けた。

　去り際に放たれた解呪の魔力によって、ジルベートの口と首に巻き付いていた帯が消滅する。封じられていた声が戻り、動けるようになった。

　体は自由になったがいくつもの自由を失ってしまった。ジルベートは放心し、その場に力なく座り込んだ。

　虚ろな目で見上げたそこにはもう誰の姿もなく、月だけが静かに佇む。

　愛しい女性の名前を呼ぶことはもうできない。声を聞くことも姿を見ることも二度と叶かなわない。

　その事実に打ち拉がれ、ジルベートは涙を流した。




　フィオナは陽動で至るところに魔法陣を描いて魔術を放っていく。光や旋せん風ぷうで帝国のものたちの目を眩ませ、土の壁で行く手を阻はばんだ。

　すぐ近くに繫いであった馬を迎えに行き、馬を走らせ王国まで帰ることにする。

　フィオナはマティアスの前に乗せてもらった。

　途中で少し休憩を入れたが、マティアスは一刻も早く彼女を安心できる場所まで連れていきたかった。宿屋に泊とまることなく馬を走らせていく。

　そして無事ホームまで戻ってきた頃には、もう深夜になっていた。

「ふぁぁ……おやすみっす」

　ルークは目を擦こすりながら、二階にある自室へと向かった。

「マティアス、もう良いよ」

「ダメだ」

　一人で大丈夫だからと言っても、マティアスは五階にあるフィオナの部屋まで送り届けると言って聞かない。

　部屋に辿たどり着ついた時には、彼は活動の限界を迎えてフラフラになっていた。

「おやすみ、フィオナ」

　部屋の前で彼女の頭を軽く撫でると、ふらりとしながら戻ろうとする。彼の部屋があるのは隣りん接せつする騎士宿舎の四階だ。

　早く休んでほしい。そう思ったフィオナは、マティアスの腕を両手で摑んで部屋に連れ込んだ。そのままぐいぐいと自分のベッドへと連れていく。

「ここで寝て、マティアス。おやすみ」

　腰の剣をベルトごと外して何とか無理やり寝ね転ころばせ、肩までしっかりと毛布をかける。

　マティアスは一瞬思考が停止したが、フィオナがソファーへ行き、毛布を被って寝転ぶのを見届けると、『それならいいか……』と目を閉じた。

　もちろん良いわけがないが、眠気と疲労で限界だったマティアスの頭は働かず、そのまま深い眠りについた。
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　ベッドの上で、マティアスは呆然と座り頭を抱えている。

（やってしまった……）

　フィオナを部屋まで送り届けてすぐに力ちから尽つき、彼女のベッドで朝までぐっすり寝てしまうだなんて不覚すぎる。

　ソファーで寝ている彼女を起こさないよう、そして他の人間にも気付かれないよう、部屋を出ていこう。だけどその前に寝顔を拝もうと、ソファーに近づいた。

　すーすーと寝息を立てる穏やかな顔に安心し、目元を和やわらげた。

　彼女を無事に帝国から連れ戻すことができ、本当に良かったと胸を撫で下ろす。

　北の地で帝国の魔術師たちを追い払った後、東は大丈夫だろうかと通信魔道具で連れん絡らくを入れた。フィオナが連れ去られたと知った時は、頭に血が上り、帝国そのものを滅ほろぼすつもりで向かおうとした。

　さすがに戦争になるからやめなさい、落ち着いてとレイラに宥なだめられ、『そんなことをしたらフィオナが責任を感じてしまうわよ！』という一言で何とか踏ふみとどまった。

　グレアムによると、フィオナの様子は明らかにおかしく、何者かに行動を支配されているようだったと言う。

　それならルークの力は絶対に必要だろうと、東の地で落ち合い、共に向かった。

　案の定、帝国の秘術とやらでフィオナは縛られていて、ルークがいなければバカ皇子を殺すしか術すべはなかった。




「……マティアス？」

　もう少し、あと少しと寝ね顔がおを堪たん能のうしまくっていたら、フィオナが起きてしまった。

　目をこすりながら上半身を起こし、ぼーっとしている。

「おはよう」

「ん……おはよ」

　彼女は寝起きが悪い。まだ半分寝ているようなので、彼女の頭が完全に覚かく醒せいするまで待ち、しっかりと目が覚め会話ができるようになると、マティアスは謝罪を口にした。

「すまない。俺はここで力尽きてしまったようだな」

「気にしないで。マティアスたちのお陰かげで、またここに帰ってこられたんだもん」

　フィオナはソファーから立ち上がり、彼の目の前まで近づいた。

「助けてくれてありがとう。もう会えないって諦めてたの。まさか帝国まで助けに来てくれるなんて思わなかった。無理させちゃってごめんね」

　申し訳なさそうにへにゃりと眉尻が下がり、紫色の瞳は揺れている。

「帝国だろうとどこだろうと迎えに行くさ。君はもう大事な仲間だからな。それに俺は君のお母さんみたいな人なんだろう。いなくなった娘むすめを迎えに行くのは当然のことだ」

　マティアスは彼女があまり気負わないで済むよう、冗じょう談だんめかして笑みを浮かべながら頭を撫でた。

　そう、実際、母親のように全く気にせずに、部屋に泊められるような男なのだ。

　安心できて信用できる存在だと思ってくれているのだと窺うかがえるが、男として意識されていなさすぎる。彼は泣きたい気分になってきた。

　フィオナの方はと言えば、娘と言われて複雑な気持ちを抱いていた。以前、彼をお母さんみたいだと言ったのは彼女自身なのだが、もう今はそう思ってはいないから。

「……マティアスはもうお母さんじゃないよ」

「そうなのか？　いつの間にお母さんをクビになっていたんだ、俺は」

　それはそれで彼はショックを覚えた。何とも言えない残念で微び妙みょうな心境だ。

　しかし後に続いた言葉で、そんな気持ちは吹き飛ぶこととなる。

「お母さんじゃないけど、大切で特別な人なの」

「……え？」

　大切で特別。それはどういう存在だ。

　お父さんか？　お婆ばあちゃんか？　それとも──

「フィオナ、それはどういう意味か教えてもらえるか」

　もしも彼が期待しているような意味なのだとしたら、歓喜に震えることになるだろう。

　しかしフィオナははっきりと言うことを躊躇った。口にするのは恥ずかしいのだ。

「えっと……それは内ない緒しょだよ」

　照れくさそうに頰を染めて、少し俯うつむきながら目を逸そらした。

　マティアスにはその仕草だけでもう十分すぎて、彼女をその腕にすっぽりと収めてしまったのは仕方のないこと。

「っっ、マティアス？」

「あー…………泣きそう」

「え？　何で？」

　腕の中で慌ててわたわたとしているフィオナをしばらく堪能しながら、彼は幸せを嚙かみ締めていた。
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　ようやく男として見てもらえたことを実感し、温ぬくもりを十分堪たん能のうしたマティアスは、フィオナをその腕うでから解放した。

「皇子に酷ひどいことはされていないと言っていたが、本当に大だい丈じょう夫ぶだったのか？　嫌いやな目に遭あわなかったか？」

「えっとね。嫌なことはいっぱいあったけど、もう大丈夫だよ。抱だき締しめられたり、ほっぺにちゅってされたりして気持ち悪かったけど……」

　目を細めて苦々しげにそう言えば、ひやりと周囲の温度が数度下がった感覚に襲おそわれた。

　マティアスから尋じん常じょうでない殺気が漏もれ出ているのだ。

　自分に向けられたものではないと分かるので怖こわくはない。だけど一体どうしたのだろうと、フィオナは彼の顔を下から覗のぞき込んだ。

　そして次の瞬しゅん間かんには、自身の右みぎ頰ほおに柔やわらかなものが触ふれていた。

　フィオナは呆然とし、そのまま数秒間固まった。

　その後、ようやく頭が状じょう況きょうを理解でき、右頰をそっと手で押さえた。

「……えへへ」

「っっ」

　何とも幸せそうな、そして恥はじらいの交じった微笑ほほえみを浮うかべるフィオナに、マティアスは我に返った。

「すまない……つい、そのだな……」

「……ううん。気にしないで。えっとね、マティアスになら何されても嫌じゃないから大丈夫だよ」

　もじもじと上うわ目め遣づかいでそんなことを言われてしまい、彼はヒュッと息を吞のんだ。

（……あぁ、まずい）

　これ以上ここに留まってはいけない。自身の本能がそう警告している。

　彼は目の前の黒いローブの下がどんな姿なのかを思い出してしまった。一度目にしただけで頭に焼き付いて離はなれないような、扇せん情じょう的てきな姿をしているのだと。

　彼は今しがたの自身の行いにはもう触れることなく、一刻も早くこの場から立ち去ることにした。そう、襲ってしまう前に。

「……それでは俺は部屋に戻もどる。君も朝食の時間までに身み支じ度たくを調ととのえておくんだぞ」

「うん。分かった」

　マティアスは顔を赤らめて俯うつむくフィオナの頭を優やさしくひと撫なですると、自分の部屋のある騎き士し宿舎に戻っていった。

　フィオナもぎこちない動きで浴室に向かい、シャワーを浴びることにする。

　脱だつ衣い所じょで黒いローブを脱ぬいだ下から現れたのは、黒い透すけ透けの夜着だ。

「……あ」

　そういえばこんなものを着せられたのだったと思い出した。そしてマティアスにも見られてしまった。

　そう思うと更さらに顔が熱くなり、抱き締められていた温もりや頰の感かん触しょくが蘇よみがえる。

　先さきほどの彼の行こう為いは、穢けがれた頰を消毒しようという、慰なぐさめの気持ちからきたものなのかもしれない。最近ミュリエルに借りて読んだ恋れん愛あい小説の中で、そういう話があったのだ。

　自分が皇子のことを心から嫌きらっていることを知っているから、怒いかりを露あらわにして、とっさにあのような行動に出たのだろう。

　だけどそういうことは、異性として少なからず好意を持っている相手にすることではないだろうか。

　そう思うとひたすらに嬉うれしくて、胸がじんわりと熱くなる。顔を赤くしながらもさっさと服を脱いで、シャワーを浴びる。

　いつかきちんと理由を聞けたら良いいな。それまでに、もっとしっかりと好きになってもらえるように努力しよう。そう意気込んだ。

　何とか気持ちもスッキリ落ち着いた後は、白いシャツと黒いズボンを着た。

　団長であるレイラの部屋を訪ねて、戻ってきた報告と謝罪をしたいけれど、まだ早朝なので、朝食の後に行こうと決めた。

　彼女は昨日の朝食をとったきり何も食べていないのだ。お腹なかはきゅるると空腹を訴うったえ続けている。

　国王への報告は一ひと先まずルークが済ませておくと言っていたので、任せることにした。

　朝食には少し早いけれど、もう食堂は開いているはず。お腹を満たしに行こうと部屋を出たら、ミュリエルとニナがちょうど五階に来たところだった。

　二人は駆かけ寄よってきて、ニナはその勢いのまま抱きつく。

「フィオナさぁん！　ちゃんと帰ってこられて良かったぁ」

「ほんとよ。マティ兄が行ったから心配はしてなかったけどね！」

　ミュリエルはツンとしているけれど、その目は少し赤くなっている。

「ただいま。心配かけてごめんね」

　ニナと抱き合っていると、レイラもすぐにやって来た。

「お帰り。無事で良かったわ。マティアスが行ったから大丈夫だとは思っていたけどね。むしろあちらに死人は出ていないかしら？」

「ご心配をおかけしました。私が知る限りでは、マティアスは宮きゅう殿でんの屋根を削そぎ落としただけなので、死人は出ていないと思います」

「削ぎ……そう、それなら良いわ」

　レイラは深く考えないことにした。

　四人でそのまま食堂へ向かうと、マティアスが入り口で待っていたので合流する。ニナはヨナスの下へと行った。

　マティアスとは隣となり同士、レイラとミュリエルとは向かい合わせに座って、皆みんなで朝食をとりながらフィオナはぼんやりと考える。

　昨日、皇子に帝てい国こくに連れていかれたばかりなのに、今はもうここでこうして、いつもの日常を送っているなんて不思議。

　マティアスは本当にすごくて格好いい。ちらりと隣をうかがえば、金色の髪かみがいつも以上に輝かがやき、いつも以上に素す敵てきに見える。

　彼の何もかもが大好きでたまらなくて、右手でそっと自身の頰に触れた。そのまま唇くちびるを指でなぞっては、艶つやっぽい表情を浮かべる。

　そんな仕草を隣でしっかりと目もく撃げきしてしまったマティアスは『ぐっ……』と苦しげに唸うなった。




　その後、フィオナは食堂にやって来た第一魔ま術じゅつ師し団だんの仲間に謝罪していった。

　皆、彼女の無事を喜んだ。そして、心配していたがマティアスが行ったから大丈夫だと思っていたと、口を揃そろえて言う。

　しばらくするとグレアムもやって来て、ポンとフィオナの頭を手で押さえた。

「よう。無事帰ってこられて良かったな」

　あくどい笑えみと共にそう言って、そのまま隣に座った。

「グレアム、吹ふき飛とばしちゃってごめんね」

「気にすんな。皇子にエロいことされなかったか？」

「うん、エッチな服は着せられたけど大丈夫だったよ」

「エッチな……」

　グレアムは口ごもる。二人の会話を聞いていたマティアスはゆらりと立ち上がり、腰こしの剣けんに手を添そえた。その目は据すわっている。

「今想像したな。頭を出せ。一度記き憶おくをリセットしてやる」

「っっざけんなよ、今の俺悪くねぇだろ？　こんなとこで剣引ひき抜ぬくなって。フィオナ、オマエも言ってやれ」

「うん。マティアスやめて。グレアムが死んじゃったら悲しいの。私にとってグレアムはお兄ちゃんみたいな存在だから」

　その言葉を受けて、目の前で傍ぼう観かんしていたミュリエルは勢いよく立ち上がり、眉まゆを吊つり上あげた。

「はぁ？　マティ兄はお母さんなのに、こんな奴やつがお兄ちゃんなの？　信じらんない！」

「っは、何オマエ、お母さんだとか言われてんの？　マジうける」

「よし、最さい期ごの言葉はそれでいいんだな」

「よくねぇよ！」

「ちょっとあなたたち煩うるさいわよ」

「はよっす。なんか楽しそうっすね」

　ルークもやって来て、がやがやと騒さわがしい中、フィオナは幸せを嚙かみ締める。

　今日も大好きな人たちに囲まれて食事をとっていて、生きていて良かったなぁとしみじみと思った。




「あのね、マティアスはもうお母さんじゃないよ」

　のんびりゆったりとした口調でそう告げて、フィオナは穏おだやかに微笑んだ。
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　はじめまして。白しろ崎さきまことと申します。

　この度たびは『人生に疲つかれた最強魔ま術じゅつ師しは諦あきらめて眠ねむることにした』をお手に取ってくださり、誠まことにありがとうございます。




　このお話は、幼い頃ころから辛つらい思いをしてきた女の子が、とにかく全てが完かん璧ぺきで隙すきのないヒーローから溺でき愛あいされて、甘くとろける幸せな日々を送る。そんな糖分過多な物語を目指して出来上がった物語です。

　誰だれにでも優やさしい男性も素す敵てきだけれど、主人公にだけ甘くて優しい特別感が欲ほしい。

　独どく占せん欲が強く、一歩間ま違ちがえたらヤンデレな重い愛情も欲しい。

　そんな作者の欲望を何だかんだとぎゅぎゅっと詰つめ込んで生まれたのが、世話焼きお母さん系ヒーロー、マティアスです。

　ぼんやりヒロインにお母さんなヒーロー。

　あれ？　この二人、恋こいは始まるのだろうか？　と心配になりました。

　フィオナはのんびりマイペースで恋れん愛あいごとに疎うといため、マティアスはどれだけ愛情を注いでも気付いてもらえない、なかなか異性として意識してもらえない。そんな不ふ憫びんな男になってしまいましたが、一応はハイスペックヒーローなので、格好よさを感じてもらえる所はあったはず。（ありました……よね？）

　フィオナとマティアスのやり取りが、ひたすらほのぼのとしたものになったので、帝てい国こくの皇子ジルベートが登場する話は、気持ち悪さに全力を注ぎました。類たぐい稀まれなる美び貌ぼうの無む駄だ遣づかいもたまにはいいかなと、嫌きらわれ役を一身に担になってもらいました。

　皇子のおかげもあり、最後は少しだけ二人の仲が進展して、マティアスは脱だつ・お母さんとなりました。『良かったね』とほっこりした気持ちになっていただけたなら幸いです。




　この物語を、くにみつさんの素敵なイラストで彩いろどってもらえて、一冊の本として形になったことが本当に嬉うれしいです。

　それを皆みな様さまが手に取ってくださったことに心から感謝申し上げます。

　お読みくださり本当にありがとうございました。




　それでは、またいつかどこかで、新たな物語をお届けできますように。


白崎まこと










電子書籍特典　書き下ろし短編

『甘いお酒に酔いしれて』









　白いエプロンに三角巾を着け、空色の長い髪は後ろできっちりと一纏めにしている。

　今日一日、食堂の一角を借りているフィオナは、せっせと手を動かしていた。

　綺麗なきつね色に焼けた丸いスポンジをナイフで横半分に切り分けて、生クリームとフルーツを挟んだら、側面にもたっぷりの生クリームをヘラで丁寧に塗っていく。

　次は上面の飾り付け。絞り袋に入れた生クリームを慎重に絞っていき、ハート形に切ったイチゴやまん丸にくり抜いたメロンなどをバランスよく乗せて、チョコレートのプレートを真ん中に乗せたら完成だ。

「……できた」

　どうにか思い描いていた通りに完成させることができ、ふうと安堵の息を吐く。

「おやまぁ、上手にできたじゃない。フィーちゃん本当に初めて作ったのかい？」

「うん。初めてだけど、おばちゃんが書いてくれたレシピ通りにしたらできたよ」

「そうかいそうかい。お役に立てて良かったよ。ほら、これお食べ」

「ありがとう」

　厨房の女性のポケットには、いつも飴が入っている。受け取ったフィオナは、すぐに口にぽいっと放り込んだ。少し休憩したら、次はごちそう作りだ。料理をするのは十数年振りのことだけれど、数日前に厨房に入らせてもらった時は、難なく調理補助を務められた。レシピと作業工程はしっかりと頭の中に入っているので、自信を持って取り掛かる。




　時を同じくして、魔術師たちが住まう宿舎の二階の一角、事前に申し出をすれば借りることのできる特別室で、ニナ、ヨナス、ルークの三人は、パーティーの準備をしていた。

　四角いテーブルは三つ縦に並べて、光沢のある水色のクロスを被せる。

　色とりどりの花を活けた小さな花瓶をあちこちに飾り、天井からは発光石を紐に通して連ねた飾りをいくつも取り付ける。その他にもぬいぐるみやふわふわした飾り、キラキラしたモールなど、ニナは次から次へと置いていく。

「ちょっとやりすぎじゃないかい？」

「やりすぎなくらいで良いんだよ。あの子派手なの好きだから」

「そうそう。ごってごてなくらいで丁度いいんすよ」

　そう言って、ルークは王城の宝物庫から拝借してきたクリスタルをドンっと置いた。

　これ一つで一軒家が建つほど高価なものだけれど、せっかく綺麗なのに暗い宝物庫に何年も置きっ放しは勿体ないと思い、国王に許可を得て持ってきたのだ。

　夕方になり、部屋に入ってきたフィオナは、飾り付けのきらびやかさに『わぁぁ……』と感動した。せっせとテーブルに料理を並べていたら、マティアスがやってきた。

「お帰り。任務お疲れさま。ねぇ見て。けっこう見栄え良くできたんだよ。厨房のおばちゃんたちに美味しいって言ってもらえたから、味も大丈夫なはずなんだ」

「あぁ。どれも美味しそうだ。料理は子どもの頃に手伝いをしたきりだと言っていなかったか？　よくこれだけのものを作れたな」

　フィオナが作った料理は、お世辞抜きにどれもこれも美味しそうに仕上がっていた。

「魔術式を組み立てる感覚と、魔力操作する時の要領で調理していったら、思うようにできたんだ。包丁も数年ぶりに握ったけど、うまく使えたよ」

「なるほど。君は身体能力は壊滅的でどうしようもないが、研ぎ澄まされた感覚を持っているし、手先は器用だからな。料理の才能があっても不思議ではない」

「えへへ。ありがとう」

　フィオナは前半の言葉は全く気にせず、後半の褒め言葉だけをありがたく受け取り、照れくさそうにはにかんだ。

　料理を並び終えてしばらくすると、ニナ、ヨナス、ルーク、グレアムがやって来て、最後にレイラが主役であるミュリエルを連れてきた。

「うわぁ……！　すごいよ。全部めちゃめちゃ美味しそうじゃん。この料理、本当にフィオナが作ったの？」

「そうだよ。味もちゃんと美味しいはずだから、いっぱい食べて」

　料理のプロからのお墨付きなので、フィオナは胸を張って誇らしげに言った。




　今日はミュリエルの十八歳の誕生日。八人揃ったところでお祝いパーティーを始める。

　帝国では一人も友達がいなかったフィオナは、パーティーなんてものは初体験だ。

　プレゼントを渡した後は、皆でテーブルを囲う。自分が作った料理を美味しい美味しいと言って食べてもらえて、胸がじんわりと温かくなる。そしてやっぱり褒められ過ぎると照れくさくなり、頰を染めて俯いた。

「お前、魔術が得意なだけの鈍くさいヤツだと思ってたけど、やるじゃん」

「ありがとう。得意なことが増えて、私もすっごく嬉しいの」

　グレアムはいつも言い方は悪いが、ちゃんと褒めてくれる。そんなグレアムに、本日の主役であるミュリエルは疑問に思っていたことを聞いた。

「アンタ、こういう集まり苦手でしょ。参加してくれるとは思わなかったよ。フィオナが誘ってみるって言ったけど、『めんどくせ』って一言で済まされると思ってたのに」

「あ？　タダ酒が飲める機会を逃すわけねぇだろ」

「タダ酒……あぁ、そういうことね」

　なるほど。ミュリエルは腑に落ちた。このパーティーの費用は全てレイラ持ちだ。彼は酒場に行くお金が一回分浮くならと、面倒な集まりに喜んで参加するような奴なのだ。だけど彼は、プレゼントに可愛いキャンディーの詰め合わせをミュリエルに渡している。そこはきちんとしているあたりに真面目さも窺える。

　エルシダ王国では、十八歳から飲酒が認められる。ミュリエルは今日この場をもって解禁となるため、丸テーブルの上には数種類のお酒、グラスなどが並んでいる。

　ミュリエルは初めてのお酒はどれにしようか悩み、ニナに選んでもらうことにした。

「一番飲みやすいのはこれかな。こっちは独特の香りがするけど、何だかクセになるんだよね。フィオナさんはどれにする？」

「えっとね、私は良いよ。この前レイラさんに誘われて初めてお酒飲んだんだけど、すっごく苦かったから、もう飲みたくないんだ」

「あー……団長は酒豪だからね……『千年地獄』とか『神竜殺し』とか飲まされたんじゃない？　あれは超辛口だから、初めての子に勧めるようなものじゃないんだけどな……この辺にあるのだとジュースみたいに甘くて美味しいから、試してみたらどうかな？」

　何と。レイラはフィオナにとって、優しくて常識のある頼れる人なので、ごく一般的なものを飲ませてくれたと思っていたのに、違ったなんてびっくりだ。

　ニナの『甘い』という言葉につられたフィオナは、ミュリエルと共に少しだけ味見をすることにした。グラスに注いだ薄ピンク色のお酒を一口こくりと飲むと、顔を綻ばせた。

「……ほんとだ。美味しいね、これ」

　口に広がる甘さと鼻を抜けるフルーティーな香り。あまりの美味しさに感動する。

「本当にこれお酒？　ジュースとしか思えないんだけど。私にはちょっと甘すぎるかな」

「棘桃の実と氷砂糖をウイスキーに漬け込んだものだから、甘くて飲みやすいでしょ。だけどれっきとしたお酒だから、飲み過ぎには気をつけてね。ミュリエルさんはこっちのお酒試してみる？　炭酸水で割ったら美味しいんだよ」

　ミュリエルはニナから美味しくお酒を飲むレクチャーを受ける。その傍らでフィオナは、今飲んだものと同じくらい甘いと教えてもらったものを、全て味見していった。

　レイラとグレアムとヨナスは、辛口の酒をひたすら飲んでいく。ルークはジュースを飲みながら料理を楽しんでいた。彼はお偉い様方が集まるパーティーで泥酔し、無差別に呪印をまき散らしたという前科があるため、人前での飲酒は禁止になってしまった。

　マティアスは料理の味だけを堪能しようと水を片手に食事する。なんてったって、初めて口にするフィオナの手料理だ。感動しながら、一口一口大切に味わうことに集中する。

　そして全て一通り味わい終えると、褒め称えるためにフィオナに近付いた。

　両手でグラスを持つ彼女の顔はほんのりと染まり、とろんとした目で何とも幸せそうにこくりこくりと飲んでいる。

　これは……酔っ払った姿を拝めるのでは。邪な考えが頭をよぎる。彼女は酔っ払うとどうなるのか。そんなの知りたいに決まっている。更にぼんやりしだすだろうか。笑い上戸に泣き上戸。甘えてべたべたとくっついてくるなんてことも有り得る。

　あぁ、それは良いな……それが良い。期待しながら近付くマティアス。

　そんな彼を、フィオナは上目でキッと睨み付けた。

「マティアス。ちょっとそこに座りなさい」

　いつも通り、のんびりゆっくり口調は変わらず、しかし今まで聞いたことのない低音の命令口調に、マティアスはポカンと口を開けて固まった。

「聞こえてるの？　座りなさいって言ったんだよ。ちゃんと言うこと聞いて」

「あ、はい。分かりました……」

　なぜか敬語になりながら、彼は言われるがままその場に正座した。

　そこからは延々とお説教されることとなり、マティアスは少しも反論することなく、背筋をピンと伸ばしながら静かに聞き続けた。

　フィオナはまさかの酔うと説教をするタイプだったようだ。最初は少しがっかりしたが、いつもと違う新鮮な姿を見られてこれはこれで良い。

　マティアスは何だかんだで満足だ。睨む姿も頰を膨らませる姿も、なんて可愛いんだと目に焼き付けていると、彼女の説教は途中からどんどん違う方向へと進んで行った。

「もうグレアムに酷いことしちゃだめだよ。脅すようなことを言うのもだめ。それとね、私に優しくしすぎるのもだめだよ。ただでさえ格好いいのに、そんなに優しくされたらドキドキして苦しくなっちゃうでしょ」

　あれ？　これは説教ではないな。フィオナは相変わらず怒った表情なのだが、褒められているだけのような気がする。そう思いながら、マティアスは黙って聞き続ける。

「マティアスのこと考えてたら、胸がきゅーってなって、夜なかなか寝られないんだからね。素敵すぎるのはだめだと思うよ。たまには厳しくするべきだと思うの。ねぇ、ちゃんと聞いてる？」

「あぁ、ちゃんと聞いている。一言一句正確に、しっかりと脳に刻みつけている」

「そう。それなら良いけど。まだまだいっぱい言いたいことあるからちゃんと聞くんだよ。マティアスはね──」

　その後もマティアスはフィオナからの甘い訴えを静かに聞き続ける。




「私の誕生パーティーなのに、何でマティ兄がご褒美もらってんのよ」

　そう言いながらも、ミュリエルは満足そうな顔だ。仲間たちも呆れながらも微笑ましく見守っていた。
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